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シ 1 •エイ •口 1 ガン 著 


創世記 時化 


創世記の 內容 


おぶ 敎文 館發巧 


- 敎义 館め 事業は* 日本の 基督 信徒 ぷび 
，未だ 基督な を信ピ ざる 人々 の需 婆に 適し 
; わるを を 敎文學 の 蓉作及 巧 巧 じを リ〇本 
I がは 日本に をる 基督を ミッションの 同逊 
i み 化 表なる がかに 公 同 巧 構 神を なて 立て 
一一る ものな リ〇 されに 本館のを 員ぶ び 維持 
I あは 必ずしも 本館に かてを 巧ピる 害籍じ 
I 現にれ わるず ベての 慮 見に 同 息ピる もの 


な ひ 出す の も靖し いこと である。 おは a 1 ガン 先生の この 創世記の 講義を 聽 いて 十五 歳の 
春、 始めて 人間ら しい 氣 持ちに をつ たのであつた。 

此の 書物に あが 序义を 書くな どち ふ 事は、 をく 柄に も 似合は ない ことで ある。 どぅかした 間 
違 ひか —I 恐らく 化が ロー ガン 先生ょり、 日本に がて、 ょり 多く 知られて 居る と！ M ふ爲 であら 
ぅ —— P— ガン 先生は 化に 序文を 書く 様に まつて 來られ た。 先生の 命令 だから おは 喜んで、 序 
义 らしい ものを 書く ことにする 0 

がし をれ はちら 先生と 化の 閱 係に 返つて 巧る。 化が 中學 校の S 年生の 第 S 學巧 のこと であつ 
た。 亞米利加からなめて来られた 0 »ブ ン先生は、 化達の爲にィ エ ス傳の講義を、 德島市通巧 
の 日本 基督 敎會で 一週間に 一囘づ つ、 英語の 練 おの 爲に閒 いて 下さる ことに なつた。 これが を 
も< 私が 西が 人から、 英語の 發 音を 聽 いた あ 初の 時で あり、 また 基督 敎 らしい 話を 聽 いた 始 


めての 時であつた 〇 をれ まで におは n] ガン 先生の 夫人の 弟に 當られ る、 マ ヤス ホを 夫婦の 顏 
を 巧た ことは あるが、 話を 漉いた ことは 一度 も 無 かつた。 

日— ガン 先生は ステ パノを 思は す 様な、 美しい 柔 かな 輝く 顏の 持までを つた 〇 第一 おは 口 I 
ガン ホ 生の 顏が 好きであつた。 P1 ガン 先生は 私達に、 靑 ィンキで If ちいを 茹憩版 刷の ィエス 傅 
の梗槪 を、 講義の ある 度每に ニー ニ 頁づつ 渡された。 をの 叮嚷な 準備が 我の、 むを 搏 へを。 先生は 
美しい 發 音の 持ち主で、 銀鈴を 振る 様に、 自々 の 書いて 來られ た 講義の 梗槪を 讀んで 行かれた。 
.化が 數年來 、聖書 硏究 の梗槪 を柯時 も陰寫 版に して 渡して 居る のは、 我が PI ガン 化生の 葫 
憩 版から 受けた 最初の 强い 刺戟を、 をの 儘 貫 似を して 居る のでを る。 

然し 不幸に して、 ガン 先生の 聖書の 講義は 一二 二 同で 中絶して しまつた 。をして マ ヤス 先 
生が、 その後を 總 がれる 事に なつを。 (この マ ヤス 先生には、 言葉に 盡 くされぬ 大恩を 化は 受け 
たのであつた。) 

をの 後 P1 ガン ホを 取 再度 义聰 日の 晚 に、 创世 記の 講義を 中學 生や 一般の ホ 望を の爲に 開い 
て 下さる 事と なつた。 化は 中學 枝の 英語の 時間ょり、 お乂嗤 日の 晚の P1 ガン 先生の 創世記 0 


時間で、 ち 語を 勉强 する 時間が 多かつた。 : ‘ - 

其の 當 時は、 S 謎 慾が 最も 盛な 時で をつ たかち 私は 一晚 ミ— ガン 先生の 宅に 費す こ 
とを、 隨 々惜しく 思つ たが、 惟 ロ ー ガン 先生が 巧き だつた もの だから 足 築く 通つた。 

實 際を 君へ ば、 をの 當時祗 は 世 巧で 最も 寂しい 靑 年であつた ので、 親切に して おれる 人を 搜 
して 居た。 雲で 籌 を？ 宝ち 胃い 2 藝 S を聽 かして くれ、 童 S 出て 巧る お 
爺さんの 機に 親切な n I ガン 先生に 自然と 引 化けられ たので あつた。  . 

なは ちつと も 噓 をち つて 居らない。 私は々 でも、 P.1 ガン 先生は 裳の 中で 最も 聖い 最も 幸 
福な 美しい 人 だと 思つて ゐる〇 おは 基督 敎の敎 理を聽 かなく つても、 01 ガン 先生の やぅな 人 
を 見て、 基督 敎の 何を 意味す るかと 云 ふこと をす ぐに 感受した。 

口-ガン 先生は 聖羣 をる。 世 Q 中 Q 人は を まり 忆 P , ガン 董を 知らない。 がしな は知ク 
て 居る。 り ー ガン 先生は 矢張り 開 巧 的 精神に 燃ぇた シャムの デャド ソン や、 支那の テ ー ラ ー な 
どと 同】 列に 置かるべき 宣敎師 である。 がし もの 靜 かな 先生が、 境遇が 異 ひ、 言葉の 違ム 日本 
では、 思从叨 つた 傅 道が 曲來 なかつ たのは 當然 でを る 機に 思 ふ 0 


を 巧 
R 1 ガン 化生は 化の な 鄕 、阿波の 國の 段に 殆ど 一生を 棒に振つて しま はれた 〇 有難い ことで 
ある 0 今年の 二月で をつた 〇 おが、 突然が 父が 急 巧で あると ち ふ 事を 聞いて 阿波に 歸 つたこと 
がを つた。 おは 阿波に 歸る ことは 厭で ある 〇 がし 口 I ガン 先生の 處を 尋ねる ことは 最も 好きで 
をる。 それは 慈愛の 父が 自 々の 息モを 待つて 居る 横に、 P1 ガン ホ 生は 何時も おを 歡迎 してく 
れ るからで ある 0 

おに 愛と いふ ものが 何で あるかを 敎 へた 二 家族が ある 〇 P1 ガン 先生の】 お 族が その 一つで 
マ ヤス 先生の】 家族が 化の 一つで ある。 

おは 今、 具 奮して 居る 〇實際 我に 基督 敎を敎 へたのは 聖書 ぱ かりでは ない 〇 この 二 家族のを 
が、 おの 血脈を 充分 キリスト におび 付ける 事に なつた ので ある 0 

程は】 九 一一 五 年 一巧 ヮシントンのを 米 か國傳 道大會 で、 巧ぅ ち ふ 言で おの 演說を 初めた。 
『化は か 國巧道 ミッションの 捕虜で ある』 

さぅ をつた 意 巧は、 化が nl ガン 先生の】 家族と マ ヤス 先生の 一美 族から 受けた 巧のを 訓に 
化つて、 化が 基ち おに 導かれた とち ふこと を 意味した のであつた 0 


化は 知つて 居る。 今でも 化が 化ての 戰 ひに 疲れて 巧き おを みつた 時に、 あを 巧へ て おれる 0 
は 此の 二 家族で あると ち ふこと を。 此 巧の 二 家族は 化を モ 巧の 様に 育て、 おれた。 十 セち のを 
から おはを くこの 二 お 族の モ巧 になつ た。 殊に マ ヤス 巧 ± 夫人は をを 呼ぶ に、 「モ 巧々々」 とち 
ふ 代ち 詞で巧 ばれた。 化が 邮 おの 時に 化は マ ヤス 先生から をを 賈 つて 肺 病院に 這 入つた 。一年 
間の 保養は をく マ ヤス 先生の お蔭で 渥美 半島で 巧 養した のであつた。 化の 人が 腑巧 だと 云つて 
厭が る 時に、 マ ヤス 先生 だけは 化が 巧 寮圓で 借りて ゐた 漁師の 家に ホて、 涅 のない 處で S 晚ら 
一 緖に寢 て吳れ た〇マ ヤス 先生は おが 十との 時から 二十の 時まで 化 個人の 家庭 お師 であり、 父 
であり、 友達で をり、 叔父であつた 〇 をして ロー ガン 先生は、 をの 姉さんの 夫で をる 閱 係で 我 
の 叔父さんであつた 。おが 少 さい 時から 傅 道心に おぇた のは、 是 等の 尊き 先生 達の 感化で あつ 
た。 思想 的に 云つても、 マ ヤス ホ 生は 隨々 おの 投に 骨を 巧つて 下さつた が、 P1 ガン 先生は 歲 
の おい 化を、 良く 信仰的に 導いて 下 すつた。 化は ょく 口 I ガン 先生 夫婦の 自轉 車に 乘 つて、 日 
— ガン 先生の 後から 阿波の 田 舍の傳 道に ついて 巧つた。 をの 時の ホ 貴は 今 も 化には 忘れられな 
い爲 しい 光を である 〇 nl ガン 先生は々 も 巧を 巧ながら、 巧 波の 図の 巧 化の 巧 にがつて 吾ら れ 


る。 粧 •が自 々Q 故鄕 s にしないで、 態 i を 渡つ て 來られ た I ヵン 先生が、 それを して 居 
をる ことを 有難く 思ろ 窩蒙驚 £ つた 時ち。， f/ ホ 生は 此 f とを 5 て 居ら 
れ た。 

『阿波 8 には 人口 覃を S ル 都 J、 二十 ク 所を ります。 おはを® ル fo 一つく に 
敎會が 建 つ樣忆神 管 祈つ 了 居。 ます』 さぅ 5 た。 ふン 先生は 駭を屈 《了 祈を 初めぶ た 
神 SK を 見た 者は 幸で をる。 おは 口， ガン 先生に がて 震た、 そして 靜 力な 神の 使を 見 
ち 奮 もしら どを 生活が 幸福 かと S 人が をつ たなら、。 1 ガン 畫〇 様な 審ご霎 
福 だと 答へ るで をら ぅ。。 1 ガン 先生は を 靈を蠢 身ち 日本 SS げて 吳れ た 人で をる。 
化は I ヵン 畫 8£ りたい。 がし 阿波 S は 優雅な、 7 ブラ ハム S な 美と 人を 迎へ 
C 居ながら、 I 为ン畫 が 養 S い 人 だと _支 事を 知らず 農る。 先生は 霉 《天才で、 
日本語は 若 裏ょ OS 美しい。 SP ふ ン畫 Q 說敎を 良く 覺ぇ了 居る。 詩 《樣 な詞 が. 
ホから ホへ 出て 葉。 畫音定 來られ る 前、 蓄ヶン タツ* ふ0 師範 養 《震を して‘ 

居られを。 宣敎師 Q 間では、 東洋 忆 がて 善く 知られて 居る？、 修馨 《講囊 としてょ く 


支那 邊 まで 講演に 行かれる o e— ガン 先生は 經驗の 持まで ある、 ホ國の 生んだ 最も 善い もの、 
持主で ある 〇ビ ユリ タンの 血は、 彼の 胸の 中に をの ま、 巧存 せられて 居る 〇 おは n I ガン 先生 
の 本が あまりに 遲く 化た ことを 不お讓 に 思ム〇 この美し い 書物が、 この美し い' むの 持主に ょつ 
て、 を 開され ると 云 ふことは、 何とい ふ 幸福な ことで あらう。 考古學 的に 創世記を 敎 へて 吳れ 
る 人は 澤山 をる であらう 〇 がし 魂の 祕錄 として、 化 巧 一の 美しい 詩と して、 敎 へて 吳れる 人は 
さう 夕く はない 〇 化は 此處に 最もょ き講解 者を、 阿波の 聖者 ej ガン 先生に がて 發 見した こと 
を甚 びと する。 
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- 、 天地創造の 罢業 

『就が に鹏 巧が を 靴！！ たまへ り』 

が。 S」？ が SSMP 霸 V 费峨ぃ て かるなら ば、 S ハ S 靈恣お qS- を SVF 織 めら 

れ てを るのを 巧 出す でぁり ませぅ。 これは 議論では ありま 甘ん、 またが 敞を 磯むべき 敞熙 でも 
を。 ませろ た rT ミ 驚なる 叢を 驚され てゐ るので ぁつて、 齡 P 廷お が觀嚇 のが 
源の 說明 にかなら ない のであります。 

祂は瓣呜^^9聽^をを。まして、 がハの縱 1 穀移けにも^^ミふ賢一一一十態が 

しみ  わみ  ナ な** i こ し 中う お おも  ドラ】  し ゆわく  どうさ  どう 

記されて をり ます。 神は 卽ち 此の 患に あける 重なる 動詞の ホ 格で をり、 また あらゆる 動作の 働 
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*• .) み》  ， LS クけラ 

てを 民を ぅる ほし、 がかし める ところのを 敎 でを ります。 

鹏を がる S は 動が 懸 でを。 ますが、 が Q が Q が S 一蠢 がぁります 。一つは 人間 
のがを S を S ぉとこ ミ s" り SS を」 知らず」 て PS を 襲し、 觀パ 
の 船が がに をを をら はして S らを する S 可を は 取。 も齡 さず 人閒 。手に ミて 造ら 
れたる 船を 邦す る 齡齡觀 でを ます。 化 1 は ミに をし、 神の ガ から 热 示せ ■^れ る ま、 に 造 


物 主なる 唯一の 神を 禮拜 する 宗敎 であります 〇 キリスト 敎は 神を la 主と 仰ぎ、 峭 一の お ま、 諸 
T の 巧の お、 まの 主、 永遠の 生命を 保ち 給 ひ、 無^の 榮 ホが がに 住ま はれ、 未だ 人のを ず、 ま 
たがる 繫 I はざる 證裝 でぁると $ へます。 をれ はお S だを。 まて 縣若離 

の 眼に 見る ii の巧來 ない、 限りを る 人心の 想像の 及ばざる 、活ける 貫の 神より 主 ィエス、 キリ 
ストは 遣は され |g うたのでありまして、 麻して 主は 御ち 身が 親しく 神に ついて 觀 、また 神より 
聽きたまひしところををのま-<お共に傳 へられたのでをります〇 

で斯辦 によらず して 邮 を；! る 1? はか ホません、 キリスト にがらず しては 何人もが なる 神の 御 
|^へ|ることは盼がミのでぁ-ます。 が穀の繁は、 贊なる駭が一とミミを総ひし 

ぃ こと  ホ-こ 

ィエス、 キリストを 知る 事に よつての み與 へられる のであります。 

さう ぞう  くわ でい 

111、 創造の 課程 

赖 於 に 鹏が藏 恥を yu  n 鱗 ひました 。紙ら ば鹏 は貧辦 にして 戦 做を 離觀 せられた かと ぃふが 
邮 が こ、 に 避り ます。 進化に よつて か、 何 か 他の 特別の 方を によつて r あるか、 巧して が！： な 
巧】 を 一二 
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る 手 私に よつて 神は 萬 物を つくられ たので をり ませう か。 

聖書を 硏 もす るに 當 りこ、 に 一の あ 散すべき 事柄が ぁります。 聖書と いふ 擊物 はが 獻や赖 が 
齡り 教科書と が異 つて、 人々、 に 神を！! らしめ ると ころの ま敎 載が をる S を 忘れて はな 0 ま 甘ん。 
をれ 故にを の 創造の ホ 法、 卽ち 神の 天地 萬 物を 創聲し 給うた 課程は、 科學ソ ので 場から こ、 に骑 
されて はない のであります。 これは 科學 もの 硏究に 待つべき 問題で あ 〇 ます。 ダゥち ンの時 於 
よりこの ホ、 科孽 都は 多く 進化 を费 がに お 張して 6 ります が、 徽 し、 は 蝶して 觀齡を 紙 似 
せしめ 給うた ので あるか、 或は 又 化の 方を によつて 創造せられ たか、 それは 兎に が 更に 硏 おを 
もすべき 問題でぁります。 た r 信仰を る 人"々、 に とつての 敏 "い 載驳 な一掀 は、 齡が離 避 載に 艦す 
ミ ふ S でぁりまず。 繼 諭が Is に S まら 夕懿 かろ £ とな つ療 一一は 船は 恥が g 

化を である ことを 信ずべき でぁり ませう。 た r 嚴に 進化論‘ とい ふ 論；^ に 惑は されて、 その 龄が 
なる 進化を を 知らずに 居る とい ふことは、 情ない み龄と 一一 日は ねばな り ま 甘ん 0 

M はが 能を 一萝 られ 重した、 || して ミ霸& て 靴が E 1 繫が 一ニ ヶ賢裝 すべき 

であります 0 


r 神 天地を 創 迸た まへ り』 (一 0 一一 

これは 總 ての 物質の 私 象^ ボ して 居ります。 單に 物を お 遇る とい ム 幕で なく、 すべての 倘齡辦 
戴の 備 へが 成された とい ふ 意義であります。 神は 萬 物の 造が に 在す のであります。 

『神 の 半 物を 其 類に 從 がて 創 りた まへ り』 (1 0 サ ー) 

これは 卽ち 生命の 創衝 であります。 取の 時に 至る までをけ る 者と て はたご 獨 り、 卽ち 生命の 源 
なる 鹏 のみであって、 がの 縮い、 麻の が も、 がり 化の 亂 動物の 生命ら、 皆を の 活ける 神の 御す 
にょって 遇せられた ものであります。 近 ホ 生命と いふ ことが 盛んに 巧究 せられ、 醫學 をは 智 
がを 載して をの 硏も にを：! して 居ります。 生命は 何物に も 化へ 難い 大切な ものであります か 
ら 、をの 曠 おは? 質 脇％! 化を る硏 もに 舶 違ありません。 がし 生命の 質 丸で あるから と 式って、 た 
r 戰に 鶏、 驚、 驚が の 斬 5 を S し、 をの- 繁を S し 総 ふ i に 船て 繁なぃ とぃム 

斬は、 將鮮 をが 熙 といは なけれ ぱ なりません 。永遠の 生命は 獨 りの 神を かる 事に ょっての み 獲 
得すろ ことが 出 ホる のでを ります 0 

『i 解 燃が' 抓く に 人を 创 磬 たまへ り』 三 0 ホと)  . 
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こ-に 義 siS が馨 ホら れ てを ります。 g に 編を S 齡ミ〜 だ 襲す る ことで 

ひと  あたら  さう ざう  いを  つく  夕 5 あるひな こらの  し.) 

あります 。人は 新しい 创造 でを 〇 ます、々 まであつた ものを 造り 岛 したと か、 或は 何物 か r 進 

S し ミた ふ § セ ミ」 て、 M&iQ 縮い ぃ霸 でぁる ことを i 鬟も I がを •はなり ま 
せん i 鑑を議 とし T 緊する Q は ミ S でぁ 〇 ますが、" SS がが が 賢ら S して 繫 

セ ものとは 信ぜられません。 人は 棘の 滕 がを ります、 獻齡 の獻殷 がる！！^ 離の 齡 はこ、 にを る 

の ミり ます >4 か聽が i でぁ ミ s'sig じません、 12 が繫 も、" -g い、 I でく ffe 
を、 ss ミ 號ゎ& 避 言れ ゎ龜 でぁ。、 i" 三/ は I を T、 i と 無しく 

巧は る ことの 出 ホる もので をる 事を 確信す るか 歡 でを ります 0 
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參 照り 創世記 第二 章 

_、 戴獻 がの 辭リ 

焉お忆 i 擊〕 。たる S を S た ミり 恥が 囊 。たるを S で裤 K 寮た まへ り 護が 

を 祝して 之を 神聖め たまへ り』 ご 10 二、 ご 一〕 

これは B が Q&8 であ。 まして、 bs がょく^ が Q 藝を敝 すべきで あります。 i はを 
の S を I へて ながに 似ち ながを 船いて これを 載と し縱ぅ ミであります。 をに ょミゎ S,' 
おは 巧 も 日と レム もの、 I 思 數、 敝熙 をが る 矿が矿 がます。 が 4 日は 業務を 終へ て 化む， へき H、 

にくたい  廿 いしん  あんそく  ウ ひ ミ しゅくふ くも ご ひ ナ たは-.^ み をよ  た ミ せいじつ  わみ 

巧體ら 精神 もま 息を 得べき 円、 神の 祝福を 求むべき 日、 卽ち 神の 潔め 給うた 聖日であって 神を 
i 燕すべき がで をり まて 離 願 rll す 冗な 妈の 織りに 燃て、 i がモ ，七に 1 がを 擬け 1 うた 


第 二 
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解ち 驚が を 則るべき 載に ミて、 萬？ おを 麟ぇ ミれ を繫 すべし がが の 離 だ 鱗らき％齡 
の 一切の 業を 爲 べし が 日は かの ik エホバの ま. が なれば 何の 業務を も 皆べ からず JK 巧廿〇 八— 
十) と 巧め られ ました、 これは 十 誠の 中の 一つで をり ます。 

キ a ストの 時代に がける 僞 が 瓦な 宗敎家 等は、 聖日の i 県の 意義を 取り 歡 へて、 聖日には I 心 歎 
的 行 爲をも 避けて 爲 すべから ずと なし、 病を 癒す 事を さへ!! じて これを 認めず、 靴って 戚が がの 
ために 人を 煩は せる やぅな 結 巧と たつて 居りました 。キリストは これを 敲 めて、 人は 安息日の 
ために is られ たので なく、 安息日が 人の 爲 めにつ くられた ので あると 敎 へられました 。もが 日 
に 善事を 行 ふことは 當然 神の 嘉し給 ふところ、 神の lij 旨に かた ふところ であ 〇 ます。 


ひと 


『エホバ S の 載を がって がを 鞭り" 義ピ 叢に 驚た まへ りが 恥が義 いなりぬ』 (110 ち 

人とは 何でぁります か。 前 也が 巧究 "にょれば 人は；！ の 像に 邮 せて 邮 がられた もので をり ま 

ナ なは ひと  M! ぅとくで きし ゆろ けぅで さど ラぶ つ かみ  *t じ でを  化い サ>,  ふよ  ね 

す、 卽ち 人は 道徳的 宗 おが 動物で、 神と 巧は る ことの 出 來る黎 性を 胁與 せられて 居る もので あ 


ります。 化 磨に 揭 げた 觀 と齡の SI {にょって、 ゎ がかが がと いふ もの、 が！； を も巧峨 する ことが 

龄ま す。 だ 驚は 一驚 Q も Q、 っム si’ で S ミた も？ ぁると i| •に、 が S 變は 船の 

吹 入れ 給ぅた 息で をり まして、 こ、 に 聖書の ふ 巧 擧の出 發點が あるので あります。 

新約聖書 にがれば 人は 一二つ の 要素ょり S がって 居ります 。恥ち も 體と蹤 術と 載躬 とで ありま 

て お齡は 驚の おが ぁり、 證 は議 の黎 ぁりま ス 。ハゥ。 は？ こ ミ® 管 繼 

して、『願はくは平あの神みづからからををく潔くしホらの靈とふと體とををくがりてがらの：?^ 
ィエス、 キリストの ホり 給 ふとき 責 むべき 所な からしめ 給 はん 事を J (撒 前 五 0 甘 一二〕 と 言 ひま 
しを。 陳體に 五 齡が與 へられて 取 物を 感 i くし、 精神に が慌 意が 勝 へられて 人格 的の 慟 きをな 
し、 S 慕に 船の 霸が馨 せを て S をが り、 瓣と韶 はり、 船に がへ て S の繫」 を si: る 
やぅ 創 造られたら のが 卽ち 人であります 〇ィ ユス、 

を して 主なる ホの 神を をすべし これは 大 にして" が】 の 誠 命な り jC 太廿 二〇 化た、 か 八〕 と敎 
へ 給 ひし 聖 言の 恵義を 深く 巧 ふべき でを ります 〇‘ 


こ-* ろ つく  斗-いしん  つく おも ひ 

キリストが 『なん ぢ ふを 盡し描 神を 證し思 
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I 二、 人の 住所  ‘ 

『ェホバ 船 H デン qS がが に 酷を 諮 基冀 りし だ 整に 戰た ミり』 (一一 0 公 
が 瓣の驗 驚なる H デンの 駆は、 露の 難なる 鑑 にを ミを 那べ ミます ち戳 S 

におされ て ある 雜リ、 H デンの 齡 からは 邮 つの 贿が 流れ出て ゐ ましたから 、それは 神の 源で 高 
い腑 一| をつた に搬 1 成を りません 。恥して H デンと いふが は 『平』 とい ふ 意 巧で をる とい ふ說も 

ぁります。 が Q 賢 驚が S た^ ミを 寶て がても、 ュデン qS は 懿 いを 地で をり、 ュ 

フラテ 舶とチ グリス 祕 と耐龄 が、 が おがの アル メ こ アの 中で をつた こと、 思 はれます。 夕 くの 
が 瓣雜載 Q おしく it 一め てがると ころは、 が辦。 '磬耐 は アジア。 か 地。 一 いちぉで ぁる ミ ふ 
こと ミり ます。 おが T 化が にがむ 公 V 歡さの I を聲 けて がたら の ミて、 賊&に 齡 

ては 狐が この エデンょり がで たのであります 0 

四、 心の 勝 i ぃ 
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巧 一一を  二 一 
みられた ので ありました Ob ぁ點 がも妮 略り なき 齡 がを 齡 做い 觀る載 餅が 殿 へられて， 居ります。 
われらの お 阻は 服な によって をれ を 得られる 善で をり ましたが、 を 巧は 3^ 仰に よって これを 惠 
まれる 答であります 〇イ H ス 、キリストを 信ずる 者は 限りなき を 命を^ へられ、 永遠に 生き 得 
るので ありまして、 これは 卽ち キリストの 福 五^であります 0 


五、 人の 支配 

S は がハ〇 緊 t ミ」 數 ちれた だ 驚 Qi 寶 してが てを £ ち g」 &ミ 齡。 と撇 

そら  と 9 つく  のる  こし  なづ  み か I ところ** さ 

ての 空の 鳥と を 进られ て 後、 アダムが それらを 何とる 化く るかを 見ん と 彼の 所へ 释ゐて ゆかれ 
たのであります ご 10 十艾 。巧を の邮 がは がして 规が のが 蛾ょりも がったら のであった りでは 
ありません、 化を は 神の 像で あり、 智慧に みち、 がての ものに がを がけて これを が 船す る騰い J 
神ょり 與 へられて ゐ たので をり ます。 


ひと 

ホ、 人 


の 


つた 

妻 


『エホ パ 盤 一則た まひけ るは 人獨 なる は 善らず 我 化に 適 ふ 巧者を 彼のた めに 遇らん と’！！ ご 10 十 
八) 

妻は がの なの 恥が をで ある 答で、 みして 夫の 婢 でもが をで もありません、 また 姑 0 下婢で あ 
るべき でもありません。 眞の愚 味に がける 夫の 伴侶で あり、 义于 巧の 母た る V きであります。 

碁に 燃 ミホ バ與 ダムを 撇く齡 らしめ 麟 りし 驚腑證 T 襄り眯 を もて！ ill を雾 ぎた 

まへ り エホバ 神 アダムより 巧た る 肋骨を なて 女を 造り 之を アダムの 所に 酷き たりた まへ 


り』 (二 〇廿 一、 廿 二〕 

がは 繫忆叢 ぁう藝 叢ぃ！！ S でぁると 賢 まて％ るが ぃ 齡繫冀 S 縱！ 4。 ひまし 

を、 『穀は S だり も 勝れる やうに と 頭の 胥 では 歡られ なかつた 、又 夫に 踏みが けられる やうに と 
がの 辭 でもつ くられなかつた が、 妻は 夫と 郎 巧で をる 觀 に、 をのょ き义 でを る やうに と 化を で 
锻られ わので をる。 心 艦の 脈から 恥ら れた 肋骨で あるから、 妻は ホのを すべき もの、 巧 連す ベ 

こと  いみ 

きもので ある 事を 窓 巧して ゐ る』 と。 

おとには おが 難ぶ が ぁり、 5SSS とし ミ 段腑が ぁり、 破して づ では がが でぁる 觀 


第二  韋 一四 
であります。 齡がア ダムの 爲 め，* 一人の 义を鍛 り、 これを 船の 封に っ 連れ 巧り 総ぅた 騰 、アダムは 
『化 こを わが 骨のを わが 肉の 肉 なれ』 (二〇 廿 一二) 

と 言 ひました。 卽ち アダムは 神ょり この 一人の み！ 一を 與 へられ、 全く 滿 足して これを || へたの 

でを り まて I 幕れ。 齡 をが 磁 しても 髮 Qg はが 驚 g でぁります。 ジ Q 疆に 紙して 

一人の 女性を 創 透 ふ擊 は、 昔ち 今 も かは りなき 神の 尊き 聖昏 なので ありませ ぅか 0 

ひと  こん  や < 

セ、 人の 婚約 

『點蹤 にがは 縣が 雕を鹏 れて媳 載に を 口 ひ n 一心 一聯 となるべし』 (1 10 サ w〕 

結婚は が 妻 肖を の聖く 尊き 結を でありまして、 ホして が 產の都 おとか、 が ハの 他の 龄が にょる 
間に合せの 結が ではを りません 。巧言 すれに 婿 郷は邮 人と 個人との 神聖なる 結ばれで をって、 
家と おとの が產關 係な ど、 は觀 遠い 閒題 であるべき であ 〇 ます。 故に 嫁 するとい ふ 事は がので 
婢 としての 生が に 人る 範 ではありません。 嫁の が じ 斬 生 < 巧に ii して まも 姑が 龄是 制限を 與 へる 
などの 事赏 は、 をく あり 巧べ からざる ことであります。 『父母を 離れて』 とを るのは これが 神の 


揽齡 である 載を 尉して 辟り ます、 夫は! 一に 妻の ため、 妻は を r に 夫の ために あるので をって、 

於 I は聽 なる 一管を り まて ミ 破に Mq がせ 費る この 繫 なる 撒 一辭で は、 がに ょっ 

て 左 だせられる 事は 出 ホない 普であります 0 


だい  しや ク 

第 111 章 


さん ホう  さう ホい さがい  し f ク 

參 照り 創世記 繫 S 葦 

I、 歇 


れん 
J ミ 

練 


『エホバ 辦逝 りた まひし の 邸の 競の がに 髮ぃ磬 し晦輸 £ 。ひげる は SSS の繫 
樹の 於は 食 ふべ からず と 罰た まひし や婦 蛇に 言け るは 載 掌 園の 樹の おを 食 ふこと を 得が 

ど齡 のがが 忆鉛 Is'k をぱ聽 S を SV、 へを ず S 营 B るべ ゎら S が 襲 職ん と I 一則 

総へ り齡驗 S ける は 紙 S らず 船る S— じ J (己〇 一-因：* 


0 一二 を 


】 五 


第 互韋-  一六 

へび  ふつぅ  ふ < だ かみ  令ん ご < ぅ けつく わ へび  ユ 

こ、 にい ふ おは 普通の 旬 おでは をり を せんでした、 神の 鲁齿 をを けた 結 化と して 蛇は 甸ムべ 
きらのと なつた のでを ります。 元 化 蛇は 私 おし、 智慧に みち、 形態の だ祇 な、 物言 ふ 事の 巧 ホ 
る、 人間に を も 近いら ので をつたら しく 考 へる 人 もあります 。織し 化を!： 脂して 女を 訳が たも 
のは 惡魔 でを りました、 これは ず Sf 中の 化の お 一口 葉に よつて！； かに さ. れ ます。 酌が 觀狀 十】 il を. 
節に、 『もの 大 なる 龍すな はち 惡 魔と 呼ぱれ サタンと 呼ばれた る も 世 巧を まどは す もき 蛇は 落さ 
れ 地に 落されを のがたち も 巧に 落されたり』 と 記されて を 0 ます 〇义約 翰 傅* 瓜ん 靖叫 十四 節に、 
『彼は を 初より 人 殺な り また 貫 その _ 中 になき 故に 眞に 立たず 料は 庶僞を かたる おに 己より 語る 
をれ は 虛僞ぷ にして 廉僞の 父 なれば なり』 とあります。 

擊は It&f にして がける io 雌^の 葬りた まひし だ 齡 はし、 だが ミの 驚と せん 

とする ものであります。 惡魔も はじめは 天 化で をつ たのであります が、 自ら 做り て 神の 權 利を 
を ひ 巧らん とし 户 、めに、 罪の 審制 におつた のであります。 耐 の黙嘛 がが い號 はして、 『g 齋を 
知る の 描』 の おを 食ム 時は、 神の 株に ia： くなる ので あると を 口 ひ粉づ たので ありました。 
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第ー ニ 草-  一八 

0 セ) 

跟を 3 した & め忆繫 >Q 模は髮 る 覆が 敬 _ 。、繫 は & 聲され 品を がり S ち 
がまで I 船が な讓基 茶と S は。、 讓龍 がる 義 r てゐ たが V 1 髮を S すゃを 

のが 解を 一數 せらた 辦の 像なる お 性を が ひました。 こ、 に縱 等は その 裸 植を巧 はんがな めち 
|辭 がの 載を がって 勤を もりました。 これが が 服の 初めで をり まして、^ 間は をれ U ホ 着物を を 
る觀齡 になり ましを。 おおが 服を！ 南は ない とい ふ 取は、 人り 無が 氣を敦 味す るょりは 寧ろ 耻を 
がらぬ 範 の栽规 となって 居ります。 

『做が 齡 のが。 にがの 齡 がきが が聪 みたま ふ ユホバ 神の i 皆を 聞し かば アダムと な 妻 卽ちユ ホバ神 
の 恥 •を 齡て 臨の i の 摩が を 联サり J ご 一一〇公 

駆の" を 一の 驚は S に統 する 縣 齡で ぁりまし ち P 解 ミが S には 鹏と搬 しみ、 鑛 •卜 心' 齡 
就 も .s ばぬ S 瞥 賢たら のが i の 驚 結は 鹏を i れるも ミな り まし だ'】 鹏の £ を 龄 
けたい、 舱が號 づれ齡 ふ 解が を齡 したいと 齡ふ觀 にな。 ましち 卽ち 人間は 罪の 爲 めに 神^え 
つたので あります 0 


『ユ ホバ神 アダムを 召て 之に 言た まひけ ろは ホは 何處に 居る や 彼い ひける は觀亂 のがに 觀が 
聲を 聞き 裸體 なる にょ 〇 濯れ て 身を 匿せ りと』 ご 110 九、 十) 

これは 弊で ぁり 享。 £ の 聪齡據 は 日 ふ も ミな り ましち 襄繫 舶く® で 
ぁった が Q 繁 、露 ち irQ となりました。 撰〇ゴ ミ 霧が 賢が めに が i の 

品がの上に結果となつてぁらはれ、 かくてがは|^8の雕に齡ぃつたのでをります。 蹤にが哪は瓣 
ある もの、 『義人な し 一人 ゼ になし』 (羅 so 十) と パウロ もが 曰 ひました。 

四、 ：^繫の觀一一〇載リ齡ふ 

神が アダムに 

『巧は 巧が かに 食 ふた かれと 命じた る墙の 巧を を ひたりし や』 (1110 十一) 

と 巧 ひ 給 ふた 時に、 アダムは 豁 へて 

『かが 與 へて 巧と 惜 ならしめ たま ひし 婦 彼が 描の 學 昔を 我に をた へたれ ぱ I? 食へ り』 ご 110 十 


第 一二 


章 


二 0 


と ミ ひ、 其の 罪を 女に 貸は せた のでを ります。 をのが が辭 じく 鹏 ょり 邸は t た 辟には 聪 こを。 
罪を をはせ ましを、 自己の 責 巧を 避けて 邮に辭 を i はせんと する、 これ また 瑕を るが" 雕^齡 齢 

わん 

の】 面であります り 

五、 齡 への齡 ぉ 


『ェホバ 簾に S たま ひける は S 髮」 S たるに 郎て繫 散が E と。 野〇齡 が gr も i りて！！ 
はるかは 腹 巧て】 生の 間 塵を 食 ふべ し』 (一二 0 十の) 

こいか J」 ^ ^ が J » 过 '.、ぶつがく. や へぴ  こうぞう そしき  けんそ ラ ぐ わ 一ら • 

こ、 にがは 記は ゎて 地を 匈-一 ものと なりました。 が 祕學を も おのが 酱組祕 を巧究 して、 瓜來 

へぴ  非- ぶつち ぅたみ  ろね  ぞく  さいで い-^ を ひきさ  > 

がは 動物 中离い 地位に 屬 すべきと ころを、 最 がの 位 撞 にまで 引で げられ たらので をる とを 口つて 

を 

居ります 0 

また こ-接 S 冀 Q 舶き is 雲を I きます。 

『が 城 |V 婦ムが 擊さ變 歡と變 馨の哪 sfs ん縱は 祭 踰らを 礎き が" が 僻の <g 

をげ かん』 ご 二 〇 十五) 


态 がが ki とは p の 為、 恥が 戰が繫 して 6 り 享三繁 霞 j とは ィエス、 キリス 

卜 、义ィ K ス 、キリストを 信ずる 人々 の 意味で をり ます。 この 賦 新が 赋が觀 於を 野 もんと I 日は 
れ たのは、® 。等が キリスト 馨ら 等を 城夕 般ら 等は 吗 モィ H K の緊 解く、： if  H スを始 C 
るで あらぅ との 意で をり ます。 がしながら 主ィ H ス 、キリスト はこの 敷随の 威い J 齡 き、 感 魔の 
業を 破らん がた めに 化の おに ホり 給 ふたので をり ます。 

をん な かん  こく 

ム へ、 女への 宣普 

ホは 罪の 結 脱と して 厳の 斯 しみを がされました 。献^は 鱗ぶ が 瓶 It に护 を醉ゎ 戦で をり 
ます タミ 齡 しみは 辭 ミめ ミり まてが がが おが 驚せ ねばならぬ S を も ミ？ 裝の一 
部と して ボ されました 〇 これは 第 十六 節に 記されて をり ます 0 

ち K" への Si 告 

『止は がの ために 酷は る』 (ミ C 十 お) 


第 四 革-  ニニ 

S 臘の 義は薛 k 繫ゅ たか 忆 鞍を？ をり ま ぉが、 磬は S はれて、 義 は毅齡 

により、 雜ひ にがして 胁 かなければ これを 得る 事が 出 巧 なくなりました。 

為がが六がして義ピおひ^^一营煎ら矣は擊ょ-繫聪れたれぱミ、 龄が聲なれば 

龄に齡 るべき なり』 (己 0 十九) 

かく 船は 養せ を ましち 擊の馨 アダムは 攀 、が 撫を鬟 して この 辭に齡 いました 

がくて ての！！^- は辭 をる ものと なり、 また 死を 見るべき ものとは なった のでを ります。 

獻四彰 

アダムが 祭 H •ハを！^ る 做 取-み ミ インを が ミ 日け るは 巧 ユホバ ミり T 一個 ミを 得を 
と齡 また 赔ぉ齡 と アベを がり アベルは おいが ふ 私 カ インは ± を齡す •をな りき H を 經て後 
カ ィンが ょり g るが を讓り ミホ •ハに tF と ミ。 7 ベル もまた 擊が擊 と 驚た る 

がを た 解へ がれり ユホバ 、アベルと 縣が 物を！ ■がみた まひし かど も カ インと 斯 化物を ぱ がみた 


まは ざり しか ば カ インは 縮た 級り お船耐 ピムせ たり ユ ホバ 、カ インに 哥 たま ひける はか 何ぞ 
燃る や備 ぞ邮ピ ふす る や S 面い 巧が rs: る ことを ぇ ざらん や馨を 一 器ず ば 龍 おにが 
す g は S 案 ひ 繫微を 鞭 めん ヵ ィン fT アベル fe ぃぬ 僻が r をり ける 職 ヵ ィン 殿 
*歡とア： に 避か、 りて を 載せり (剣 化 記語窜 一節 ■< 節) 


しん  ，】 ゆう 打う  いつ "^9  しげう けう 

眞の宗 なと 僞の 宗敎 

アダムに ゴ人 のが V 卜が をり ました、 ひ 一人は カ インと いひ 一人は アペルと 呼びます。 兄の カイ 

ンは靈 が 蒜が アベルは 繫繫で ありま」 ち i は て 難に 棄す t とを g へ觀 ふた 

にが 1 巧ありません。 齡は アダムと がの 繫ュ バ のために* 龄 あを 龄って 彼等に をせ 給 ひました か 


ら 、がの 辟に 縣られ たる!- を のた めの 宿の 供物と なす 事を 巧 へられた こと、 思 はれます。 を 

ミアべ ルは 齊输に 難、 If が 魏ご兒 を 5 て 競 ごこを 齡に緊 ましち がが ミ i 巧 

よりのが が これを き盡 した 事に よって、 神の 御、 むに かなった 事を 巧され たので ありませ ぅ。 
カ インは がより— もピ た艦辭 をが クて がて 船に 僻へ ましたが、 神は カ インと 共の 供物と を 願み 給 
巧 四 革 一 一己 


第 四 


韋 


二 四 


ひませんでした。 何故わと い へ ぱカイ ンは神の命に叛い たからで あります。 カイ ンは自^^の罪 
人た るを 認めず、 をの 巧 i •は 血を 流して 罪を を ふ 意味の § "物で ないから でありました。 

これに ょって 化せ ハは 度の ま敎 y 僞の 宗敎- いの 辟 別を 知る 事が 出來 ます。 宗敎が 神に ゆく 雜 
であります から。 神の 敎へ給 ふた 道を ゆく もので なければ なりません。 がの ゴっ のを 敎を 紙齡 
して みるならば 餘お違 ふところが 見ぇます 。アベルの まなが 神に 俗が 糾 僻の 就敎が あり、 ヵイ 

ミ穀が 船忆無 ぃた靈 Q 霧が ぁります 襲は がが の 殿を 齡って M に 燃 y る 穀バ 9 

おには 罪の 儀悔 はなく、 償って 自己を 正しい ものと する 齡 辟であります 。アベルの 就辦 が！! お 
の 化物が をり ます、 齡を 願が i おの 邮は 載が 就雜が をくて をらぬ ものでありまして、 が II これ 

さた  おみ  ホい し じ お ち 、，み 

は 氷らん とする 神の 蜜 子 イエス、 キリストの 十字架の 血を 意味して ゐ たので をり ます 〇 これに 


くい’)  やい く ナ ろかつ  5 ぃム ホう いた 

關 する 聖 句の 載 節を 化に 引照 蛾し ませう。 


ナぞ 


『我 加を なる 時なん ぢ らを逾 越すべし』 (出 十一 10 十 S) 


^ろづ  る さよ  を な だ ゆる 

i 萬の もの 血を もて 潔 めら る 血を 流す ことなく ぱ赦 さるる、 ことなし』 (巧 丸〇廿 二) 


1. 一 •„  I こ-  1- • つみ  t ク うよ 

『其の 子 ィエス、 キリストの 血す ベて 罪ょり 我らを 潔む』 (約を 1 〇 と) 


『他のを じょり ては おを 得る ことなし ’一  ( 徒 wo 十二) 

斯の ごとく 人の子の 來れる も 事 へらる、 爲 にあらず 反つて 事 ふる 事を なし 义 お ほくの 人の 搔 
聰 として 己が 生命を 與 へんな なり』 (太 か C か 八〕 

『銀 やを のかき 朽 つる 物に がるに あらず 瑕な く巧點 なをを 辈の 如き キリストの 貴き 加に みる こ 
とを 知れば なり』 (彼 前 一 0 十八、 十 化'〕 

『視 ょこれ ぞ 化の 罪を 除く 神の 菓 羊， 1 ( め 1 〇 廿 化〕  . 
おおは 自ら 省みて、 巧して ち々 の 罪を がから 神に 磯 おした 事が をる かどぅ か、 まィ H スの血 
を 巧 物と して 捧げた ことが をる かどう かを 考へ なければ なりません。 若し 己の 扉を 悔いて これ 
を|日ひぁらはすならば、 献は龄なるもしきものなるがめに、 がず巧ホの罪を赦し、 &^ての不義 
より われらを 齡 めて F さいます。 お躬 いもに 範路 すると ころな く かを の 罪を 隨 悔し、 今 この 瞬 
邮 に、 普き がィ H スの 血に 潔 めら れる因 I 盛に 巧ら うでは をり ません か。 


巧， 四韋  二 冗 


巧 五を 


二 六 


しや ク 


第五 章 


カ イン、 エホバの 前を 離て 巧で エデンの 東なる ノ ドの 地には り カ イン 其 妻を 知る^を みエ 
ノクを 生り カイ ン邑を 建て 其 畳の あを 其での あに 循 ひて エノ クと あけたり レメク ‘一一 人の 妻 
を 娶れり アグ、 ャ バルを がめ り 彼は 天幕に 住て% 畜 をおム 所のを の 先祖な り巧ぉ をのが 
はユ バルと がふ 彼は 琴と 巧と をと る 凡ての 者の 先祖な り ホト バルカ インは 齡と鑛 の 諸の 巧 

も"  さた  もの  ぶ 0 つえら  い わが こを  ホ われ  タヤ  ひと  ころ 

物を 鍛 ふを なり レ メクが 妻 等に 音け るは 我 聲を聽 け 巧 わが 劑傷 のために 人を 殺す (劍 化 記 
お W を 十六 節 か 叫 節の 略) 

ぶつ しつ  ぶん  C- い 

物質. の义巧 


ホを 殺した々 ィンは 神の 聖^を 離れて 川で ノ ドに、 巧 まひました 〇神 をは なれて 生活す る 事 
は 物 巧 的 生活の 始まりで をり ます。 眞の 生活の m 的で あえ 神を 離れての が 巧、 卽ち戰 な 如が が 
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二八 


を ii すべき 號 St に ミミ 術 I の贊 も駿 されて がり ませち 靈も S い驚 8 も 船が 盤 
をな り ま」 わが、 こ &9議 は Iq 靈を あらは ぉ霸 であ ミとは 變を ミので 

あります。 I 撤 など も齡ん になり まして 琴の 音、 齡 の 音、 又レメ クの戰 もの 歌な どが 聞え まし 

たが、 i を if 美す る i、 盧を聲 ごむ ♦へき 藝なる 囊 はがし も* 叩 S れ なわつた に遮累 

りません 0 

懲譜 露に 載 ミち レメ ，が 君の S を 齡つた 歌と にょ ミ も 雲す る こミ繫 ませ 
ろ S レ' ィクが が ハの 義 に鹏 つて I 日 ミ SF、 燕 わが li のためにが 載す』 と ありまて 
啦 I ミ？！ 載に ょつて、^ の 辟 一夫が 妻、 殺人、 爭闘等 か 巧 はれて 居た 事が 辟り ます。 レ メクは 
をの 栽き 鹏の繫 の 類い 骄き ました、 前して 郎 & を 貪り、 共の 家 底を 亂 し、 S には かがの 洪水を 
拖く 敵な 總巧 となつ たので あ 0 ます 〇ノ ドの 榮華 はこの やぅな もので をり ました。 お 肪 のない 
倘質义 職の が 巧は 大方 此く のか きらので をり ます。 

『故になん ぢら 'むに 謹みを の 若き 時の 妻を 誓約に をむ きて 棄る なかれ イスラエルの 神 エホバ 

ぃひた ま をれ は繁を 黙み また 馨を もて繫 い臟 ふだ 黙む 蹤に繫 I 霜に をむ きて i 


を 待遇は ざる やぅ， むにつ、 しむべし 萬宰の エホ パ これを いふ』 (馬 1 10 十五 十六〕 

だい  し f ぅ 

第 六 章 

アダム 僞解 豁 を 如て 微齡 朽^が み將 がを セッ とおけ たり 踞は 巧に ヵ インの 載した るアべ 
ルの かは りに 做の. 一? を 典へ たまへ りと いひ たれば なり 七ツ にも また 男モ 生れたり かれ 其 名 
を H ノスと おけたり が 時人 パよ ホバの 名を 呼 ことを はじめたり アダムの セツを 生し 後の 齡 
は A 巧齡 にして 齡 がが がを 齡り アダムの おもらへ たる 勝は 都が 义百 111 十歲 なりき 而 して 死り 
七ツの 齢は 都が 化 百 十二 歲 なりき 而 して 巧り エノス 丸十 歲 におよ ぴて カイ ナンを 生り エ 
ノスの 齢は 都を 化な ぶな なりき 而 して 死り カイ ナン 七十 歲 におよ びて マ ハラレ ルを 生り 
カイ ナンの 齡は 都を 化な 十歲 なりきし かして 死り マ ハラレ ル 六十 五歲に 及びて ヤレ ドを 生 
り マ ハラレ ルの 齢は 都を へ 首 化' 十五 歲 なりき 而 して 死り ヤレ ドち 六十 一一 歲に 及びて エノ 
クを 生り ヤン ドの 齢は 都を 化 首 六十 二歲 なりき 而 して 死り 卫ノク 六十ぶ 歲に 及びて メト 


七 ラを 生り  H ノクの 齢は 都を 一二 百 六十 五歲 なりき エノ ク 神と 偕に 步 みしが 神 われを 取り 
たま ひけれ ぱ をらず な 〇 き (創世記 第 凹を 甘 五節 第五 黃廿叫 節の 略) 

しん  -4 ク ひと 

1、 信仰の 人 

セツは カ ィンに 殺された アベルの 化り として アダムに 與 へられました。 カ ィンの 子孫は 物な 
文明に 走りました が、 セツの 子孫は 信仰の 人々、 であり ましを or 化 時人 パ エホバの ぶを 呼 ことを 
'はじめたり』 とをるかく、 化をは神を崇め、 神に祈つて45仰の道を步みました。 セツ の？^巧に 
ついては 町を 狸 散したり 、多くの 富を 所を したり、 が 術 や 巧 取の 進ホ發 達を はわり、 义 商工業 
を熙ん にした とい ふ骼な 記錄は 少しら をり ません。 が 論が 等 も 化の かき 事物の 上に、 教 燃ザ與 
せぬ とい ふので もな く、 また i の 位の 力は あつたので ありませ ぅが、 がし 化 巧が 生活の 目的と 
する 所は S 等の 睾 柄の 山には なかつた のであります 〇化 等は 『エホバの 名を 呼ぶ』 事を U て 生 

くわつ だい も < で ホ いた  そ けつく わ ザぅ とく  ナ、  ぶた さい  さつじん ぞい  さろ く かれら  せいく わ \ィ 

巧の 乂 目的と おしました。 がの 結 化 道德も 進み、 一夫多妻 や 殺人 載な どの 記錄は 化を の 生活に 
就て 少しも 淺 されて は ほりません 〇 エホバを 畏 る、 は 知識の 本であります。 


hss が微 驚して 難なる をが 躬忆 I 選 ミし っ、 ぁるで ぁりませ うか。 s 難 脈-基 
辭ド歡 "いでゆく カ ィンの 黑統 に厲 すべまで せう か、 或は 神を 信じ、 神の 聖旨に 從 ふこと を 第一 
の 目的と する セツの 系統を 追 ふべき であり ませう か〇巧 々の 生活には 世のを りに 至る まで この 
二 系統が を 在して ゐる ことを 忘れて はなり ません 〇主ィ H ス 、キリストは 世の おりの 比喩の 中 
に、 『兩 ながら!^ 穫 まで 齡 つに 化せよ 斬 穫の時 我 かるが にまづ 「毒を を拔き 集めて がく ためにと 
を おわを は あつめて 巧が 倉に 納れ よ」 と 言 はん』 (太 十 SOS 十) と 暗示し 給 ひましを。 

ちやク  ヒ：^一'  ひと 

二、 長 壽の人 

が等齡解のんパは齡齡题璋斯^^ありました。 アダムは九百一一一十賤、 セツは九す十二歲、 ユノ 
スは 九な 冗歲 、カィ ナンは 化 百 + 歳、 マ ハラレ ルは 八ち 丸十 五歲 、ヤレ ドは 九 巧 六十 二歲 まで 
も 生き 永ら へました 〇 アダムは 化 百 S 十歲 でありました から、 洪 かの 時代の ノアの 父 レ メクが 
五十六 歳になる まで お 如 レて ゐ たこと、 なります。 も、 る 事 貧より しても、 化の 創始の 晚史を 
少しも 間違 ひなく 言 傅へ る 事が 易く 出來 たので をり ませう。 


がし 技 命は しても 『而 して 死り』 と 終りに 記されて をる のを おて は、 いひ しれぬ 哀愁を 爐ぜ 
ざるを 得ません 。たと ひ 幾 百年の 永い 間 子孫を 產 みて 榮 ぇ、 生き 永ら へる とら、 おに 此の世の 
化は 避ける 事の 化 巧ない 彼等の 運命で ありました。 この 運命を 人が 負は ねばならぬ こと、 なつ 
たが 如は、 雞馬書 第五 単 だ 轟に 巧され てあります、 卽ち 『それ 一人の 人に よりて 罪は がに^ 
り また 罪に よりて 死は がに 入 ゎ 化ての 人 罪を 犯し、 故に 死は 凡ての 人に あべり』 と。 罪の 故を 
もつ て 人は 化すべき ものと なつた のでを ります。 がし こ i に また 彼等は 信仰を もつ て 死した と 
いふ 事を 記憶し なければ な 〇 ません。 彼等の 肉體は 死によ つて ありを 吿げ ましたが、 彼 ホは 信 
® によつて おひを 得た 人々、 である 襄 を稳れ ては なりません 〇卽ち 彼等の 死は を ni" ではない の 
であります 0 

『をれ は 一心の 不俗顺 によ 〇 てみ くの 人の 罪人と せられし がく 一人の 從じ 順により て 多くの 人 
裝 人と せらる、 なり 」 (雜五 〇 十九) 

「すべて 化を 信ずる をの 亡びず して 永遠の 生命を 得ん ためなり』 (約 SO-HO 


洪水の な 前に、 巧を 見な おつを 人が ロハ】 人を ります、 をれ は エノ ク でありました 。エノ クは 
アダムょ りお If 目の 人でありまして、 『ユ ノクの 船-は 那龄ご 言 六十 五 厳な りき ユノク 船と 齡に赖 

もみ  と ごと  が I ) で)  ミつ 

みしが 神 かれを 取りを まひけ れぱ をらず なりき』 と ある 如く 彼は 死なず ムて 天に 移され まし 
ち これは 理想的で ぁりまて がの おぬ る豁は 船の 载 日では ぁりま ミ。 go ために 心ぬ る糾 
は不自 が ミ。 享が 、がなず」 為 忆 淡され る g! はが 燃で ぁり、 齡 qI 辭、 幫 。でぁります。 

エノ ク はか 何に して 其の 御 患に 與つ たかと いひます と 『信仰に ホり て エノ クは 死を がぬ やぅに 

移されたり 神 これを 淡し 若 たれば が學れ ざり きそ Q 齡 さる、 忆蕾 る、 ことを 磬 
られ たり J (來十 一 Q 五；} と ぁる とく、 船は 僻に がりて- 觀 され、 齡鹏 ミり て鹏と 傲に 酌み、 
信 觀に 由り T 神色を れま しを。 『I1JJ 舰 なく」 ては 齡忆が おる、 繁 I はず』 とがが が Ijw に齡 され 
て ぁりまて H ノ クは瓣 vrsTX にお さ楚艇 i でぁりまして、 キ 9 ストの 霞 V 整 鞭す る 
信臺 は、 みな 槪の かく 粉され ミで ぁりまて 耐し ミノ ク はまた 辟の が 孰 賢を ミこと 


を 記憶ず べきで をり ます。 

fi ょ嚇 義に數 i をが げん馨 も" 狱く 職る に 解ず S が ラッパの & らん SIT ち 驗敞盧 せ 
ん』 (哥前 十五 0 五一) 

『アダム ミ fefe る； ゥ婆 忆っき て STts く 「& ょ S はが &なる se 減 £ 


ゐて赠 。ん I へ。 こもての が の馨 をな しすべ て 磐なら ぬ觀 S ド 鬻を衍 がた るが 撇戯の 
がての！！ と 驚なら ぬ繫の S に 盤が て 龍り たもての 韓 だしき. 譯 とを 5^ め 総は を ミ 
り』 (お 十四、 十 瓦〕 


i < ■ 

第 セ 章 


ノア 冗 露が りき ノて セム、 ハぅ ャぺ テを 始り游 の 薛 がが はじまりて がが ザな に 
がる、 に髮る I iqk 策 Q 替 siD きを &T 叢む g が觀を 恥て Si となせ り H ホ 
べ^の 戲 のがに がが ると 將 がが 新が の 抓て 圖 能る 所の 暗に 惟惡 きのみな るを おたまへ り是 


にがて エホバ 地の 上に 人を §3 りし ことを 悔いても に參 へた まへ り エホバ i 口た まひけ るは & 
が卽进 りし 人を 巧 地の 面より お去らん 人より 獸 居！! 巧 f 全の にいた るまで ほろ ぽ さん され 
ど ノアは よ ホバの 目の まへ に 恩を 得たり ノアは 靜 人に してが がの 完 をき 齡 なりき ノア 鹏と 
偕に 步 めり 時に が 神の まへ に亂れ て暴虜 私に 滿 をち たりき 神 ノアに いひた まひけ るは 
汝松 木を もて ホの ために 方舟を 舉る べし ノア 都て 神の 己に 命じた まひし ごとく 齡齡 サリ 
(創世記 第五 章が 二 節— 第 六 窜廿二 節の 略) 

> こ- ッ ホる  すた  めたん 

陳觸ょ り】 千 六 百 五十六 年を 經 て、 が のがは がが 粮嫩 い、 歡百齡 がに％ びました。 獻 雌セッ 
のモ 巧は ヵ ィンの 于 がとは をく 二 派に 別れて ぶに あ 臨ら せず、 セッ のが 孫は 1 it 紙の お 勤に 立 
つて 露 的 生活を なし、 ヵ ィンの 子孫は 自己^心の 物質的 渡世を 續 けて 居りました 。がし 時を 經 
るに 隨 つて、 此の 一 暑の 鮮 別が 腰 巧に なりました。 淸 水と 齡水 とが 取 同" しはじめました。 船の 
モ達とはセッの子がでぁり、 人の娘とは卽ちヵィンのががを款味してがります。 セッの？^掀が 
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第 セを  - ご 一々 
カ インの モ 巧の 美しき をを、 をのが する がま、 にこれ を つて 數 としました 〇 'S 峭 ある^が 鞍 

® の ミだ瓣 へて 驚し ミで ぁりま ス靈 のために 藝を & て、 がが 載い きをが て 僻が 
は S した？ ぁります。 かく  T 驚が 離 ミが が V 心し ま- 3 た。#  S ぃ穀が 一靈ん 
な 機に 見ぇても、 主義 ある 勤 齡辦の お！！ からこれ を がれば、 か、 る絲骼 がた とひ お 砂な 腺踞は 

をっても 鑛 の ミ穀 ？」ぁ ります。 が Q 驚と 驚 ミ 驚、 S の & めに、 がは i の 3 に 

i れて 暴虐の 流が 地心に 氾齡 しました。 これが 脈が 船の 齡 I： を髓い た齡 がであります。 の 一 g 
柳 ある 巧 子よ、 信仰を る 妻を 迎 へよ、 信仰 ある ホ护 よ、 殿く がが べきであります。 

二、 撇 の！！ ひ 


くる 甲斐 も 更にな き 有様で をり ます。 親は 息 于の磨 落を なて いかに 歎き 悲しむ でを り ませう、 

親の ぶ 嚳を傷 けられを 事 も苦庸 であり ませう が、 をれ ょりも 尙 ほな 上に、 最愛の 息子 自身が 齡 

♦ 

なく 價値 なを 有様に 陷 つて ゐ るのを おる のが】 居つ らいので あります 〇衝 子が 腐敗 すれば 播い 
てらを いものは 生へ ません から、 農夫は 極 子を お替 へます。 がし 親の 悲痛は か、 る 事锭に 比す 
ベく もありません、 揖替 のない をが 子が 罪に 陷 つた 悲しみは か 何に 深刻な もので ありませ う 
か。 純潔を 《つた 愛子 等の ために、 神は た r 獨り藝 ひに' がみ 給 ふので をり ました。 

111、 ノアサ# ち iS" め 


巧い  •一 争ク ホつ  せつ  ごと 

第 六 章 八 節、 九 節に をる かく、 


ノアは 神と 偕に 步 める 正しき 人で あ 〇 ました。 神は 世に 化む 
If 百 萬 人を 一人々 く々 にかへ りみ 給 ひ、 巧して がの 中に 主義を 棄 てず、 信仰のを 協を； £ さず、 胖 


よ はう さやく よ さが  もと  とを  ひと W ひと 

の 化の 黎虐 に與 せぬ ものは なき かと 探し 巧め られを 時に、 こ、 に 一人の 人が をり ました G 


疋 


の 羊を お出した る 羊 飼の 喜び、 一枚の 銀 貸を 探り 求め 巧し 女の 歡 喜、 をれ ら にも 勝る 神の 專悅 
は 一人の 義 しきを を 巧 化された 事-でを りました。 神と 偕に ホむ 人は 化の がの 巧れ にがむ ことが 


第み  巧 . 一一 一八 
ありません。 神は ノアに 恵みを がへ 給 ひ、 於り がを 化て 號 いきがが を 鞭り、 この 織が にょって 
最も 精遵 された、 觀 しき 畑を 地ん に 開 巧 せんとせられ をので をり ます 0 

凹、 がの！！ 載 . 

『繫 ザの ため &繫£ っれぱ & ょ 撥が を とと も忆靈 さんがが ff こがを 避の* g 
ょり繁 らん』 と i は 一 甘を S ち 襲 だ を 掀ひ辭 めます、 さもな も lili が S 
職なる ぉ辉繫 する ミり ませぅ。 rf これを 靈 ミ』 と QIP は 驚なる 議 をが* して 

居ります、 化して これは!！ あく 出 ホ 得る 事では をり ません。 齡 がが 自 をに 齡 造られた ものを だ 
ぽし給 ふとい ふことは、 どれ 程の 悲痛で をった かわかり ません。 がエ でさへ もが 紙の 齡 てを 戴 
の燒 ける のを 見て 泣き 悲しみます 〇 がし 必要が こ、 に 對掛っ てがたの でを ります、 が お 齡^舶 

載ぁ りません が f に g ひ qS は ミ S2 ります。 龄ょ嚇 •驚を 管て 沪 繫の擊 

ある 肉なる 者を 天で ょり 剪滅し 結たん J ご ハ 0 十 セ) とは エホバ 鹏 の!； 聲で をり ましを 0 


ちをひの 道 

1'8鹏にがりてノアはおだがざる鸦につきて柳^^を穀い畏がてをの家の者をもはん爲に方航を 
选 りと 『希 伯が 蛮 S 第 十三 早が 記して をり ます 〇洪 水の ホるべき を 神が 吿げ給 ふた 時に、 ノアは 

ミを g じ、 断いで 壁 f ぃち ましち 耐 して ノァ暮 二十が V 嘴が T に 邮ミ狀 がの お 
るべき ことを がき ごて 叫びました が、 亂れに 前れ て 居た 人 •むには 何等の 反響 もな く、 敝等 はも 
氣 で邪證 をが みつ r けて 居りました。 疏パ ノアが 箱船 にんる 日まで も 人々 は 飮み食 ひ娶り 嫁ぎ 
などして 居りました が、 遂に 洪水は 輿 巧して 彼等は 悉く 滅ぼされて しま ひました。 ノアは をの 
家 もを もはんが 爲 めに 箱船を 設けました が、 がの 船大工 さへ も 洪水の 審 たどは 信じません ので 
船に 栗り ませんで した、 たど ノアの 家族 八 人 だけが 巧かつた のであります 。箱船は 長さ 阿 百 五 
十 5 パ 幅 九十 尺 パ S 階で 高さ w 十五 尺 あり、 今日の 梳お船 程の 大きぃ 船で ありました。 ノアは 
卽 ちがの が 族を もふ爲 めに、 神の 命に 從つ てこの 船を 難つた のであります。 

讀者請义姉ょ、 基辟^5巧たる諸巧は备が衆私をもふためにか何に力を盡して居られますか。 
巧 セ 章 一二 九 


第 八韋-  四 0 
做の 锦^ は齡だ キリスト 挪が おを I 思が して 辟り ます、 恥が がが ィ H ス、 キリストは 縣 |ィ のが ひ 
の 船であります 。すべて キリスト にある もの、 おはれむ ことは 神の 御 約束で をり ます。 ノアの. 
時の^ 水の かく、 人の 3- もまた 職 I ザに ホり 給 ふで ありま 甘う。 をの 日は 盗人の がが るかく 思は 
ざる 時に 到 ホし、 をの 日には 天 齡^て 諸 パの 天 體は震 ひ 動き、 がと 共の 中に ある ものとは 悉く 
燒き盡 される でを り ませう。 巧々 はみ な 潔き 巧と 敬虔なる、 むと をな て、 來 るべき まの R のた め 
に絕 ぇず、 怠らず、 用意し つ、 待望むべき ではありません か。 

だい  しやう 

第 八 章 

齡ノァ と娘卜 がを 齡 いてな に 恥た まひけ るは がょ I 日が ょ |一 に撇ょ がを がる 齡械 は城麟 のし お 
となるべし 麟 |のご ミ ゎ襄 を 機 S に 熙ふ霸 の穀の f 赖 すを ぱ辦攀 g さんが 
を 人の 血を 流す おは 人 ザ 血を 流さん 其は 神の 像の ごとくに 人を 瑕り たま ひたれば なりが ょ 
巧汝 等と ホ 巧の 後の 子が お ，ょびか 等と 倘 なる 地の 諸の 獸と 契觀を 立ん がわが 虹を 對の中 


ぃ & さん 鬚と が どの 雕が議 の g がるべし 驚が 一^の g なる 制を 鱗：ず 驚と なら じ 

こら  ^^こぶね  レで 

ノアの 子等の 方 かょり 出を る ものは セム、 ハム、 ヤべ テな りき ハムは カナンの がな り 動 於 

、 ， に) こ V ムる  たみ  これら  い ひろが 

は ノアの 1U 人め すなり 全地の 巧は 是 ずょり 巧で、 莖延れ り (創 化 記 第乂章 一節— 十九 節の 略) 


しん 

、新 
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かい 
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g が Vi へを る I 八が 'Q 為が 震を r しち ノアは めに g を觀き i 叙を をの おに 
厭げ ましち。 £1 ンブス も アメリカを 證 た 略には、 おに';^ を ミて 脈に 驗 那 しを とい ひま 
て 齡は馨 忆 がめ ょがぇ よ！ ■忆 I ミと Tip 媳 へられ ま お。 緊ノ 7S11 た S が、 ナ雕 
ち セう ハム、 ヤぺ テより 露の 戚は いお て臟が ミ？ あります。 g 靜。 g 十 pp の 
系圖が しく 記されて あります。 


錦く の 茜の が霸 載は、 驚の 3 影 これを 龍して 一二 働に がっ 奪が 繫 ると ザ ミが り 
ます。 恥が P と PV おとに よ ミ 露 っする一^ に、 M に llli. 瞬 ある S が 霞 がられ まて 
セムの 血を 享 けを 装は 大方 おへ 巧って アジアの 國々 にがみ ましを。 セムは 載獻が あって 游觀を 


巧 八を 


四 一 


も齡 斬し、 がつ 宗资 心に 富んで 居りました。 ィスラ ユル 人は をの 子孫で あり、 お ィ卫ス もまた 

干え  ろ ミ 、ミ 

セムの 裔 より 生れ 給ぅた のでを ります。 

『七ム の M エホバは 講べ きかな』 (九 〇廿 六〕 

と セムの 父なる ノアは 言 ひました 0 

ハムの が撫 はがが アフリカ にがんで & ります。 ハムは 菊 離；! にがぅた 父の 裸 履を おた とい ふ 

だ •’  し ドラ  ホつ  ことぶ  われ  ふを じめ  こ、 ろ いム わい  じ やうたい し ぶ々 やうせ いねん 

第 基 みせ 一節の 言葉に よつて、 彼の 不眞 面目な 心の 淫據 なが 態が 知られます。 ハムは 不良 靑年 
でを りました 0 

『ノアは 酒 さめて 其 若き 子の 已に爲 たる 事を 知れり」 (九 〇廿 阿) 

と〇な にがて ノアは 

のろ  われ  しも ぺら  しもべ  その ホ ホう だい つか 

『カナン 組 はれよ 彼は 僕 輩の 僕と なりて 其 化 弟に 事 へん』 (九 〇廿 五〕 

と I 日 ひました、 カナンは ハムの 子であります。々 日まで アフリカに 偉大な 國 民は 起り ません、 
徵微 なが 終は 齡 ぇる 斬が 化來な いのであります。 がし々 日 アフリカに 嘴すべき 巧 望は た r 】 
つ、 卽 ちま ィ H スの十 宇 架の 血に よつて おめ られ 、おはれる 事であります 0 


ャぺ テには セが の齡？ 一^が ありまし を。 ョ IP ッパ 及び 眼 律 諸国に ある 國賊 は、 ザ 方 ャぺテ 0 
血を 享 けを 者で をり ます。 

『M ャぺ テを がが らしめ たま はん 彼は セムの 天幕に 居 化 はん』 (化 〇サと 
とを ります。 セムの 巧骄 とは キリスト 斯を款 味して 居る と 思 ひます。 兎に が 西洋の 民族は、 セ 
ムの 斬を が 子け 総 ふた おィ H スの 十が 載に ょつて 大 なる 亂民 となり、 个日 にがても をら かに まィ 
エスの 巧 幕に がまつて ゐ るので あります 〇茲 世が の 民は かくの かく S 家族に 分れて 居ります 
が、 I 白 一つの 血 私ょり でた る もの、 四槪 皆同齡 なのであります。 

しん  しよ  < もつ 

二、 新 食物 

よ はじれ  こク ♦わ  いと  に/) げん  さ レし よく  を こう ♦わご  じくし よく  ゆる 

世の 創始ょり 洪水に 至る まで 人間は 菜食を して 居りました が、 洪水 後は 肉食を も 許され まし 
た 。これは 神の， £ し 給 ふところで あま b ますから、 あ 姑い' 憂 ふる 事な く 肉食を とつて 差 支へ な 
いのであります 0 神は ノアに 『がを がろ 動物は か 等の 勤い なるべし 菜蔬の ごとく 巧 これを' 皆 か 等 
に與ふ』 と吿げ給ひました。 が日人-^はが物の事に齡程、む、を用ひて居ります。 をれは善い事で 
巧 八を  网 =1 
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巧八韋  四 四 

ぁります が、 ち っ祗獻 すべき ことは 義を 齡^唔 の 靈 の 齋 でぁり. まて 蠢 叢の 歡り 

給へ る ものにして 信じ かつ 眞理を 知る 者の 感謝して 受 くべき ものな り祀の 造りが へる 輪は みな 

i。 し繫 してが くる 磬 k っべき 械 なし』 と龄 豎繼 聪四聲 一齡 、四 能に をり ます。 キリス 

卜魁 徒の が齡ム に聪瓣 する のは gg り S- でを ります。 

しん  さ そ < 

吉新  規則 

ょ r がを が Qf 備す觀 はが 驚を？ ん』 ミ繫の 傲 f はが パに S の戳 ff 絡 ひ、 サ 政- 
府に  死 執 巧 Q 權が寶  をる  こと、  なり ましち  患は 齡 Q 鱗っ ことく 它だ齡 。たま  ミ 


S を懿 r も？ ぁります。 徽に戰 に齡槪 F の 擊を 殺が 驚 燕の？！ を縱 し、 を qI の齡 
I： を潑 くずる S に ミて 殺が 歌を 嫩 ずると いふ ことは で 可齡 でぁるの みならず、 が S 群 g 
す ことが をる と 思 はれます 。神は 聰明に して、 をのを 判 も 正しく 完も ある 戦であります。 
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こぅ 中 わ のを  かみ  ひと  ホたら  けい や < た たま  ナ なは  のち ふた-*  ひと  みづ  ちつ  巧 5 

洪水の がに 神は 人に 新しい 契み を 立て 給 ひました 〇卽ち この 後 巧び すべての 人を 水を なて t 


たを 


レみ 


ぽし 給は ぬと いふ 意味で をり まして、 

『がのを らん 勝りは H 驚、 鹏驚さ ITS さ S ぉょぴ がと 驚 こと ぁら じ』 ス〇廿 二〕 

と 仰せられました。 な ホ 四千 年を 齡 ぇて、 神は をのが 約敕を 製へ 給 ふ 事はぁりません。 的耐 の 
世 3^ に 生な する 多くの 人々、 は 神の 御惠 Q 下に 巧ら かに 暮 して 居ります が、 これを 骄 似より 驗齡 
する ものは 少ない ことで をり ます。 神の 聖旨を 敬は ぬを の 多く あるに も閱 はらず、 すべては キ 
リストの 十字架の 聖恩に よって、 赦 された る ものと して 巧が はれて がります。 祇は をの！； 觀駭 
を ホり 給 ふ。 洪水の あへ をる 時、 此の 契 狗の徵 として、 神は 雲の 中に 化を 現は し 給 ふたので あ 


を 


八 夕 


四 五 


も 化は 一の 言語 一の 音の みなりき 茲に 人を おに 移 〇 て シナ ルの 地に も 巧を 得て 共 處に居 化 
り 彼等 互に 背ける はま% 觀 おを 作り 之を ia く 燒んと 遂に 石の 代りに 觀 おを 獲 炊沙の 代りに 
お 漆を 獲を り 又 曰ける はか 化邑と 塔と を 挫て が ハ 塔 卸 巧を 天に いたらし めん 驴 して 我等 名を 
换ても 地の k 曲に る ことを‘ 免れん と ユ ホバ 賠 りて 彼 人を、 の 建る 邑と k。 とを 觀 たまへ り 
エホバ 言た まひけ るは 視ょ 民は 一にして 皆 一の 言語を 用 ふ今旣 になを 爲 しおめ たりが ば 凡て 
が 爲んと 励 維る 事は 禁 がめ 得られ ざるべし 去 ホ 我等 齡り 概軟 にて 城が の； 言語を 渚し 互に か 一口 
詔を 通ず る ことを 得 ざら しめんと エホバ 遂に 彼等を 彼處 ょりを 地の 表面に 故した まひ けれ 
ばが 巧邑を 建つ る ことを 龍たり 此 故に 其 名は バベル (淸 亂) とが ぱる Si 疋 はて ホバ舱 齡 にが 
站の 言語を 歡 した まひし にがてな り彼處 ょり エホバ 彼 巧を が 地の 表^ 散した まへ り (創世記 


第 十一 章 1 節— 化 節) 

_ 、 お 恥の T が Im 勢 

腑蔚が も Ir へたる 派く、 が 世 獻の郎 戚は齡 T つ のが 瞬より 邮 たらので ぁります、 恥して 言語 
も 始めは 一つで あり、 發 音ら 一つで ありました。 世の 元始より ノアの 時に 至る 一千 六 百ぶ 十六 
年閒 、あび 船 水の 粉 りに 戰 るまでの 百年 剛 は、 人 T はた 三の 化 ハ齊な 言葉を 那 ひて 居りました。 
人類は 凡て 一つで あり、 をの 信ずる® T の 神 も 一つであつた のであります。 がるに 微 今を 世 巧に 
用 ひらる、 言 話の 觀は一 干な おもを りまして、 載數 '驳は W 福音 載は セ 百な 上の ii 旨 葉に 譯 されて 
居ります。 然し 言語 學 をが 常にな がすと ころは、 殿 等 多 狸の 言語の 奧に 流れて 居る 思想、 をの 
考へ 方な り 言 ひ ホな りは、 すべて 郎一 であると いふ 齡で あります。 この 萬 民 も 通なる 意觀 、共 
恥なる 發 表の 方は によ つても 人類は 一つで ある ことが 牌り ます。 心の がに 異心と いふら のはを 
りません、 皆 同じ 神の 離 造に より、 祕一お 族と して 生れた ものであります 〇 言葉に 差別の 生 だ 

を さ 巧と  ふる  こと  b づ わん W ん いたわた くし ども  そ 

て ホた のは 左 巧に 巧い 事ではありません、 僅かの 千 二 首年献 のこと であります 。今な 共は が 


巧 か 巧 


四 屯 


を かを  - 

の® に！ iM の替 たる 嚴、 穀を繫 ぃ たし ませえ 


四 八 


ころ ホ わで  でい ミけ ムサつ 

二、 お 水を の 帝国 建造 


『が S と 鞭と を！！ て S 繁賊義 にぃたら しめん g してが" がが を！！ て繫 の 琴曲 忆 がる こと 
を 免れん』 と 人々 は 言 ひました。 此の 帝國は 何處に 建てられた かとい ひます と、 「シナ ルの 
卽ちメ ソボタ ミヤで ありました 〇 これが 卽ち をの バビロン ホ國 であり、 をの 建 I が もは ハムの 孫 
の ニム ロ デで ありました 。化の 人に ついては、 

『ニム tl デ 燃め てが の® が ある ものと なれり 齡は エホバの 齡 にあり て繫 ある 撇が なりき 匙 
故に エホバの 前にを る そ 権力 ある 獵夫 ユムロ デの かしと いふ^ あり』 (十 0 八、 九) 

しる 

と 記されて あります 0 

ハムの 孫 ニム ロ デは こ i に 始めて 帝国を 建^し、 ホづメ ソポタ ミヤに バベルと 鹏 つのが なる 
巧を たて、 をの 後 アツ スリヤ に 化で、 ニネベと がつ の 巧が な 町を 座て ました 。ニム ロ デは もく 
の 如. く！ 齡 にぅ をはれ る範冀 なる 徽が であり ましち 耐 してが 醒を がった ぱを ミく、 微 


は 隣 族を も 侵し セ 軍人で をつ た 事と 思 はれます。 彼と 戰爭 とは 常に 附 物で をり ました。 こ、 に 
II ムこア は 初めてが， 配の 鞭を 建てた のであります、々 でら バビ P ン のが 跡の 化 おに ある 謀 レが 
の 上に、 『ニム ロ デの 塔』 と 呼ばれる §1 があります 0 

なツ ゆた  ら こ をち  た ふ た い われら  を 本.  だを  へう 

何め 一一 ふ ロ デ 等は 化の 町と 爆と を 建てを かと 言 ひます と、 それは 彼等が 名を 舉げ てを 地の 表 
面に 散る ことを 免れん が爲 めでを りました。 この ニム ロ デの 神は、 後の バビロン 王 ネブカ デ 
ネ ザル や、 ギリシャ ホ國を 建設せ る アンキ サンダ I 王、 0 1 マを 國の 建設を たる ジュリアス、 

シ ー ザ ー、 まを フランスの ナポ レナンを の 精神と 等しく、 名 I 目が と 傲 懐より 來た ところの 敵 神 
であり、 神は 彼等に 『'生よ 增 およがに 縱 よ』 と 命じ 給 ひしに も か、 はらず、 歡等 はがを 嬰 げん 
が ためにを 地に 紙る を 免れ やうと して ゐ ましを。 町の 謀叛の Is 神を 防がん が爲 めに、 神は を 
のが 日 葉を 亂 し、 が 地の 面に 彼等を 散らし 給うた のでを ります。 

ミ、 郎醇 がび 酿お 


へい ヤ すなは ぜんこくみん  しゅつ ホい ち C tt ん じん  巧 わ をた  む おし  そせん 

シナ ルの ず 野は 卽ち 萬國 民の 出生地で ぁリ ます。 日本人の みならず 化 にら ホ、 昔を の 祖先が 
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『巧 神 エホバ ホり たま はん エホバを 地の 王と なりた ま はんが 日には 只 エホバの み 只を の 御名 
のみに ならん』 (亞十 凹 0 五 化) 

だい  しで 5 

築 十 章 

數に H ホ パ、 ァ ブラムに 說セ まひけ るは がが 離を でが が 紙 吸に 狐れ 城が がの 毅に 船れ てが 
がかに 示さん 巧 地に 至れ 巧 かを 大 なる 闽 巧と 成し ホを 祝み 化の あを 大 ならし めんかは 触 福 
の 基と なるべし 巧は ホを 祝す る お 祝し わを 狙 ふ おを！ iS はん 天下の 諸が 宗が ホに ょりて 
祖 福を 獲と アブラム 乃ち エホバの 自己に 言た まひし 言に 從て 川たり B 卜彼 と共にれ りア 
ブラム、 ハランを がを る 時 七十 冗歲 なりを アブラム 胎坚 サラィと が斯 のが。 卜 おょび 跪 
集めた る繳の 所有と ハランに て 獲た る 人 泉を へて ヵナンの 地に 化ん とてが で 遂に ヵナンの 
地に 至れり アブラ ムが地を經過てシヶ ムの處にあびモ ン の橡樹に^^^^れり共時にヵナ ン人^^ 
おに 住り 採に エホバ、 アブラムに 顯 現れて 巧 かの な 痛に* 化 地を®; へんと いひた まへ り齡 


第 


韋 


五 二 


にて 敝 がが 瓣 現れた まひして ホ バに歡 を 数け り (創世記 第 十二 章 一節— た 節) 

I 、 アブラム 召を 量く 

ゎ證が K がぉ濃 夥 P に 5qIAq がい ぁらを S ひし 繁 を穀游 します。？ は" 麗 
の Sis 臀 tc" もを 鞭。 S ひし S、 H 二は 一千 喜 五 -H ハ 整、 が繫に 臟 し ノァと が ハの 
が 終を 齡け T、 おが 驚す る 十六 驚 Q* 祖が となし 総 ひし S、 寧 忌ァ ブラムを* 召して、 一 
船 数の 駅が なる ユダャ 公 S とな ぉ まひし S、 i 凹は* 1* に、 がが お麗 q1 霸の義 

となって がる 祗 がを 輕け li ひし こと、 鍛五 はがの 蛮で ィユス 、キリストを 萬 巧の おひの ために 

赠 へた まひし 範 であり まてが IT 斯は ミら の黨 なる 難 のが Vi と ミミて iS おい 
おも 

とお ひます り 


けい や < 

1、 アブラムとの 契約 


おみ  けいやく  た た S fc し ムレし  で こと  ん 

神は アブラムと 契約を 立て 給 ひました。 これは アブラム 自身の 窓 志ょり 化た 事では なく、 を 


w ん わみ  U けいく  b くじ やぅ じゅ い み けいやく  み。  ない よ •ぅ ，一 5? 

が 神の 御 計畫の 成就を 意味す る ものでありまして、 をの 契約には 一二つ の 內容を 示されて ありま 


す 0 


M く C われなん 5 くわ  そのち  いた  われな ムぢ すを  このち  去た  ホろ  ドす <y  く 

一、 閱 。『戰 巧に 示さん 其 地に 至れ 我な の 巧 喬に化 地を 與 へん』 と •神は 御 約萊を 巧し 


そのち  いた 


われな ムぢナ を このろ  あた 


わみ  ご や < そく  しめ 
I • .：=-  t 9 ’ -： •了、 V I 二、 


わを  そ ち くこ  ナな はるち ぅわい  ひがし ホぅる じあ  たんがん  のぞ  くに 

給 ひました。 其の 地とは カナン 國 、卽ち 地中海の 東、 み 亞細亞 の 沿岸に 臨める 國 であります。 


だい  だいこく みん  われなん 5 お ほい  こくみん  な い ナクは  じぶ  小、 みこ.） 

欺 二、 大國 民。 『巧 かを 乂 なる 國 巧と 成す』 と 言 はれた のは 卽ちユ ダヤ國 巧の 意味で ありま 


わ リラ  みつ  いう だう  ろく わ せいじ ヤゥ  すわ だう 吿章わ  お 巧 しみ •八  か £ 

す。 河流より 水を 誘導して これを 渣 過し、 淸淫 なる 水道 給水を なして 多くの 巧 おの 渴 をうる ほ 


ごと  わみ  じんる わな A えら  かれ  めぐ  われを ょ わた  さか  I しわ，  啼 

す 如く、 神は 人類の 中ょり アブラムを 選び、 彼を 患み、 彼を 潔め、 彼を 祭え しめ、 而 して 化に 


ばムこ < みん  めぐ  し ゆ < た 左 

よって 萬闕 巧を 患み 祝し 絡ぅた のであります。 


巧い  K ムニく み 4 すく  な ふち さぃけ ひ もと  て乂か  もろ**.^、 ホ ホら 尸. スミ  さ. JKP  夕 

を 二、 お' 國 おの おひ。 『かは 祂 福の 基と なるべし 天下の 諸の ま 族 ホに ょりて 祀 福を 獲ん』 


はんこく みん  ナく 


なんち さいは 6 もと 


でんか  もろ/- •やわら たんち 


をい はび  た 


すく  いみ  を .•み  6 とり ご はんみ ムナく ひめし  し ゆ 

と、 これは キリストの おひを 意味して 居ります 〇 神の 御獨モ にして 萬が の 救 主なる 主 ィエス、 


ち じん  う ミ たを  かみ  こ わ 

キリストは、 アブ タムの 血を うけた る ユダヤ人 として 生れ 給うた のでありまして、 神は 此の 偉 


だい  VJ やくそく  とを i. で ホた 

大 なる 御 約束を、 この 時旣に アブラムに 與 へられた のであります。 


巧十韋 


五 四 


だれ 


111、 アブラムとは 誰か 


ゾア には セム、 ハム、 ヤぺ テの S 人の 息子が をり ました、 而し てこの アブラムは セムの 十代 
目の 孫に 當る 人でありまして、 をの 住所は カル テアの 首府 ウルで ありました。 カルデアは 昔の 
バビ 。ン を趴の 南東に がする 脚であって、 S の亂 巧は 天が 載、 化學 、取び 巧學に 達して 居り ま 
しちが ハの 驚の がジ 觀辦ぅと しては でが ひお輸 を 1 滞して を 居り ましち ァブラムは 撤悅を 
齡い して & りました が、 繁 II 載が が， 露が i とならぅ 基 ひがけ ミ S* であります。 燃し 
微が 大な心 物と なっを 所な はが ハの 贼 業に 關 せず、 又 审事卽 鞭、 攻治 紙、 义擧の 力に ょるので 
もありません。 彼の 卓越せ ると ころは 彼の 信仰に をり ました。 アブラムは 一神敎 をで、 他の 人 

ジがゃ がゃ鬟 を辦 して ゐ たも 贈 はらず、 巧 I 驚を？ た ミに 鏡を S へて がり $ 

ふ獨 りの 巧け る 父なる 神を 信じて 居りました 。この 信仰に ょつ て 神は 彼に 啓示を 巧へ、 彼を 世 
巧 的 人物と なし 給 ふたので をり ます 0 

この】 神 巧の ながは キリスト 敎の 基が であります。 神は をのが 獨于 なる ま f エス、 キリスト 


を 與へ給 ふ 程に 人類を 愛せられ、 而 してを のま ィエスを 遣は し 給 ふな 前に、 アブラムの 血に ょ 
つて 一の 1 敎の酿 民、 卽ち ユダヤん を 造り 給 ひました。 

ア プラムの 偉大な 點は をの 信仰に ありました。 お 傭け の爲 め、 家族の 都合の ため、 名 嚳の爲 
め、 戰 ものた めに 國を がて、 か亂 くへ 巧く 人々 は 多 鉱あ〇 ますが、 アブラムは 啦 神の 爲 め、 を 
信仰 Q ために 故國を 後に 立ち 出で ましを 。これが 彼の 偉大な りし 所な でを ります。 

愛する 敲 をょ、 說 かは 神の 爲め 、峭 神のを めに 何事を か 果たしを 震が あります か。 唯 神の 爲 
め、 祇の狐 命令で あるが ために 洗 1 を 影け た 事が を 〇 ます か、 义 現な 神の ため、 日每に 一つの 
親が ながな でもを 齡げつ 、あります か。 巧々 は 皆 深く ほ 省すべき でを ります。 

『信仰に ホり て アブラハムは 召されし とき 麻 業と して 受 くべき 地に 巧で なけとの 命に 遵ひ をの 
往く 所を 知らず して 出で 往 けり』 (巧 十一 0 八) 


巧 十 
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五六 


だい 


しや 夕 


第 十 I 章 


さん サク  さぅ かい ホ いこい  しやぅ かつ  レ户ぅ ホつ 

參照 H 创世記 第 十二 常 心 節-十一 一一 萬 ra 節 


だん  夕づ 

、壇を 築 


かと 

人 


あらは 


われなん ぢナを 


ホた 


化に エホバ、 アブラムに 顯规れ て 我 化の 苗 窗に化 化を 興 へんと いひた まへ り 彼 贈に て 微齡が 
顯现れ たま ひし H ホバに 壇を 鑛けリ 彼が 齡 ょりべ テルの 嫩が 山に 終りて 黑巧 載を 麟り酣 に 
ベ テル 巧に アィ あ 〇 き彼處 にて 彼 エホバに 壇を 築を エホバの 名を 呼り』 (十二 0 お、 八〕 
ユダヤ人の 祖先なる アブラムは ユ ホ'' ハに 壇を 築く 人で をり ました。 做は 神の 倘に 觀が辦 おの 
に S つて赖 を ミけ ま-:' たち 敵' かがの 酿 にがり 裳なる がるが に瓣 IT した 解ち が i にお 
解を 默 .り、 を Q お 燃に i は fe ひし 卫ホ •ハに 鶴を i きました。 を こで が G'g はべ テル g が 疏 
のぶ』 と 呼ばれました 。アブラムは 到る 處に エホバに 巧を 築き エホバの li 名を 呼びました 〇ア 


メリ ヵの 察， i は 辦いぃ がが へ 驚せ るに 臟 し、 がが の做齊 S る齡 にが づ 巧の 斬を gg する 

ミの 繁繫 & てまし ち累擎 かは 繫接が S ド？、、 g 膽 Q おに l*Qg がを 


ホぐ わん 


祈願し ま-^ た。 またがが 彰ハ 繳は讓 叫が に矿 k で、 雲を？ 胡み、 S に 脈 ミ. 黙錢數 をな 
し、 做るな その 曰の 業務に つきました 0 

アブラムが 截を豁 いたのは た 2^ がが のがめ ではなく して、 が ハの 劳 瞬の 獻； Q、 鹏 が おらを す 
る 賢 Q 爲； § であ。 ましち M は 7 ブラム ミり、 聪 るべき ュダャ 八を II み 触いて、 黒は 辦縱 
をして 鬚 QS と £ とに 管 ホ バ & をが りて S と 鬚を* 巧ピん 織に 徽を おり』 
(劍十 さ 十九〕 と |一。 はれまし ちが 臨 忆が& を 霞を がが 8 も聲 をり ま 
す、 何故ならば 彼等の 家は ベ テル、 恥ち 『祇の と 斬 ばれる であり ませう 0 


1、 壇を 離れた る 人 


な 巧ず L みみ なみうつ  こ、  そ さ *.2 モ のち  と r を 

『アブラム 尙 進て おに 遷れ りなに 儀錯其 化に ありければ アブラム、 H ジプト に 寄寓らん とて 


觀脖 もれり がは E 避忆 。臀 か。 ければ な。 磐く go て 5 プト忆 がん 李る |黑 

を 十】 草 五 セ 


巧 十】 き 


五八 


き サラィに 言け るは 視ょ巧 ホを 觀て 美麗き 婦人なる を 知る 是 故に H ジプト 人な をなる が 日！! 

は 化の 妻な りと 言て 巧を 段さん など ホを ば 生がん 新 ふみ わがが なりと j 日へ が； が觀 紙が 般に 

ょりて まにして わが 命 かの ために 生存ん』 (十二 〇义— 十ー ニ〕 

がの 後が 束の 睐に銭 謹が 起り ました。 これは 觀 ひがけない 事で ありまし を。 祕載 としてが く 
べき 地には 常に 綠 •の 野、 憩 ひの 水 濟が册 ハ へらるべき ものと 旧 f つて 居 ましを IF 聴解らず してが 
5^ が おれ、 獸 は々 恥を、 羊は 清 ザ、 侯 等は つぶやき 、アブラムは 途方に 歡れ ました。 銳 船を もつ 
がは た M ホ 樂に暮 して、 ち 痛な くを J がな 生 巧が 阻來 ると 氣 へる 人は、 がの かき 不 がの 觀歡 につ離 
きます。 神は すべての 困難、 災害ょり 我 巧を 救 ひ おさんとは 約束 甘ら れ ません。 アブラムに 緩 
錯 、ヨセフに 私獄 、モ I 七に 荒野、 ダビデに サウ ル もの 迫!！、 H レ ミヤに -T 户 が、 バプ テス マ 
の ヨハネに へ ロ デの 巧、 パウロに 刺、 ホィ エスには 十字架が あつた では ありま 甘ん か。：! は此 
ホの ち 難を すべて 除かん とは 仰せられません が、 『わが 恩 患なん ぢに 足れり わが 力は がきう ち 
にを うせら るれ ぱ なり J (巧 後 十二 0 九) と 言 ひ 給 ふでを 〇 ませう 。こ、 におり し 銭 はすな は 
ち アブラムに とつての 試 巧で ありました 0 


銭 謹ん の 年が ホた 時に、 アブラムは 其の 築いた 壇の 事を 忘れた のでを り ませう。 若し 彼が 祈つ 
を 時に 巧の 使が 現 はれて、 『エジプトに 逃れて わが 吿 ぐる 時まで 彼處に 留まれ』 と i 日 はれた とす 
るなら ぱ 、化が エジプトへ 行つた 事は 善かつた のでを ります が、 彼は 飢謹 のために 私の 事を ち 
れて しまつた のでは あ 〇 ますまい か。 兎に角 H ジプト 近くまで 來た 時に 化は おがし、 をの 信仰 
に郎输 をみ しを 樣に微 はれます。 それょり な齡 に、 H ジプト の パ P もが 外國 人の 妻を 祭つて を 
の 夫を 殺しを とい ふ 様な 言傳 へを 聞いて 居つ をの かも 知れません が、 がし アブラムは 何故 我 
汝を大 なる！： 民と おす』 との 神の 御狱 '束を ちれ、 不劈な 懸念の 爲 めに 僞 りを 言 ひ、* 又 妻の サラ 

い 3 は 

ィ を僞ら せたり したので ありまが うか 0 

アブラムは 此の 時た しかに 壇を 離れて 居りました 〇 彼は 虛 言を 言 ひましを。 ま ィ ユ ス は】 言 
の僞 りを 言 はんょりは 寧ろ 十字架の 苦しみを 選び!! うたので ありまし を。 主 ィエスは 正しく 立 
たれました が、 アブラムは ごの 時 命が 惜しいた めに 諭 歌に 敗け て、 をの 妻に =茲 わが% たりと 
を 口へ』 と亂 めました 〇轉徹 手が ホ 旗を!- げる吿 の ¢1 ド 111円 旗を あげた 爲 めに、 列 の £ 祭を 來す 
事が あります が、 アブラムは これは 我が 妻で あると ゴふ •へきと ころを‘ 妹で をる と 云つ を爲め 
を 十一 阜 五 九 


第 十一 革 ホ 0 
に、 パ P のが 齡 がは そのが が 載い さを I 呂 めて おに がげ、！； 齡 にが がれました りで、％ くの 熙賊 
のん たるべき アブラムは 妻を が ひました。 僞信號 は 恐ろしき もの、 僞 りは 罪な きものを 禍に 
陷 t れ ます。  . 

『時に ユ ホバ 、アブラムの 斐 サラィの 故により て大 なる 禍を 凹て パ P とが おを 檔し たまへ り』 
(十二 C 十た〕 と あるが く、 僞 りは 己の 家庭を 亂 し、 且つは 罪な き 王の 一家に 禍を义 ぼし だので 
あります 0 

111、 驗に をち 載る！！ 

がし アブラムは 壇に 立ち かへ りました。 これは をく 神の 救 ひ、 神の 惠み でを つたので をり ま 
す。 

一. アブラムを 救 はんが 爲 めに、 神は サラィの なにより パロと 其の 家を 悔 ました まひ まし 
た 。たと ひ 知らずに 爲た 歌で をつても 、他人の 妻を 取る 事は 恐ろしき 罪であります 〇 ^ は パ 日 
をして をの 禍 よりの がれし め 給 ひましを 。アブラムは 巧び その 妻を 與 へられる ベを 黃 格は なか 


許に かへ る 事を 許され ましを ■ 

わウ  い 0 は 


一ー パロ 王は 僞 つた アブラムを 叱りつ けました 0 


しれ 

叱- 

なん 5 われ 


r ハ ロ、？ フを がて S ける は g が がれに をを る繫 一は 術？"！ 一微 に縱 がが ちの穀 なる を 
巧じ吿 ざり しや か 何故に 彼は わが— かがりと いひし やが sg"g を わが 數 にめ とらん とせり 
が ばめ の 妻は 此 にあり 挈 去るべし と』 (十一 10 十八、. 十九〕 

嘗 時の ェ. ジプト 人には 種々 缺點も ありまし をが、 噓や僞 りを 惟む 事は 彼等の 德 でありました。 
パロの 銳い 言葉は アブラムの 良が を喚醒 しまし を。 


そ くに  お < 和へ 

口は アブラムを 興の 閱 ょり 送り 歸 しました。 


凹 

『パロ 擊 isS をが ジ 管ければ 8 と囊 ぉち 嘉 KirQi& 。さらしめ たり J (十二 

0 甘〕 

パ。 の嚴 しさ も、 其の 紙 切ら、 すべて アブラムに とっては おしい 齡 すでを りました 。輪は がが 
嚳を荷 ひ、 恥辱を をぅて H ジプト の 地を 去りました 0 


巧 十一を  六 二 
『鮮嫩 觀の駭 は瓣辦 なり』 (歲十 ご 10 十五〕 

蝴 アブラムは 敏に 立ち か ヘリを した、 途は 造く ありまし たが 遂にべ テルの 山に をき ました。 
船は H ジプト を 出で、 より 先づ 巧の 地に 上つ たので ありました。 

『アブラム も S 豁 とを 齡に 富り』 (十一 こ〇 二) 

と!！ 口いて あります が、 それらの ものは々 化に とつて 何 巧の 駐め でもありません でした、 彼は ひ 
たす ら截を 望んだ のであります 。それで 南の 地より がに 旅路を つ r けて、 彼が 載 初に 镑を毅 い 
たべ テルに 到り、 み處 にて 彼は エホバの 聖 ぶを 呼びました。 

かくて 化演 息子がん の おに 立ち 賊つ をのであります。 信を なる 請が 達よ、 皆檀を 築かれよ、 
がを 忘れぬ やぅ 化 窓し なけれ ぱ なりません。 若し 今增を ちれて ゐ るなら ば、 をの 壇に 立ち かへ 
るまでの 旅路は 船 巧で をり ます。 をし か、 る裝 をに をるなら ぱ 、巧々 は】 時ら 早く 巧び 塘 のを 
ると ころに 立ち おり、 エホバの 聖 ぶを 呼ぶべき ではを りません か 0 


アブラムと 偕に 行し p 卜ら羊 牛 および 天幕を 有り 巧 地は 彼等を 视て俱 に 居し むる こと 能は 
ざり き 船が は 踞鹏が 知 かりし に觀て 偶に 居る ことを 将 ざ-りし なり 抓 有 かば アブラムの 毅畜 
のが 載と P 卜 のが 斬の おがの 一一に 親 鞭 ありき ヵナン 人と ペリ ジ人此 時が 地に 居住り アブ ラ 
ム 、〇卜 に ij 日 ひける はがれ!： は 化 辭^ 人 なれば 歌 ふ 巧と ホの 閒 および わが 牧 おとがの おおの 閒に 
競爭 をら しむる 幼れ がは が 鹏が前 じある に をらず や 新 ム巧卜 離れよ 爾若 ぶに ゆか ば 巧 右 
に滞んが襲が£ぱ|"曾！^んと む^:;梦 ：が&て 3 ルゾン もての繫を駿ミけ 

るに エホバ ソ ドムと、 ゴ モラと を滅し 給は ざり し 前な りけ れぱ ゾアルに おる まで あまねく 蕃 
く挪澤 ひて ユ ホ パの がの かく H ジプト の 恥の 恥くな りき  P ふち ョルダンの 低地を- 盡 、く 
遇いり て 聪い徙 れり狐 彼 ぷ彼化 に^れたり アブラムは ヵナンの 地に 化り 义 。卜は 低地の 諸 
邑に 化み が ス 氣を遷 して ソ ドムに 巧れ り ソ ドムの 人は 惡 くして エホバの がに 大 なる 罪人な 


巧 十二 韋 


み 四 


りき。 卜の アブラムに 別れし 後 エホバ、 アブラムに 言た まひけ るは おの 目を 舉て爾 の 焊る處 
ょり-四 東 化 南を W 望め 化 そ；^' が觀る 所の 地は 我 之を 永く 爾と 新の 裔 に與ム べし 我 おの 後 
淸を 化の 塵沙 のかくな さんを 人 地の 塵 沙を數 ふること を 得 ぱ爾の 後裔も^ へらる •へしお 起 
て縱 横に 其 地を 巧 き^るべし 巧 之を 爾に與 へんと アブラム 遂に 天' 幕を 載して 來り へ ブロ 
ンのマ ムレの が 林に 化み 彼處 にて ユホバ に 壇を 築けり (創世記 第 十 S 葦 五節 十八 節〕 

おのれ  わみ 

を か 神 か 


ロトは アブラムの 甥で をり ました、 をれ は ロトに とつて を譽 でも あり、 义 重荷で もを り まし 
た〇 偉大な 人の 親族た る 事は 人 パの が榮 でを ります ロトは 格 抓 勝れ セと ころはありません でし 
をが、 唯 偉大な アブラムの 親が でを り 常に 彼と 巧に 化んで 居りました。 アブラムが ヵルデアを 
化る 時ら ロトは 亂 はれて ゆき、 その後 ハランに 滞 ホ せる 間 も、 献 がの 地に 移つた 時 も エジプ ，- 
への 旅の 巧に も、 また H ジプト を 化で、 歸る 時に も、 彼は おぇず 叔父と si 立つて 居りました。 
卽 ち！！ 卜 は% 父の がに 居る 間は おが ある 生が をして 居た のであります。 がの 中には 歷 々かくの 


かき 人が あ。 重す。 一人 立ちは 出 化 皆 ミす が、 惠 ミちを る だ 軒 戸、 その 緻似 

を 受け、 をの 齡 みに 與 がので あります 。をれ-,^ i ぃ 載では あります が、 g のがき がは 蠻 した 
時に え 敗 致します。 ロトは 決して 叔父の 觀を嫩 るべき 作では なかつ をのであります。 

しん ぞくかん  W クとラ 

- 、 親族 間の 爭圖 

ミ 辟 こ、 に 露が I まり ましち が Q， 理 恥は 繫之 繫 が； io 户ミを r であり まし 

を。 化を が增 して 親族 問の 親しみが 解くな り、 I が 歡が齡 ぇて 離が 鹏く なつた のであります 。麻 
して ァブラムの 恥 解と。 卜 の 驚との 磬穀轟 辟り ましち ミ變 。賦が S 載を 做ら した 
ボが資 ミミで をり ませぅ 夕 をれ はを 势に出 おミ範 であり ましち が截 の 鞭般 いお 心す 
る ことは 難忆も 喪 i ぃ S であ。 ます。 鎮豁 Q 磬 f るが がま だ 難 ぃゎら r ません。 

此の 時兩 人の 爲 めには 合資して ij つの 酷を T つに したが' がよ かつた であり ませぅ、 かくてを 
ら がを 間 Q ず ひは 妾つ た ゎ も 知れません。 M れ るよりも。 卜 はが 一」 をが が 忆 II ミが 
が、 がて 得策であつた にが 逢ありません。 が 父の 热熙 によつて I 畳 戴に なつた のでを ります か 


かべ 蔭 ミた に を ミは つれ 
れ てで 、を ふモ人 ミて はア 
まを ホ ご 何 ミら よのを み 請こブ 
せ 叔を巧 ミと ず り モ 5 まふ、 ラ 
ん父 S しこ テ も 力 S す 巧兵ム 
で 上 ミ たれ 請 こ 別た 大た ととは 
し に のは ふれ 切 ミ'、 ホ ミ此— 
た を ミで 寬^巧 31 るで アの 5 の 
。上* す 大 をを 方 穿を ブ 間き 時呈 
口 げ ごゎ ない 離を 力； り ラ が寬 S 
卜 て お ミ 中窒れ 增-ま ム よ 容占 
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を 忘れ、 自み 勝手な 利益を ばかり 考 へました。 『是 にがて n 卜 目を 舉て ョルダンの 凡ての 低地を 
瞻望 冷け るに エホバの 園の 如く エジプトの 地の かくな りき  ロトカち ョルダンの 巧 地を #、 く 
選と りて 東に 徙れ り」 とを ります。 これは 非常に 面白から ぬ 結果で をり、 アブラムに とつても 
款 W で をつた に 相違ありません が、 彼は を 離 致し ましを。 栽 L 齡を敝 がと 齡 おとに がけたなら 
ば、 二人の 爲 めに 山々 の 牧場 も® 地の モ野も 河水 も あつた のでを ります が、 こ、 に P 卜はョ ル 
ダンの お 地を 悉く 選び 取つて しま ひました。 併しながら、 ロトの かき 燃 深き 人は 皆 近眼で をり 
ます。 ィス ヵリナ テの ユダ にしても ィ H スを 資れぱ S 千圓 でも 得られた であり ませぅ に、 その 
1 1 ; 十， 圓は 近眼の 繫 でありました。 がの 姬き 貪 幾 のん T は 化を 6 る 勝が ありません。 

ロトは ょく 潤ぅた 地を おる 眼は をり ましたが、 叔父の 親切を 巧る 眼が ありませんでした。 巧 
地の 中に ある 町々、 は、 羊 やが のボ 場に 適する 載を 悟る 知識は をりながら、 ソ ドムの がの It く 
して エホバの 前に 义 なる 罪人た る ことを 見抜く だけの 力が をり ませんで した 〇ソ ドムに 觀れば 

がが の攀が fl まると If へる！！ が t 享が i し義 Q 繫ッ ドム S が QSW; て、 幾 ザの 
かく 堕落して つまらぬ 人輒 となる 憂 ひな どには、 がし も静 4 へ啤 びませんでした。 アブラムと 诚 
巧 十二を  • 六 セ 


巧 十二 軍 • 六 A 
れる 事は^ の惠 みより 離れる 事で をる とは 知りません、 先兒の 巧が ありません、 信仰が 薄い の 
でを ります。 ソ ドムの 人々、 は旣 にを ろしい 罪を 化して 居り、 がの 罪は ra 千年 後 Q 々日まで もソ 
ドムの 地名を が で^ぱれる 程 大きい もので をる とは 知らず、 彼等の-上に 將に义 らんと する 神の 
雜 きに 氣 がが きませんでした。 ど 獻な ロトは 卽ち 神の 亡ぼし 給 はんとす る 地を 自ら 還んだ ので 
あります 。数は 結 afg- 失を 巧き ました。 がの 後 彼は 戰 ひに 敗れて 補蔽 となり ましたが、 アブ ラ 
ム によつて 援け 化されました。 また 暫時の 後ソ ドムは 境き Si され、 彼の 妻は 留 のな になり まし 
た。 お 等の 赔は亡 つぽされ ましたが、 P 卜と 二人の 娘は 漸く おひ 化されました 。貪が 1 は 零落、 が 
幸の 基で をり ます。 

しん  .^.ク  とく  しつ 

-11、 信仰の 特質 

アブラムの 爲 めには 只 山々 の 地 ばかりが 残りました 〇 其の おを をは 不平を 浊 らした ことで を 
り ませぅ 〇がし アブラムは 神を 所ち して 居りました。。 卜に 別れた 後神が アブラムに 言 ひ給ム 
には、 r 巧の 日を 寧て 踊の 居る おより 西 巧 化 南を 眺望め 凡を かが 觀る 所の 地は 巧 之を 永く、 おと 


- 斬* の 裔に與 ふべ し 巧 巧の 後衛を 化の 塵沙 のかくな さん』 と。 神を 中心として 人を 寬を にお 
扱 ふ 時に、。 i 巧を 料" く 皆はありません。 神は 巧き て 働き 給 ふので をり ます 〇 神は 神に 事 ふる 人 
を 富ましめ 給 ひます。 それ故に お 共は ロトの 例に 做は ず、 アブラムを 模範と する 宰に 務め ませ 
ラ 0 


L や 5 


第 十 III 章 


さん サラ  さぅ せいを だい  しや ラ 

參 照り 創世記 第 十 凹 章 

一、 軍人と しての アブラム 

れ S おが* 卽獻 には としての アブラム はがし も 傲んで 來 ません。 雕が觀 は 終が なお 八と して 
は あまり 世に 知られて ゐな いのでを ります。 がし 彼が 其の 時代の 教ら大 をる 巧國 、卽ち ニム 日 
デの皆てたる昔のバビ P ン巧卽、 の齡軒と戰ってこれにが勝った事はが^^れなぃ!^實でぁりま 


巧 十ー ニを 


ホ か 


彼は か 何なる 理由の 下に 戳に 出陣した ので ありませ ぅか 〇 これより 化、 メ ソポタ ミヤの ホよ 
り！：^ の 巧の 輪鮮 軍が あめて 巧まして 、ヨルダン のをなる 巧 W を 弊ち ずらげ、 冗 人の もを お 伏 
せしめて 十二 年の 閒换處 を 統治し ました。 而 して -H 一 革 目に 被 征服 もがが ハの 王氣 にあき ました 
ので、 十 叫 年 H にケ ダラ オメル 王が 巧び 聯合 串を 率ゐて 西の 國お 等を 弊ち、 遂に* 又 ヨルダン川 
のがに 到り、 お 心の 王 達と 齡 端を 開きました。 彼等は こ、 に 巧を ヶ ダラ オメルを の 聯も龄 に 敗 
られ 、ソ ドム 王と ゴ モラ 王とは 通げ て 地 髓靑の 义に陪 ち、 化の おは 山に 通れました。 而 して ケ 
ダラ オメル 王は、 ソドムとゴモラの 總 ての 人と、 總 ての 食 賴 とを 奪つ てまりました 〇 アブラム 
の 甥 ロト もソ ドムに 住んで 居りました ので 捕虜と なりました が、 ソ ドムより 遁れ 化に】 人の 人 
が、 へ ブル 人 アブラム にを のがを 吿げ ました。 アブラムは 直ちに 鍛練 ある 僕 巧 S 巧 十八 人を 率 
ゐ て、 がに 取 じて 船^を 巧め、 彼 巧を が 破. つて ダ マスコまで 追擊 して ゆきました。 

くて アブラムは 凡ての ものを おり 返し、 义视の ロトと が ハの 所有、 ぶび 婦女 や 人 巧 巧を ぶく 
を ひ 返しました 。アブラムが 《 卜を おひ 川す 威め に 命懸けで 戰 ひ、 さ しもに おい お 串を おひや 


こと  たつ 一*  つク く-^ いじ  ふつう  ひと  巧 V よ ホ 

つたと いム裝 は、 をく 渝快襄 でを 〇 ます 〇 普通の 人で をった たら ぱ 、ロトが 捕虜と なった と 聞 


ぃた 瞬、 それは 覆 I の辦瞒 でを ると ザ ミが しも 賢 やぅとは しなぃで ぁりませ ぅが、 アブ ラ 
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ます。 今日に がても ま ィエス、 キリストの 御 命令に 從 ひ、 世 おを 救 ひの 道に 齊 き、 がが が 梦 仕 
せんとす る信矿 達は、 矢張り 此の 信 術を 保 如、 天地の が あ 者なる 神を 信じ、 がの 梓 物の 十が の 

さ、 げんの  ひと* ✓‘ 

一を 献物と すべき 人々 であ 〇 ます。 

み f しよく もつ  なんち じふ  われ くら  しか  これ  われ 

『わが 較に 食物 あらし めん ためになら 什一を すべて 我 倉に たづ さへ きをれ 而 して 是を もて 巧を 
試み わが 灭の 窓を ひらきて 容 べきと ころな きまでに 恩澤 をなら にを \ ぐ や 否やを 見る V し篱 軍' 
の エホバ これを 言 ふ』 と 馬 お 基 書 第 S 黃十 節に をり ますが、 これは 面白い 言 ひ 方であります 0 
十 瓜の 一を 船げ て 神を 斯 'み、 神が 巧して 天のを を 開いて われらに 恩 患を を、 ぎ 給 ふやを やを が 

い ことけ  うる  しんじ や しやう じせいこう  6 け み •レめ  わみ  て 度 ぶム 

ょと 言 はれます。 この 言葉の 中に 信を の 商事が 巧の 祕說 がぶ されて を 〇 ます。 邮は卽 ち 十夕の 
一を 献 ぐる 人を 富ましめ 給 ふので あります。 
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と齡 せられました、 これは アブラム のをい 聞き 度し と挪ふ 御言 葉で ありました、 これは 彼が 衷 


がょりの 齡献 であった のであります。 船し 今 アブラムは 年敝 八十 五 筋に 達し、 サラィら ホモを 
齡 むが% がが ぎました ので、 抓が にして 化の 齡 のが 就す る やは 彼 嘴の 影り 知る ところで はあり 

たで  しん .A ウ よ/ご；  •，のる  もた  こ う •一.^ す よみぶ へ 

ませんで した。 唯 アブラムは 信仰に より、 萬 物に 生命を 與 へ、 子を 産まし め、 死者を も 聽らせ 
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第 十四 韋 与 八 
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i ■アブラム、 エホバを 信ず， 1 ( 創 十五 0 六〕  • 

『彼は 望むべく も あらぬ 時に なほ 望みて 信じたり， f (羅四 0 十八〕 
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て 我等す ベての もの^ 父た るな り』 (羅 1:0 十た〕 
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くる 事を 得る であり まやぅ。 神は すべ 子 てれら の齡 僻を || 影と がられる りで るります。 

四、 II 辦を なし 終 ふ！： . 

神は アブラム をして その子 孫を 增 し、 又】 つの 斬を 典 へられる とい ふ 載を 職 載せし めんが^ 
めに、 彼に 契約の 徵を がし 鉛 ひました。 雕がァ ブラムは ユ ホ バの齡 にょり、 がが と、 がが と、 

馨 ちが-襲び 歎礙 とを 恥 ミミ 解を 巧ょり i 畫 、が パを 離を めて， f ました gp 船 
は撞 とぉ oar っる 管ミ驴 。裂き ミら？ が。 Kg らせ 管、 をれ に ミて 擊 お。 繫を 
額は し、 义 神が 磋 かに ミ 致 約を ホら せ 證ふミ ふ範ち 燃を して 聪齡 甘し ミれ た ミを々 
ます 0 


こくみ ム しク うらい  した  ち ミ か.* 

五、 國 民の 辉 巧を 示し 給 ふ 神 


しわ  おみ  ごけい  <ゎ< 


で ふ ホを 


ひと-*,、  をへ 


がし神の御計畫は 一 戟 】 夕にして人 々 の前に示されないかも知れませんから、 氣がくして；！||^ 
じて がたねば たりません。 一筋 十五 載-ど 一一 能举 鉛齡ち こ.， にる： r&v4 へつ、 講敎 しま 


ホぅ 0 

r 啦に ユ ホ パ、 アブラムに 背 口た まひけ るは 巧 確に がるべし 齡 がが 巧 他人の 齡 (ユジ ブト) に 
旅人と なりてが 人々、 に 服 事 へん (奴隸 の 時化〕 彼等 叫 百年の ぁいだ^を 楷 さん 文 共 服染へ 

こくみん われ これ さは  わざは ひその のち われら お 巧い たから たづ さ いで  し ゆつ ムじぷ とな ムぢ やすらか 

たる 國 民は 巧 之を 簡 かん (十の 禍) 其 後 彼等は 大 なるお 貨を携 へて 化ん (おお 及) 巧は 巧が 
に爾の 父祖の 所に ゆかん (アブラムの &) 巧は 遐^に 達り て 葬 いるべし W 化に 及びて 阳な 
一一 一十 年の 後) 彼等 船に 返りき たらん 船は ア モリ 心 (現 も ユダヤに 居 化する 図 巧の 惡 未だ 貫が 
ざれば なりと』 (十五 〇 十 S! 十六) 


を 十四 韋 'I  八】 


さ ムサう  さ > ホ いを だバ  L やう 

參照 =剑 化 記 第 十六 章 


1、 I ま- 婦 主義 

アブラムは 一夫一婦 ホ酱热 でありました。 をして をの T 心の 製 サライとの 數 いいが 髓っ に獻が 
して ゐ をのであります 〇 がし サライは モ 巧を 座み ま 甘んで した C 神の 御灼 束に より、 多くの 國 
巧の 巧と なるべき アブラムの 妻 サライは、 た 十ぶ 歲に 至る も ホ だに 一子を も舉げ ませんで した 
爲 めに、 非常なる 停 術の 歌鍊を I 义 け、 遂に サライは 黙 8 に齡 i ました。 サライに 一心の がんが 
ありました 。それは 化かが エジプトより 連れて 巧た ハ ガルと いふ 女であります 〇 或る時 サライ 
は ホア ブラムに 邮 つて、 邮 がが々 に をが むこと を 心め 給 ひし 故に、 をの 侍み ハ ガルの 所へ 巧 
を 彼女より ド 巧を る やぅに と勸 めました 〇而 してを の エジプト 人なる 侍 かの ハ ガルを ホに 與 


へて 妻と なさし めました 。アブラムが 化の 時 彼女を u てまと した 事は、 或る人々 の 徽に肉 慾の 
奴隸 となって 妾を 持った のではありませんで したが、 た r 子供の 欲しい 爲 め、 卽ち 子孫 慾の た 
めで ありました。 をし In 意に 解す るなら ば、 アブラム はを くの 國 民の 父と なるとい ふ 神の 御 約 
束の 戍 就を 援 けんとし たものと も考か へられ ますが、 鬼に が これは がく 大 がるが 敗で ありまし 
た。 サラィは がの 時 『天は 自ら 巧く る おを 助く J と いム主 辭 で、 S がかくの がき 脈が を挪 めた 
わであります 0 

二、- おみ 彰の お狀 

搬し；^|:なる範齡のおに燃ても、騰紙8が？1^掀縱の紙めに - だ 一 龄お辭を騰するとぃふ範は、 
許す •へから ざるみ 驗 であります。 子な き 夫婦は 教于 として 于を實 ふ 事は 正當 であり ますが、 一 
夫 1 婦ま 龜を棄 て、 子を 儲ける とい ふことは、 認める 事の 化 ホない 所爲 であるの みならず、 が 
なる 罪であります、 巧 か 共に をの 節操は 破るべからざる もので をり、 而 してを とひ 如何なる 理 
がので にもが しこれを 破る 時は、 挽ず 取-返し のっかぬ 致結聪 が那い てがるの であります。 齡の 
巧 十五 韋 八 一二 


巧 十五を  八 四 
賊 アブラムの 二ぷ にも 非常なる I- 裝 響を 义ぽ されました。 

觀 一には 

『ハ ガル 遂に 孕みければ 己の 孕める を 見て 共 ホ まを 藐視 たり』 (十六 〇 四) 

と あるかく、 侍义 たる 者が 女 まを 軽祖 げたので あります。 感言巧 S 十 寧の アグ ルの 言葉に、 『世 
がには S つの 不 巧の 原因が あり、 また W つの 耐ぇ 難い 事が ある、 卽ち をれ は 僕が 王と なる 事、 
趴 おが 滿腹 する It 衣 貞ぃの ホの がぐ 事、 女が をの 女主の 後継と なる 事で ある』 とい ふ 意味が 
あらは してあります 。サラィは をの 侍 かを 利 川して これを 子を 産む 機が といたし ました。 がし 
が!! も 觀齡稱 も 機が ではを りません。 女ょ 中も^ 間で をり、 心 間の 感情い かって 居ります。 ハガ 
ルは アブラムの 妻と なり、 でを 產んで アブラムの 後繼 者の 巧と なる 曰を 豫 巧した 時に、 人情の 
お點 として 子な き 妻を 輕蔑 する やぅに なつた のであります。 

歡 この 敷 結 恥と して、 

『サラィ、 アブラムに 吾け るは わが!^ れる窜 は 化に 歸 すべし 巧 わがな かを かの 巧に 巧へ たる 
にが 己 かをるを なて、 巧を & 知 一が エホバ 巧と かの 閒 の 事を 鞠き たまへ』 (十六 〇 お〕 


と ある 觀 にこ-. に、 夫婦 喧 峰が 始まつ たのであります。 サライは 非常に Ik しい ホで あり、 アプ 
ラムは 彼女を 大切に 幾 十 年を 圓滿に 過して 來 をのであります が、 こ、 に 初めてん 婦喧啦 をな す 
に至つたのであります〇 サライはま人を惡しざまに言ひ、 ががの^£齡のお因はま^にあると巧 
いて 居ります。 神の 御 約 巧を 信じて 靜 かに 待ち さへ すれ ぱ 、この ゃ 様な 結 巧を 見る 事はなかつた 
であり ませぅ に。 夫締 間の 圓滿 な閱 がは、 一夫多妻の 家庭には 決して あり 得ない のであります。 

だい  あくけ つ < わ 

巧 一二の 惡結 巧は、 

『アブラム 、サライに 言け るは 熙 ょかの 侍女は かの 护 のがに ありかの 目に 1。 とお ゆるがを 化に 

爲 すべし サライ 乃ち 彼を ちかければ 化 サライの 面を 避て 通たり』 (十六 0 六〕 

との 事實 であります。 がれは 女中に 對 する 壓 迫、 勞觀 おへの 壓 刷で をり、 人を 機が 視 する 事で 
あります 〇 自身の 意を を 巧さん だを めには 雇人を 苦しめても、 壓 ぉしても、 が棄 しても かまは 
ない とい ふ考 へは、 ホ齡 なる 誤謬と 云は わ ばな りません。 I’-k の^ 間は その 様に 論が く 檢て觀 
べき ものでは ない のであります。 サライは エジプトに 居た 時には 妃殿下に も 等しい 地 化に あつ 
て、 パロの 巧 腰に 厚く 待踞 され、 主人の ア プラムは ホ 範な富 薪と なつて、 人 W のが 敬を 一が に 


第 十五 韋 


矣 


あつめて 巧た ので ありました。 而 して サライが エジプトを 巧る 時に， 侍女の ハ ボルは 自 がの 父 
巧を 離れ、 罔を 拾て、 サライと 巧に ユダヤの 國へ來 てが I 賢に をの 女' がに 仕へ て 居り ましを 。ハ 
ガルは ホ 人 アブラムの 心を 俗む やぅな 事は なく、 また 彼と サライとの 閒に立 入らぅ とはみ して 
しませんで したが、 ハ ガルを： 邮 人の 間に 立 入らせた のはすな はち サライ 自身で あり、 モを產 ま 
せろ 巧め に サライが 彼み を 用 ひたので をり ます。 がし 侍女と 雖 も、 と より子を 產む機 もでは を 
りません。 父卜 をが むが 期の 化た、 めに 壓 をを がくべき もので もを りません。 嗚听 、がの 人妻 
の淚 、をの 浜、 苦しめら る、 がんの がを 一つに をつ めたならば、 淚の 勝と もなら うかと さ^ 疑 


はれます。 


ひるつ ホい しや  ふくいん 

|二、 巧壓制 者への 福音 


; を こで ハ ガルが 白 分の 図を さして 逃げ おる 途ホ 、シュルの おにを る 泉の 傍で 天の 巧が 彼女 
? て、  ， 

『サラィの 侍女 ハ ガルょ か 何 庭ょり がれる や. 又 何 にな や』 (十六 0 八〕 


に 


と 言 ひました 0 - 

『巧は 女 ま サライの 面を さけて^る なり』 (十六 0 八〕 

と 彼 ホが 答へ ますと エホバの 使 もは、 

『做が 賓户お に 殺。 がを 聪 r が V へ」 がれ孩 紙 が 慕を がし 靈 を？ 1 が」 て g ふること 
ぁたは f こめん 滅縣 がり SP がまん 繫をィ ご ェル％ i 麵 とおくべし ェホバ S が 

ご？たも こ - . . 、 • 、 ' み^の •巧、，-? ご レ-ひと  タミ  ナミ ひ： できす ぺて ひとで 

艱 飾を 聽 ぉしん まへは なり 彼は 胜離 おのかき 人と ならん 共 手は 諸の 人に がし 諸の 人の ずは 
これに 敵すべし 彼は 巧 諸の 兄弟の 東に がん』 (十六 0 九— 十一 0 

とがげ ました。 iQSQF きを、 養 QS&。 がを が Qr 营ょ と。 囊 たる も ミ 
して 鹏を S じ& はれむ がジ、 issQri をが V へきでぁります。® 茲 たる 簾を 
信じて 斯 はれむ となら ば、 S 楚 の 霸を薇 ひがらを はせ すを r おが にがおを 似せる 製 
でを ります。 が 驚なる 親ょ、 i を S じて S はれむ には、 を QS に 織ぃて 驚 せんとは せず、 
ま 人に すべてを 巧せ ねばな りません 〇 神は 被壓 制が を 配み 解ム のでを ります。 

パガ ルは やがて 于を 産み、 その あを イシマエル とが づけました 。イシマエルは アラ ビヤが の 
巧 十五を  八 セ 


を 十五を  八 八 
繫で をり ま ス耐 して ァラ ビャ 於が 数に 齡辭 いて、 於を 护 にがり、 齡に I り、 置の I 日っ 
を 言葉の やうに 野 驢馬の かき 生 巧を して 居ります 。ィシ マ H ルは 酸邀の おに _ 生れた がで あり、 
をの 手は 凡ての 人に おし、 すべての 人は これに 敵して、 が 掀は己 千 八百钱 酸 離したり、 暇 

サ い-  <ら  を すなは  S ひと 

制せられたり L て 碁して 居ります。 卽ちモ ハメットは ィシマエルの 血を うけた 人で ありまし 
て、 モ ハメット 敎 は-今日 一億 五 千 萬の 信を を もし、 做 巧は 双を 手に して 人々 に 做し、 人 パは 微 

ら で ホたい  を ナ うねん われら  t ム じんこ ゥ いク  やつく  じ じつ  あたわ 

巧に が對 して 居ります 。前年が 巧が S 十 萬の 人口を 有する スミ ルナを 機き 盡 した 事實 は、 を も 
この 巧言に 的中して 居る と 思 はれます。 


たい 


ヤク 
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S ム ♦ク  さう ホい ホ だい  しホク 

參 照り 創世記が 十と 黃 


神の ホ 同 目の 顯現 

『アブラム 化 十九 獻の賊 ユ ホ パ、 アブラムに 瓣 がて がに i たま ひける はがは 勤 齡 の 船な^ か 巧 


たへ  る ゆ 1 つた  I 

前に 巧みて 完を われょ』 (十七 0 一) 


^ み ホたら  みな 

、神の 新し ま聖名 


わみ  じこ ホ ミ i みを ば じんしんう ミ かもしろ  へ夕 げん  しわ  じ. だい-- 去う > つ 

神の 自己 おかの 御言 葉は •人心に 蘇へ る 面白い 表現であります 。がし 化のを 十セ黃 一節なる 
『我は が おのが なり』 とい ふ 言葉は 不適 當 なる 譯 言であります、 『巧は エルシ ヤ ダイな り』 であり、 
エルとは 赋 、縣 ひは 證義 、シャ ダイは 脚の 挺" がた は の穀 ミり ます。 微に 『がは 


巧 十 ホを 


完 


胸の ある 神で ある』、 或は 『乳房のを る强い 者で をる』 とい ふ 意味になります。 アブラムは 駄々' 
、‘- 撒る が 供の 贿 く、 M の!： 滿敕を 待ち兼ねて 居る 處へ 神は 顯 はれて 言 ひ 給 ふ、 『我は 胸 ある 娜ぶ 
。臟 は鹏 乳して がを if めん』 と。 母が 巧の 于を 輪き 慰む るかく、 神は 我等を 愛し、 養 ひ、 强ろ 
戲 が 給 ふので をり ます。 斬當 "な 一一 目 葉がない 爲 めに 『巧は も おの 神な り』 と譯 されて をり ますが、 
燃絲 ながら?！ ハの {にょつて は、 母 瓣の筑 房の 暖かい 慰 巧を 化 出ず 事の 阳 巧ない 巧みが ありま 
す〇 キリスト 敎 をの 一部なる 舊 おが マリヤ 敎 にを つたのは 惜しむべき 事で をり ますが、 然し こ 
れは齡 心 酸ド蹤 らんと して、， 8 がて 聖 巧の 懐に 人る やぅに なつを のであります。 


るたら 


二、 アブラムの 新しき 名 


われなん ぢ けいやく  ん t な ムぢお 巧く  くにた み ち t なん 5 な こ 句の^  こ，、 > 

『我 かと わが 契約を 立つ かは をみ の國 民の 父と なるべし めの 名を 此後 アブラムと 巧 ふべ 力ら 


たん 5 な ぶは く ひと  ち、 

ず かのを を アブラハム (が 多の 人の 父〕 とょぶべし』 (十 セ 0 凹 五 レ 


ナな はょ、 あい ふところ も ん-た  わみ  なぐさ  われ  あたら  な 

ルシヤ ダイ、 卽ち & の 愛の 懐を 有ろ 給 ふ 神が、 アブラハムを 慰めて 彼に 新しき 名を をた へ 


巧ん けっとぅ  こくみん 


がつ が Q 讓を 齡に齡 がが'^ わ ましち ユダャ がは アブラハムの ボ 血統の 図が でを ります が、 


モ巧 4 われち  こくみん  卜 くを  れいで を い けうく わい 

がの 他に も 彼の 血を ぅけを 國 巧は 少 くないの でありず イ 。藻 的に 君へ ぱ キリスト あ會 はすべ て 
'がの が掀 でを ります が、 がの 撤 おを 單に靈 的に のみ 解釋 したくな いと 思 ひます。 旣に充 がに 現 
數懈 にら 腿 船 がられて 居る のでを'' ります が、 神の 聖國 のからん 時には、 をの 文が 通りなん にこ 
の 契約が 巧 遂げられる とと、 信せられ ます。  . 
『王を A ょり 巧べ し 巧 わが 契約を が久扩 '契狗 となし ヵナンの》 お 地を 與 へて 永久の 齡|^ とな 
さん 而 して 巧 彼 I 寸の 神と なるべし.' 1 ( 十 わ 0 六— 八、 略) 

あ，- 一ら  けい わく  へう じ やう 

ill、 新しき 契約の 表を 

『滅 I? の おの 解 おが齡 がれて 八が に戰 れぱ齡 職を おべ し 紙 解 縣麟の 齡を瓣 べし』 (十 セ 0 十 
一、 十二、 略〕 

^ 皮を がる 事は この 時に 始まった ので あるか、 或は をれ な 前に もを りし かは、 格別 間 新‘ でを 
りません。 兎に 巧 神は これを 遇んで、 アブラハムとの 契約の 表象と して 超め られ ましを ので、 
この 意味を 化て アブラハム のが 孫は 今日に がても、 一般に 八日 目に 巧 子の 陽皮を 切る 割 禮の式 

■,  r 

巧 十六を  .化】 


巧 


ホ 草 


九 二 


を ホって 居ります。 ぉ時 他の 國巧の 亂 にも 觀お 一: 餘 I 一巧 がれて 齡 り、^ がの 联獻 にがてら 祝 じ 
く變 T が ミ はれて r まてが がには また 八が がに S がに が ミけ、 Sr す 解の 叢が 
ぁります が、 これは 何時、 か 何に して 起った 風智 でぁるかは 硏究 すべき^ 齡 でを ります、 が 腊 

ふ- ク しふ み 

には か、 る 風習を 見ない のでを ります。 


モ たら 

四、 新 


ホ さ ホ 

を妃 


力々* た いひ  なんちつ ミ そ Q な よ を 0 こ 

『神父 アブラハムに 言を まひけ るは かの 妻 サライは 其 名を サライと 稱 ぶべ からず 其が を サラ 

(撰と 辭 べし 繁を i み i ょ り」 て聽 がヴ QP。 ぃ攒 けん證 を g み 做を して i 斯の 

おの 母と ならしむべし lib がの 王を 彼ょり がべ し』 (十 セ 0 十五、 十六) 

•きい  こ.  ぅ ホ ばぅ  た 

サライは 九十 歳で ありまし たから、 子を 産む 巧 望は あり 得な かつた のであります が、 エルシ 
ャダィ 脈が 15 の觀祇 がが のがを サラ 賊バ なし 齡ひ 、雙 をして 讚の 城の m たらし ミと 1 せ 
られた 召ぁります。 一: 千 特の鮮 ハゥ。 も、 がの 一」 ぁ 磐 解に 船て がの 抓く いを した。 

ムが  よ やくそく  もの  たこと  おも  ゆた  と L ナ たね  るから 夕 

『信仰に かりて サラ も 約束した まふを の あ 貸なる を あ ひし 故に 年涅ぎ たれ ど犹を やどす 力を を 


けたり この 故に 死にた るを 0 ごとき 一人ょり 天の 厘の ごとく また 海 邊の敏 へがた き 砂の ごと 
く お 多し く 生れ 出で たり』 (來 十一 0 十一、 十二) 

ち瓣 しまみ 

『アブラハム^ 伏て 晒 ひが ふに 謂け るは 亩歲の 人に 豈で卜 の 生る、 こと あらん や 又 ザ ラは 义十 
歲 なれば 覚で皆 ことを なさん やと 神 言た まひけ るは ホの 妻 サラ 必ず 子を ろ 生ん 共 名を ィサク 
(笑 ひ〕 とちくべし』 (十と 0 十と、 十九) 

こ、 に 巧々 の 神觀を 巧め なければ ならぬ 點 がを ります。 何故なら ばかく 言 ひ 給 ふ 神は 氣 まぐ 
れ なぶで をる かの 株に 思 はれます。 をの 子に ィサク (笑 ひ〕 と 名を つける のは か 何にも 消稽 らし 
い 感じが 蹤 します 〇 しかし 幸！ i の 源なる 神は、 をの モ 化の S。 樂をも 望ませた まふので をり ま 
す。 一% 紙は 繫式 ではありません。 諧 齡 いま セ 基督 もに 與 へられる 生 如の 無 邪氣な 一面で ありま 
す。 先般； i 戶の キリスト 敎 青年 會に めて 一千 二百の も聽 をい 前に、 賀 川農彥 巧は 『宗敎 にがけ る 
諧 誰が 巧恆』 と 超して、 ホ 常に 有益なる i 演を斯 がられました。 神は 『笑 ひ』 給 ひ、 义巧 等に も 
巧 十六を  か 云 


第 十六 韋" 

『笑と を 與へ給 ふので あります 0 


か 四 


だ b 


しや 夕 


第 十 セ 章 


エホバ マ ムレの 栋 なにて アブラハムに 顯現 たまへ り 彼は 日の 熱き 時刻 天幕の 入口に 座し ゐた 
りしが 目を 舉て 化た るに 視ょ 一一 一人の 人、 整刖に 立り 彼 巧て 天幕の；^ がょり 趕リ 巧て 之を 迎 
へ 身を 地に 総み て說 ける は 巧 かちょ 巧を ホの 目の まへ じ 恩を 得 たるならば 新 ふ 僕を 通り 過 
すな かれ 請ふ少 許の 化を 巧き たらしめ ホが の-足を 濯 ひて 描の 下 じか 憩た まへ 巧 一が の パ 
ンを巧 ホらん ホ 巧 心を 魁め て 撇る後 過 ゆくべし かを 侯〇亂 心來れ ばを り (創世記 第 十八 章 一 
節 五節)  . 


んみ 

巧 


の 


と,^ 

友 


わみ  る あつ  6 お とづ  たた  とさで ム をく  い— くを  ナ *1 

神は 或る 暑い 日に アブラハムを 訪づれ 給 ひました 〇 アブラハムは をの 時ス 幕の 入口に 座つて 


'程 ましを が、 J 二人の 旅人が 見えました ので 彼等に 挨搂 をして をの 足を 洗 ひ、 凉 しい 木蔭に 化 ミ 
せました 〇 をれ ょり 急' ぎ 天幕に 入り、 サラに パンを 載らせ、 まを 牛の 群に 到り、 樓の軟 かいが 
いものを 選んで これを 調耻 し、 牛 酷と 乳と 巧に 龄じ ました。 

たび びと  ちで なし 

' _ 、 旅人の 款待 

- 

此の S 人が 誰で あるかを アブラハムは 少しも 知りませんでした 〇 天使 達が 我等を 辦づれ る 
時、 を 通，、 人の 赞を をと ると いふ 事を 例と して、 パゥ b は 旅人を 歡待 する ことを 獎勵 して 居り 
ます。 『おを の 愛を 常に 化つべし 巧 人り 接!： しを ちるな 亂人 これに かり 伽らず して 御 使を がした 
り』 (巧 十 己 0 こと 記されて あ 〇 ます。 又 ま ィユス の 蛮 言には、 『からを 巧く る おは 嚇を受 くる 
なり 巧を うくる おはがを 藏 はし 給 ひし おを がくるな り 凡を わが 弟子を るるの 故に この かきを 0 
一人に がが な* 古る 水' 一杯 にても 邸； ふる 野は 觀 にからに 吿ぐ 必ず その 微を 知は ざるべし』 (太 十 
0 四十、 凹 十二〕 とあります 。をれ ほ 凡ての 人を、 恥に 對 する がかくに 接待が しませう 〇アブ 
ラ ハムのを は卽ち 神と をの 天使 蓮と であった のであります 0 


第 十か韋 


か 五 


『またを むこと なくぶ に 懇ろに 待せ』 (彼 前阳〇 九) 

もで  なし  むく-, 

二、 款待の お 

アプラ ハムは 報 ひを 得ん がた めに この 一一たり 礙^ 殺が したりでは をり ませんで したが、 做し 
紙 狐な ろ繫 しには 驚 露が r つで がまし ち エホバは ミに I 裴& はさた サラに g つ 
て彼にモを巧ふる約束を巧び說られました。 サラがをれを齡ぃて辯ひ、 かつ縱^^て解た臟に、 
『エホバ i をが し i き g ぁらん ゃ臟戰 らば 靈め たる gKg 篡 るで サラ にがおが らん』 (十 
八 0 十 W〕 

と 吿げ給 ひました。 祝福は 杳 みなく がを 無衙 する 教に斷 むので あります。 

=1、 神の まなる アブラハム 

アブ ラ パムは 『神の 义 J1 と稱 ミれ て 居ります (を jo をで。 船が おを 與し齡 をぃ ふ 躬^が 
は アプラ パムの 生涯い 就て 硏究 する までは 知りませんでした。 しもし^の 私ょり 歡百鸭 の縱、 


齡が巧 試與の 口を 通して 言 はれた 言葉に 巧 僕 ィスラエルよ 巧ぶ アブラハムの 裔 よ』 (赛 w 十 1 0 
八) とを ります。 粒は 曾て 神が 义を巧 せらる、 とは 知らず、 又 神より 义 として 求めら る、 程の 
煩 化 ある 人が 曾て あつたと も考 へて 居りません でしを。 化は 友を 要します 。慰ま 者が 欲しい、 
術 & 和 手 や 道 連を がと めます が、 撇し 神には I しさ やが の檔み もな く、 相談 相手を 要せら る、 様 
な 事は ない 篱で あると# へて 居りました。 がし 聖書に 據れぱ 、が 能の 神は たしかに アブラハム 
を 解の もとして がめ られ 、耐 して 僻を 得 給 ふたので あります。 神は ソ ドム、 ゴ モラの 罪深き お 
槪 をが をな はし、 震なる 臟 み、 毅 ひを S 忆- I め T& られ ました。 i し Til 驚 ミ 雜ぽさ 
ねばならな いと 鹏 せられた 赔 、をの 齡 しき 瓣 似を 脚 I がべき 友を！？ せられ、 が 自身の 表 ふを 巧 明 
け 鱗 はんが!！ めに アブラハムに 來 り^ ふたので あります。 神の 慰まを となり、 相談 巧手と なり、 
質の 友と なり 得る 事、 をれ は 人の 最高の 名譽 でなくて 何で ありませ ぅか。 

友とは が 何なる ものなる かに 就て 感 言に 左の 如きな があります 0 
口# がは いづれ の^に も I ド 化を は 危難の 時の ために 生る』 (歲十 セ 0 十 セ) 

『义 辭^り もたの もしき 知己 もまた あり』 (歲 十八 〇廿巧 


巧 十 セを  九 八 
齡 がが の 離が 齡觀 はなぃ 答でぁります。 なに 神は、 

『我 爲ん とする 事を アブラハムに 隱 すべ けんや』 (十八 C 十 わ〕 

と黃 はれました。 信仰の 篤い 神の 友は、 つねに 神の 爲 さんと し 給 ふところを 前な て吿 げられ て 
辟り まし、 而し てこ、 に 神が、 が ハの 聖旨を アプラ ハムに 打明けられた 理 かが 二つ 記されて あり 
ます 〇 1 つは、  ' 

一-アブラハムは 必ず 大 なる 恥き 國巧 となりて 天での 民 皆 彼に がて 福を 載に 至るべき にを ず や』 
(十八 〇 十八) 

とを る ごとく、 彼は 天下の 最も 有用なる 人 古なる が 故に、 神は 彼に をの 聖沪 を吿 げられ まし 
た。 なほ 一つは、  - 
『が ハは 輪微 をして 其 後の 矿 孫と 1 み 族と に 输じ卫 ホバの 道を 守りて 公義'', な 道 も 口し めんな にが 
を しれり， n ( 十八 0 十九〕 

とあります。 神は 家； を 治め、 が庭禮 おを をし、 が黃を おを 其の 子女 等に 敎示 する 人に 聖旨を 
が 明け 給 ふので あります 。か、 る 人々 こそは 神の 信 巧を -k け、 邮の 友と なり 得る のでを り ま 


す。 ま イエスは 『ホを もし 巧が 命ずる 事を おこなは ご 巧が 友な り 載なん ぢらを 友と 1: ベり がが 
父に 聽 きし 凡ての ことを からに 知らせた れぱ なり』 (約 十五 0 十一:、 十五〕 が 仰せられました 0 

四、 邮僻 のが ii 

術くて アブラハムは ソ ドムの 狐 じに ついての 神の 相談 相手と なりました 〇ソ ドムは ア プラハ 


ム 


の 默の緻 


を ひ ナ をち  こ とを 

ぃ视 ロトの 化む 畳で をり ます。 アブラハムは 此の 時 


贏が ゎ豁詔 を も S 語 忆辦ぽ した まふ ゃ鬟 に晕が qYU ぁるら 議 ほ縣齡 い 
嫩 ぼし 繫 Q 五十が S 讀 ，親。 ため 芝れ を II した まは ざる ゃ 雲を g く 制は 靈 をが ジ 

V を 

可に あらず や』 (十八 0 サ己 I 廿五略 
と 神の 聖 前に 親しく 尋ねた のであります 〇鹏 はこれ に 鞭へ て、 

廿 六〕 

と備 せを ま」 ち 一が 露 忆が きる 震 i は 琴 qS 駕 であ。？。 y^Q かが 赵 のが 


巧 十 セを 


九九 


巧 十セ韋  loo 
齋た るが がは 載され ており まてが もの 齡しき 信 於 が 一つの 町に 住を、 於の 矿ん 悉く 彼等 
がが が* L 蹤 され、 が， まれる のであります。 この 世が が 巧く まを な、 患 まれた を 在を 許されて 居 
るのは、 をれ ら^ 術の が T のがであります。 『ホ 等は 地の 窺な り』 とま ィユス の 仰せられ しも 
掀 、この 款が でを ると！！！^ じます。 アブラハムの 邮 保の 师は 誠に 執黯の あふれた もので、 凡ての 

磬の & 微ミ ります。 『がし ® に凹+ もの 8*1? がら ば 5^ し 僻 に 四十が ぁら ば.： 

がし 船 にご 一ち をら ば がし 僻 i に ミ 八を を & し繫 にも ぁら ぱが 

俯，；、 酣し ミ* パを 於 熱しき 就 Q& めに 奮 を嫩ぼ さじとまで、 雙を S 一」 影微り 

を驟 くし 觀 ひました。 かくの 抓く アブラハムは 神の 眞 のぶで をり ました。 怒りを 肴め てこれ を 
縣らげ がる 者は 眞の义 であります。 

おィ K K sS 義は 鮮繁 S 低 ミく さなければ なり ませち が S が S 聲は がまった 載 
でぁり ますが、 を r 雌 がは 慕へ、 製し きが ミく り、 磬 & の & めに 
狐り、 がの 邮ょ りが パを がくひ 軒 S は、 磬 おた るら？ 齡腊 でぁります。 『スコットランド 
を縣 へよ、 齡ら ざれ ぱ死 をが へよ』 とは、 ジョン、 ノックス のげ 保の 祈で ありました。 信を 巧 


わつ 茂 い S C ぶん  ことと  ナく  でを 

の 熱誠を ふる、 祈 こそ、 やがて この 日本の 國 虫を も あ ふこと が 出み るので るります。 


しや-つ 


第 十八 章 


璧震叢 ド 疏鬆ッ ドムに 戰 る。 卜攀繫 Q をめ 忆 1IS け齡 ぃれぬ。 ハンを g て 勤は 
しめたり 齊 がゼ縱 ざる 齡に S のが パ 恥が ソ ドムの がお たる も截 きも 驚に 邮が 第ょ ク 

げ ■:ィ  ぶみ な そで 八 わ-、-  よびこれ  いひ  この ゆ ふぺミ S つを  ひと  いづ  < われら 

來 をれ る 民を 共 家を 環み  P 卜を 呼て 之に 言け るは々 夕爾に 就た る 人は 何處 にを る や 彼等 

を縣 I ザ Q 腑が S.H! せ 繁茲 を； I らん P 卜お 忆野繁 難を I ぢ緊 Q 腑に戰 りて 

言け るは 請 ふ 兄弟^ 惡き 事を 爲す なかれ 巧に ホ だ ER 知ぬ 二人の 齡 をり 薪ふ聪 なを 槪 さへ 脱ん 
おを の 目に 1。 とな ゆる かく 之に なせ よ齡 町人を には 何を ちがに なすな かれ 僻 解げ 4 齡剧が 
又 首け るは^ 人は 來り 寓れる 身なる に恒に ±師 とならん とすが ば 我等 彼等に 加 ふるより もが 
くの 害を おに 加 へんと 遂に 彼 律 酷し く 其ん。 卜に逼 り 前より て縣 を聪 らんと せし に 船 ご 
蘇 t を g し ロトを 毅 のがに 齡ぃ れて擊 を 賦ぢ磬 がを にを る おを してが がる も P 


第 
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とも  め くら ミ かれら っ>  い 9 くる  たづ  つかれ 

も 化に 目を にしめければ 彼等 遂に 入口を 索ぬ るに 西 磯たり (創世記 第 十九 章 一節— 十一 節の 


略〕 


V ドムの 滅亡 

- 、 ソ ドムの 罪惡 


々ょ  こくみん  だう とくで ホ じやゥ たいし  とき  こくみん  つい  みう どろ  でクさ  ひつ 么う 

凡を 國 巧の 逆 德的狀 態を 知らん とする 時、 をの 闡 民に 就ての あらゆる 巧 動を 調査す る 必要は 
ありません。 た r 彼等 一日の 生活が つ 態を 齡樂 するならば、 をれ をな て大ん すべてを 糕勤 がる 
事が 出來 ませう C 二人ので 灭 巧が ソ ドムを 辦づれ ロトのを いなつた 事を 聞いて、 ソ ドムの 人'^‘ は 

ぶ わか  し ホ じヤゥ いだ  t もやた  あつ  をた  いへ  かこ  ふた々 でを 0.^6 

をいた る も 若き もを 情を 懐いて g： 方 八 ホょり 集り ホり、 〇卜の 家を 園んで をの 二人の 灭 使なる 
をに 男色を 桃み ました 。ロトが これを _ 拒んで その代り 二人の 娘を 遣る とがし 出た 時に、 がの 人 
達は 女は 不要で ある、 巧を 要 ホ するとを 言し ました。 こ ^ にもて なほ ロトが がの 二八を 連れ 一! 
す 斬を 拒んだ ために， 人々、 は P 卜を 巧を が犧 時に しやう といたし ました。 を こで 天 は 柏を-化 
に 引き 人れ、 戶 を巧ぢ てを の 町が 等を 育 目と なし、 抓く をのを ろしき 危 '解を 免 かれた のでを り 


ます。 この 一つの 事實を 巧て、 ソ ドムの 堕を したが 憩が 明かに 知られます c 後に この 巧のを を 
取つて 巧 色の 罪を ソド ミと！' ぶ!! になつ たのを 見ても これを お齡 する 事が 出 巧 ませぅ。 

ソド A の 人々 I が 何 化かく まで 噴 落した ので あるか、 をの 階段を 神は H ゼキ H ルの がを！! して 
巧し 給 ひました。 

『ソド ムの罪は^一疋なり彼は傲りを邮に飽きをの女がらとともにま泰に居り邮して難めるがと斯 
き 者を 巧け ざり き かれらは 船り ホが 前に 僧むべき 事を なし たれば 巧 見て かれらを 拂ひ 除け 
り』 (結 十六 〇 四十 义 、あ 十) 

がぅた ム 巧ク しよく あんいつ  むじひ  しを じ や クだム しよく  巧ろ  いた  わいだん  だ ラで い こく 

傲慢、 飽食、 を 逸、 無慈悲、 色情、 巧 色、 これは 滅びに 到る 階段、 道程であります。 か、 る國 
民は 國民 としての 值 値が をり ません ので、 神は 彼等を 『拂ひ 除き』 給 ふより!： はありませんで 
しを。 た r 化の がの ほす 可き】 驴 は、 齡 t の邑 より 患み を 1 ■{くべ きらのを 擊き 出す 事 にあつた 
のであります 0 


第 十八 韋 5 四 

『義 は餐 g が一より 恥。 峭 したる 驚 Q 贿く をり i る も變は 端に 敵らず ミホ バ I 日ひ觀 
ム』 とを義<、 だが<ふ8^はまこと忆齡臘なが1?でぁります。 をれは‘|^い臟がが。よ0燃齡を 
がりが す やうなら のであります 〇 ロトは 天の 使に 勸 めら れ てを の おの 婿 等を おひ 出さう としま 

ぉが、 鱗 2が-霸 の & め蠻 v£& 契ぅ とはし ませんで しち 巧の 簾が。 卜 と、 が 

つた  ふん fy  b ナ めすく  ミ とうい  こと  、 

' の 妻と、 二人の 娘を おひ 化さう とつと めました が、 をれ もまた をるな 事では をり ませんで し 
を。!! 祭は。 卜を僻 レて 瓣が じ擺れ させ やうと をし ましを が、 化は なほ 禱踐 して 居り ましを。 

で 天 さ 傲が 辦に 燃が り、？ 君を 轉ゐて S" く •恥の 解へ 霸聯 し、 i して 掌を i まして、 
『鍛 趣て がの S がを 扳へ锻 い囘齡 るな かれ 山に 遇れ よ』 (十九 0 十 お〕 

と 新め ましたが、 〇卜 はな ほ氣 が!^ まず、 叔父の アブラハムが 山に 居る 事を 思 ひ 出し、 彼の 羊 

わ ひたち  でち  かと  み しけ 白ん  ち ひ ミち  々ぶ  ^ 巧 

飼 巧に 化會 つを なら ぱ 酷い 円に を ふか も 知れぬ と 懸念して、. ゾアルと いふ ル さい 町へ 逃れる 樣 
に 天の 使に 願 ひました。 

熙 がが 離が 蛾び の 地より 逃れる 足は がり 勝ちな もので をり ます。 おひの 道が 龄 へられて 

&ても、 ミ|^を_齡て|^へゃぅと晋まて が變の£藏るとがげられミへミを繫_化 


傲く、 觀 とに！^ II はがは れ^い ものでぁります。 ィ H ス 、キリストを 信じて パプ テス マを 受 くる 

就は £ は ミし さた磬 ぬ 齡 は 般に转 めら ミと (可 王 ハミ さと 营 をても、 何 ミ 
がが のが 齡を義 いて、 3 ィ ユ ス。 S ひを 管まぃ とする 人* が夕 ぃ？ ぁりまて 

一二、 ソ ドムの 最後 

ソ ドムの 繼 だは おがな 歌. もで をり まして、 么は 化が の滅 だり 型と なって 居ります。 預-言 お 達 
が齡 V の嫩 だを が 哉した 時に も 『ソ ドムの かく』 と 言って がります。 例へ ばバビ 。ンに 就て は 
『すべ ミ账 。おにて ぅ K? はしく 为 ルデヤ 人が ほこり 做と なせる バビ 。ン はむかし 神忆 ほろぼ 
された るソ ドム ゴ モラの ごとくな らん』 (寶 十ー ニ 0 十九〕 

モ アブに 就て は、 

『ィスラ ユル qM  一 S ふ！！ は & く'^ が* アブは ッ ドム Q 妮く なり アン* ン 。子 巧は ゴ？ の ご 
とくにな らん』 (番 110 丸) 

ィスラエルの 國に 就て は、 

第 十八 草 一 01 


巧 十八 韋 '10 ホ 
S' をの 蕾は 盤 かとな り i となりが 驗 おとなり て 漉 も 麟れず 厳す る腑ろ もな く 俯の g も ミ おに 
生ぜず して 彼の 昔 エホ パが をの 震 怒と 忿 恨と をら て觀 ちた まひし、 ソド ふ、 ゴ マラ、 アデ マ、 
ゼポ イムの 毀たれを ると 同じ かるべし』 (申 廿化〇 甘 云〕 

イエスを 信ぜぬ 家 及び 町に ついては、 ま イエス 御が おの 言!^ に‘ 

ならし 祭を がけず な 祭 ず ばミ毅 をの 邮を がちが ると きがの S ミら へ" 薇に な齡 
らに をぐ 審判の 日には をの 巧ょりも ソ ドム、 ゴ モラの 地の かた 耐へ がからん』 (太 十 〇 十四、 
十五〕 

とあります 0 

。卜が ゾアル 町に 着いた 時、 旣 にかは 明けは なれ、 が 勝が がつて がりました。 をの 嚇ソ ドム 
の 人々、 は 常の かく 飲み、 食 ひ、 商 ひ、 略を つけ、 なおりな どして がりました が、 卫ホバ は 巧ょ 
り硫黃 と义を 僻ら せて が 巧を 滅ぼし 給 ふたので ぁります。 

『人の子の 顯 はる、 日に もを のかくなる べし』 路十お 0S 十〕 


四、 ロトの 妻を 憶へ 

がの 『。卜 の 穀を獻 へ J とい ふ 齡かい 訴 弊を なて ィ H スは 意味 獻い 齡辦 をせられ ました。 ナ離 
ち！ 一を 熙 みるな かれと 誠め 給 ふたので あります 。ロトの 妻は 後を 顧みを 爲 めに 鹽の 巧と なり ま 
しを。 彼女は 命ょりも 撼齡が 大切で をつた のであります。 命を あはん がた めに 逃れながら も 
家に あして がた 稱觀 にがを 惹 かれ、 をれ を 巧り におら ぅとした 時硫 もと 义 とが 水と が 犬ょり 難 
ちか、 り、 遂に それらに 覆 はれて 鹽の 注と 化して しまつた のであります 0 
『人が 世# を齡 くと も 己が が 命を 巧せ だ 何の 益 あらん』 (可 八〇册 六〕 

ひ ひと  いへ  うへ  ラつ は ミい へ クを  これと  くだ  过 たけ  もの  たよ 

『その 日には 人 もし 屋の 上に をり て 器物 家の 巧に をら ば 之を 巧らん とて 下る を 畑に をる 者ら 同 
じく 歸 るな P 卜の 妻を 憶へ』 (路十 セ 0 か 一册 二) 


巧 十八 巧 10 セ 


第 


化 章 


10 八 


第 十九 章 


3 ん ♦ウ  さう やい を だい  し 尸う 

參 照り 創世記 第二 十 章 


か國に 滞在す る アブラハム 

一、 アブラハムの 不 ib 仰と 爲リ 


S ブラ ハムは 暫く 南の ゲラルに 滯 をして 唐り ました。 此の 時に めても ホ H ジプト 滞 巧の 際の 
がく、 彼は がの ii の 心々、 を 怖れて サラを 自分の 取で あると 云 ひました ので、 ダラ ルの 王 アビ メ 
レクは 人々 を 遣は して サラを 召 入れました 〇ア ブラ ハムは ホに、 エジプトに めて 同じ 僞 りを 言 
ひ、 激しく 意 おされ、 排斥 せられた 事が ありました 故 それで 懲りる 當 であるのに、 何故 巧び 同 
じ 锻に齡 がた ので ありませ うか。 がりが がには 妻の 美の 爲 めに 夫の 殺された 事 實が往 V をった 

げんやく  ナ いいは  ふした う ホヤう ふ いで 

としても、 をれ はた r の 言譯に 過ぎません 。アブラハムの 餘 りは 不信仰と 恐怖と より 巧た もの 


であります 0 

『驚 齡が かならず 一を 毀れ ざ ミければ SS! 含めに^ 縣を 載さん と 脚 ひたるな り』 (廿〇 
十一〕 

と 言つ て 居ります 0 

ァブラハムは 一を i を 簾の がジ fr める 解と 勝とも、 r ず .S がが がんを 叢し 絳ふミ 
ふ 載を？ k、 傲 r かっミ の 裳 叩を がが 齡 ら むと 誠し ましち か、 る 叢は 一驚 離の 2 でを 
りまス 繫にs5^<^ifisががかったが夕 晦3でがなる穀に陪る矿がも々ぁりまて 卽 
ち r 敝 Q 脱は かきが こ ミ ふ ia を & ピ y ると ころを ミり ませぅ。 何時 何處 にぁる 
瞬 も 恥は！！ と & がが gfco$ ふ S& じて、 載忆 ら&に 鱗ろ 驚た る mi がが と 

ものであります 0 

聲 を 5 ムる瞒 、が ジ熬 が贼 って ゐミ ミり まて 
r 船は 擊 ゎが ぃ si なり 撇は がが 0 が忆 して ゎがが 《ドに ぁらざる が 妻と なりたるな 
り』 (廿〇 十一 ご 

巧 十 かを  . 】 0 か 


巧 十九 阜 こ 0 
と僞 つて アブラハムは をのな 心を 眼ら せて をり ましたが、 がかる 偽りは 撇 の聖齡 には 漸狀 いを 
しません。 實は アブラハムには をい 時 かち 一の 恐怖が ありました。 卽ち サラの 美の ために！： 時 
かを の 身に 禍が义 はしまい かとの 懸念が ありました。 を こで 二人の 間げ は、 

『我がが 至る 處 がて がを 爾の 兄な りと 言へ』 (廿〇 十一 云 

とい ふ 約 恥が あつた のであります。 誰でもを の 様な 約 おので に 解 巧を するならば、 辦ち にして 
虚言 巧が となる 篱 であります 0 

た にム  つた 

二、 他人の 妻 

r 織る に齡 がの 鱗に アビメレクに 11 みて なに 孰た まひけ るは 倘が胳 が がれた る驗 がのを めに 破 
るなる べし 彼は 夫 ある 者 なれば なり』 (甘 0111〕 

他人の 妻を 召 入れる 事は 神の 聖 がに 死刑 罪で をり ます。 世間の 殺 樂機關 たるが 疏新眞 が黎の 
中に’ がし 姑 化を の 掛かの 文敦ピ 貧し 化した をら ば、 か 何に 人々 のがに 訴 ところが ありま 

いご  しやくい いちろ か わす  し こんにちわみ  ミへ 

せぅ。 このアビメレク：：^後の社をは或はこれを忘れてゐたかもかれませんが、 今日祝の前に、 


唆の穀を紫れる§*は、 £すぺゎらざる譽ぁ。まス |るがジ1は啦忆1が忆？|されて 
がります e またがる が T には S だ 縮!： の 辟が 雖ら ないか もしれ ません が、 能し 早晚 其の 罪の 鞠 
ぃはが ます。 ゎ S が E 忆繫ミ & る證を 2% して ミ 5 でも、 厳は擊 Sq 繫 ミ驴觀 
でぁります。 醉 のがに ぁるが 雕 、恥 解、 が 機に 離は ぬ 死、 變が 巧の 或る 場合に つ いて考 へて 
も、： 他 一^の 妻を も’ 入れる 人には をの 罪の 報いがない とは 決して 言 はれません。 

し 尸 <り トク  じじ や ラ 

一二、 酌量すべき 事情 


『アビ メンク が だ縱 にお づ かざりし かば 贵。 ふ おょ 紙が 載^ 喊をも 殺した まふ ゃ 僻は 聪に 患は 

クも ラと  いひ  ミた をん なみ TA われ  あじ  いひ  .^^:^をつた こ t ろい 口 巧よ  で 

わが 妹な りと. I 日し にあらず や 义婦も 自ら 彼は わが 义 なりと 言を り 巧を き、 んと 潔き 手を もて 


これ 

此 

われ  なんちと 


これ  おみを た ゆめ  これい ひ しか  われな，) ちた ミこ 4 こ ホ こ； 

此を なせり 神义 夢に 之に 昔を まひけ るは 然り巧 かがを き 心を もて 之を なせる をな りたれば 


がれら 城い § めて 锻を IVS さしめ ざり き 燃に 齡る を！ Fr しは 慰が ためを' り』 (廿〇 凹ム〇 
アビメレク おは サラに おが あるとは 知らな かつた のでを ります から、 神は 彼に 卵を 恥 さしめ 

ぬ 言 齡め一 ひましち 擊 K グミ 簾が ぁった & め忆 i は 燃 ei&l 言た 


これ 


巧 十九を 


の 化 o に 胎閉の 罰を 課せられた のであります 0 

『エホバ さきには アブラハムの 妻 サラの 故を もて アビメレクの 家のを の赔を こと A\ く 閑た ま 


へり』 (甘 0 十八〕 

四、 おはる 


みを 

道 


織し S はァ ミンクに 殿が || いとは 1日 はれません 、狐って をの 瓣の慌 斬を 繫 せらた 
『が ば 彼の 妻を 歸 せか 若 歸ずぱ めと 觀が駭 する 锦 IT' 鱗* 死るべき を； I るべ し』 (甘 0 セ〕 

と 仰せられました 〇 アビメレクは ホの 嚴 命に 從 ひ、 サラの 潔白なる を證 明して 其の 顏を 立てる 
ために、 銀 一千 かとが 派な 禮 物を 與 へて がの 夫が 妻-を 野し ました。 

『彼は 預言者 なれば かの ために 祈り かを してが 命を めん」 (廿〇 と〕 

と 神は 仰せられました。 神の 僕の 許に ゆき、 自身の ための！ i を ホむ ろ 事は 大切 っな ことで ありま 
す。 自分の 化の 限 〇を盡 して 罪を 梅 かめ、 をの 妻を 逛 した だけでは まだ 化り ません。 '茲 イエス、 
キリストの 御 許に 往 き、 をの 仲保の 肿を 巧め るなら ば をれ にょって、 人 W は 完き救 ひを 與 へら 


れ るので あります 0 

『凡て 然 する 者も驴 をが ふ 制 われに ホれ われ がらを がません』 (太 十一 〇廿 八〕 

だい  しで ラ 

第二 十 章 

さんせ ク きう ホい を だい  しやう  しやろ 

參照 H 創世記 第二 十一 萬、 二十 一一 章 

しん 和う  さいじ やゥ しけん 

信仰の 最上 試驗 

『是 等の' 事の 後神 アブラハムを 試みん とて 之を アブラハム よと 呼た まふ 彼 言 ふ巧此 にあり。 エ 
ホバ 言^ ひける は爾の 子： 術の 愛する 獨モ卽 ち ィサクを 携て モリアの 地に 到り わが おに 示さん 
とする 彼處の 山に めて 彼を 婦紛 として 獻ぐ べし』 (廿 1 10 】 二) 

.-、 ィサクの _i が。 

巧 11 十を  一二 一一 


第二 十韋  ， 一一 四 
鑛に齡 の 術觀肢 かが 離 がられて サラに イ サクが おれ ましを。 減らく はこれ 撒幫 がれた 誠が が 
なかつ たで ありませ う。 アブラハムは 媳 子を イサク (笑 ひ〕 と 名 づけを のであります 〇义 サラは、 
ri 巧を 笑は しめ 給 ふ 聞く を 皆 巧と、 もに 笑 はん』 (甘 1 0 六〕 

と斯 ひましを 。アブラハムは をの 時百歲 であり ましをから、 殊更に をの 誕生は 人^の 間に。 € 判 
せられました。 八日 口に 父 アブラハムは イサクに 割禮を 受けさせました 。サラは 喜んでを のモ 
を 育てました が、 やがて 乳離れの 時期と なり ましを。 がの H アブラハムは 幾 百 人の 羊 飼と をの 
家族 等を お 巧して、 イサクの 乳離れを 祝 ひ、 强 ザなる 祝が を 僻い ました。 イサクは かくて アブ 
ラ ハムの 寶 巧と をり、 をの 一家の 愛 梢の 中心と なつを のであります。 

ぶる 日 サラは 十五 才 になる イシマエルが イサクを 嘲笑す る 有機を 見て、 直ちに アブラハムに 
吿げて 妾の ハ ガルと 巧に 彼を® 逐 する 事と なりました。 禍 子の イサクを 邪魔に する やうな 事が 
あつて は、 許す 事が 巧义 ない ので ありました 。をれ 程 深く 子供を 愛する やうになります と、^ 
は 神を 忘れ勝ちな ものであります 。そこで 神は その後 或る 機を 得て、 ア プラハ ふを 試 がられ ま 
した。 神が 大切 か、 イサクが が 事 か、 神は やがて これを 試驗 された のでを ります。 


二、 信仰の 試な 

ィサクは 巧 長いて 帯 特にな りました。 がの 销齡こ 十が の郎 船は アブラハム にがげ て' 『組が ザ 
おの 愛する 獨モ卽 ち ィサクを 赌燃 として 齡ぐ べし』 と I ち はれまし を。 齡 僻の 歇 がは をのが のも殷 
もん 切なる もの、 上に 與 へられます、 さもな くば 眞の 試練とは ず はれないで ありま サぅ〇 これ 
まで アブラハムは 幾度 か W 齡な獻 練に 出 遇った 事が をり ました。 燃へ ば 『城が 離を 盼で 跡繫と 
して ぞくべき rk で！ 一け』 と 邸せ をた 1、 微は 離ゎ、 i か、 i れが蘿 でぁ ミミ ふ & 
獻の靈 を おめ られ た？ をます。 g じを Qig はが S 宗 Q&S 忆 S し、 懿 にょ？ 

其の 往く處 を 知らず して 巧 立いた しました 〇义 甥の ロトに ヨルダン のが 地を おられ、 がが のみ 
巧々 に獨 されを 時には、 アブラハム はが 產 か、 神 か、 何れ か 一を 完ら ぶべ く s' 俯の 歌 厳を がけ 
たこと であります 〇 併し、 此 おの 新しき 一つの 試練に 比すれば、 をれ 巧は なほ ル さい 試みで あ 
つた かの やぅに 思 はれます 。をの 愛子を がが として 献げ る、 これより 大 なる 試みが 又と ありま 
サ ぅか 0 

巧 二十を  一一 五 


巧 二十 韋 一一 六 
ハリ 、ラゥダ ミ ふが が魄囊 がに V んの 堅が ぁりまし ちが QSK が 7 ランスに がけ 
る激齡で哪|^の爲めに1命をがつた時に、 父のハリ、 ラゥダは戰驗がおき、 息^^-の墓を熙しが 
し、 をの 上に 身を がせて 言 ひました つ 『この 觀な 試みに 遇 ふ 時、 煩悶して が I なする 人 も あり、 飮 
酒に ょつて 忘れ やうと する 人 も あり、 义 神に 立ち かへ つて 信賴 する 人 も ある、 おはこれ をな て 

さいさ、  い た あが  さんがう  ちか  い へいした を なぐさ  こたは  あ 

一切を 献げ る』 と 言 ひつ、 起ち 上り、 壁攘の 近くへ 巧つ てが 古 巧を 慰める ために、 聲 張り上げ 
てうつ くしく 歌 ひました。 これは 卽ち ラゥダの 上に 血 ハ へられた 試^に 對 する 合格で あり、 勝利 
であつ たので をり ます 0 

アブラハムは 愛子 イサクを 伴 ひ、 S 日の 旅 姑を 經て モリアの 山に をき ましを 〇共處 に 彼は 石 
の 祭壇を 巧き、 薪を のせ、 イサクを 縛つて その上に 置き、 手を のべて 刀を 執り、 これを 殺さう 
と 致しました 〇斯 くの かく アブラハムは をの 5^ 上が 試驗に 合格した のであります 。神の 命は 彼 
にと つて、 愛する イサクょりも 大切で ありました 。か 何たる 事情の 下に も 一切を すて、 神の 誠 
命に 化 ふことは、 信仰のを 高試驗 の^ 格を 窓 巧す る ものであります 0 


ミ 樂の飘 

『をれ 神は をの 獨モを 賜 ふ ほどに 化を 愛し 給へ り』 (約 so 十六〕 

アブラハムは 巧言を でありました。 其の モイ サクを 婦祭 として 献 げた 事 も、 をれ 自款 一の 潭 
言を なして 居ります。 後に ソ 。モンは モリア 山上が 神のを を 造りました。 がの 對の 斯卽 には ユ 
ダ ャの巧 お H ルサ レムが!！ てられ、 而 して 神の 御 獨わイ H ス はが' の S を辭 め、 をの t 如で 辦 へ、 
i の 町の 人々 を 癒し、 をの 巧に 栽 判せられ、 がの 町の がに ある 丘の'^' に 貴き 術^が て 総 ひまし 
を。 イサクは 型で ありまし たが、 主 イエスは 我等の 眞の 踊齡 となり 給 ひました。 アブラハムの 
深い 楠を も 型で をり ましたが、 神の 巧は 一貫 隙が 巧 I ザの 上 わを、 がれて 居 〇 ます。 咖 はを の搬お 
を 賜 ふ ほどに 化を 愛し 給 ふので あります。 イエスの 十字架は 教化 界の婦 なであります。 アブ ラ 
ハムは 其處を エホバ エレ (エホバ 巧備 たま はん 一と あ づけを しを。 エホバの 備 へた まひし 萬即民 
の 懷牲は 卽ち祕 の御獨 子なる 主イ H ス 、キリスト でを ります。 イ H スは 我等に 代りて 裳 W を 総 

た £ ホい 

て 給 ふ ほどに、 われらを 愛した まふので をり ます。 

巧 二十を  一ー セ 
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巧 二十 一 寧 こ 八 

聲 一十 I 彰 

さん ♦ク  さう ♦い ホ だい  し 尸 ラ 

參照 H 創 化 記 第二 十 阿 章 

はいぐう  たら  はクな A 

配 情を 選ぶ ホ ま 


しを 齡等 § が あたへ ず ばか‘ はわが 誓を ゆるさる べしと』 (廿 wow 四— 叫 十ー レ 
サラは 百 二十 献 にて 死し、 へ ブロンに 葬られました。 アブラハム も 年が いて、 をのを 継た る 
イサクの ために 齡を臘 傲すべき が i となりました。 段- 于相 績權 のをる 圏/々、 にめ ては、 長男の 配 
齡を 選ぶ 斬は 产 おの 載 がであります 。イスラ H ルの 郎 民は、 アブラハムの 後裔ょり 萬 巧の お 主 
イエス、 キリストが がれ 総 ふとい ふが 孰が ありまし たので、 一般に 家柄、 血統を 重んじ、 長子 

圣ぅ ミく けん  ひじ ヤラ  そんちよぅ  を いた  もい こく  おい  こ ぶず- しさぅ^ けん  が つ , ぶ 

相 績權を ホ 常に 尊重して 居りました 。今でも 英國 にがては 此のを モ巧績 がを 法律と して 居り ま 
すが、 のョ— ロッパ S 駅 にがては 齡に獻 がせを てが り まて M 邸に 燃ても 獻襲陳 蓋 城 
がが 獻 には、 が歡 りこの 廣 お搬辭 i に徽 がて 居り ましたが 、やがてを れは廢 止と なり、 總 今に 

がて はが S は 襲忆緻 Q 驚を 館 M します。 が抵 忆ぁっ 5 篡り繫 ィスラ H ル 露と 郎 

觀 に、 駭 おが" 繼が 法律と なつて 居ります から、 結婚の 習慣 等ら をれ に 慮 じて おめ られ てを り ま 
す。 駭 おの 鹏齡 を！! 載す る S- は辦 .の {? 低で をり ます。 キリストを 信ずる 聪熟 も、 同じく 此の 責 


にん 


多 


任を つくす 普であります。 


巧 二十 一を 


か 


巧 二十】 韋 


二〇 


こん  でん  し » * 

、巧 本 主義 


酣 偶を 選ぶ 事に 带て 、キリスト -3 鞭の!！ めに 一のと るべき、 が 本‘、 巧 があります。 齡 かそれ 
は 信仰 ある 息子の ために、 信仰を るな を迎 へる ことであります。 

を 磬と繫 一 じぅすな 繁 。はぬな iiV で i と 俯 Q 慕 か ぁらん 资厳 VIQS か をら 

ん キリストと ベリア ルと 何の 調和 か あらん 信者と 不信 もと 何の 廊係 かを らん 齡の おと 僻 
と 何の 一な も あらん 我らは 巧け る 神の 宮 なり 卽ち 神の 言ひ齡 ひしが 奶く 「われ 燃ら のが。 に 
住み また 步 まん 巧 かれらの 神と なり 彼等 わが 巧と ならん」 とこの 故に 「おい ひ 給 ふか 躬 僻ら 
の 中ょり 巧で 么を 離れ 穂れ たるを に觸 るな かれと 1 ごら ば 巧たん ぢら をが 乂け われから のがと な 
りか 等 わが 息子 おとならん とが おの 主い ひ li ふとを るな り」 哥を六 0 十四— 十八) 

永遠の 家を 違 てんとす る 信者は 化の 主 秦を聪 くずり ます。 『我を 野し わが 歡し I 叩を がる 制に 
は 恩恵を ほどこして 千代に いを るな り』 との 神の が觀 おがあります。 齡僻 のが おがた こが 惦 
にの み 化ら るべき ものでは なくして、 千代に いたる までら 船惠の 下に^ 臂 すべき もので ありま 


す 〇たご 一^の み キリストの 道に 從 が、 後に また 元の 暗黑と 迷信と にかへ る お 庭は、 大 s この 
於 木 主義を 忘れた 爲 めでを ります。 アブラハムは 年が いて 後 •或る日を の 信用 ある 僕を 召しよ 
せで、 側 像 儲が の-恥ょり がの ザ ィサクの ために っ 妻を 娶ら ず、 故 狐へ 巧き、 眞の 神を 知る 親族 等の 
I ■ょりこれ を遽 ぶべき 襄 を 命じ、 做を して 天地の 神 エホバを さして 此の 事を 誓は せました。 

二、 航 リと嗎 き 

あ ひと しム じヤ  おは  ぐ わい こく  しんじ やどう し けつ こん  ようい  おこな  しんじ ヤ すくなに 巧ん 

或る人々 は、 信を の 多い 化國 では 信を 同志の 結婚が 容易に 巧 はれます が、 信者の 少い 日本で 
はを れは货 巧が 化 知ない とい ひます。 併し アブラハムの 信仰に 做へ ば、 日本に 於ても この お 本 
主義を ホる 事が 化かる 等であります。 アブラハムが 滞 化して 居た カナンの 地には エホバを 信ず 
る 人々 はありませんで したが、 然し 五百哩 ほどを 隔てた パダン アラムには エホバなる 神が ィサ 

さ だ たよ  はいぐう しや  ゥ つげ  かいち ホう  わ けつを よく  しんわう  もんだい 

ク のために 定め 給 ひし 配偶者が 立派に 成長して 居た のでを ります。 結局 これは 信仰の 問題で を 
ります 〇結齡 が！： の聖ヒ U でを るなら ば、 をの 結婚すべき 酷齡 を、 神は 必ず 人々 のために 備 へて 
でさる に 相違を りません 〇ア ブラ ハムの 僕 も 信仰の 篤い 人で ありまし たので、 この 事に ついて 
第二 十一 草 ニニ 


神の 御 導を ひたすら 聯 ひました。 

『巧 今日 井に をり TfE けら もが お护 ブラ ハム。？* ，ハ わがは くは わが ゆく 懲に壓 を齡 
した まへ！！ はこの 驚の 偽に がっ がを 龄に ぃづる 齡が をらん 齡觀 船に むかひて 新 ふ 城が 撇 

より 豁 Q がを！ Is またよ 4^ んに繫 驚め S 祭 態 Q ために も g ん 
と 琴は 點 S パが わが 熬 QfU ために 霞ま ミ 察 ミし、 嚇が K に 劈 ことを 終る 
ミに-ベ 为游緻 を fis ミ 獲-粥 忆 くだり T が ど 斬み たる 忆 よ-霧 忆 i ム I れに のま 
しめよ と 言ければ、 彼 急ぎ 其 瓶を 肩より おろして いひけ るは^ め また 城が 獻於 にもの ましめ 

んと 3k 燃 て護 ぉ！！ まわ SF も？」 めを、 &诚忆 が iQ 裝るゃ ミ ひけ 

れば ミルカが ナホ ルに が" たる ザべ i ル Q 髮り とぃ ふ に iVi 震に r つけ S にお 
輪 ミけ たり 齡 して 職が て エホバを 韻み S が アブラハムの M エホバを I'lK たり エホバ 觀 

をお基 に & てぉ熬 の 髮 S い斯 ために 繫 らしめ を -j た ミぱな 〇』 ( か 四 
ow 十二— の 十八) 


わナ A しよ ラ だく 

111、 おの 承諾 

『この 事は H ホバ より 巧づ』 (甘 四 0 五十) 

とちつ て、 リベカの 父と、 兄とは 度ち にあ 諾 じました が、 併し 愈 瓶 g をが 立 せしめる 前に、 
リベカを 呼んで 共の 意 巧を 問 ひました 0 
『か 化 人と 巧に なや』 (廿四 0 五十八〕 

リベカは まだ ィサクに 會 つを 事はありませんで したが、 共の 使 もたる 信仰 あつき 僕の 話を 聞き、 
又 十 匹の 駱 おに 镇 まれた る 立派な 贈 伽を も 巧て、 これは エホバより ir つる 輕 であると 5^ じた、 
めに、 進んで これを 承諾した のでを ります。 おのを i が义 切なる 條 がであります 〇 娘は 親の^ 
有が 產 ではありません。 お 自身の 生 於に 齡 係る 重大が 間 題であります から、 信仰 ある 齡辦 ホは 
決して ふからの を諾 のない おを、 强 いて 嫁がせる やぅな 事は 爲 ないで ありませ ぅ 0 

はな  むこ  ちい 

四、 新 邸のを 


巧 二十 一を 


一二 一二 


第二 十二韋 


:】 四 


ィサクは 祝 深い 人で ありまし をからの 父の 僕が をの 使 如のを めに しく 豁が れんこと を 狐り 
ましち がる パ g に、 縱が に^て 繫 して 辟た IV ふと f ふを がます と 緩が がて が。 
ました 〇而 して 化 命を 欺して 歸れる 僕に 會ひ 、すべ てを の齡 ると ころを 聞き、 ィサクは リベカ 
を 母 サラの 馬 斬に お がまして、 般 がを 數 つて 穀 となし 殿く これを 舞し ました。 


だ い 


しやう 
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さん ホぅ  さ-， ホい そ 一 こい  し 产ラ 

を 照 == 創 化 記 第二 十五 章 


わと < けん  けいし 

家督 僅を 經視 甘る ェ サウ 


『かくて ii 巧-みちて 見 ぉがには 弊が りき。 おに g たるを f くして 職 的 さもが 扼し攀 ミ 
ホウと ぁけたり、 踞が にと おと 脱た るが 船て 手に て サウの 敵 y 無り 船が をヤ コブと なづけたり、 リ 

われ ー ウみ  とぎ 


ベ ヵが微等をおしが.ィサタは六十歲.，1^。き。 お巳4ドだな。->がユ サミが^る哗-^にし 


たく-か  ，，？；—.：' ど 


で 戲の 人となり ヤコブは 巧樸 なる 人に して 天幕に おものと なれり。 イサクは 暨を嗜 によりて 
エ サウを 愛したり しが リベカは ヤコブを 愛したり。 巧に ヤコブ 羹を 煮たり 時に エサり 野より 
脱り て臟 れ獻リ て サウ、 ヤコブに むかひ & 備れ たれば 散 ふが 私 11 其軟 にを るが 羹を 我に の 
ませよ とい ふ是を もて 彼のぶ は エドム (紅) と 稱らる ヤコブ 言け るは 今日 汝の家 皆の 權を巧 
に鬻れ 、エサ ウ いふ 我は 巧ん として 居る 此 家督の 權 我に 何の 溢を なさん や ヤコブ また 言け 
るは がが 離に 誓へ と 彼すな はち 誓て 其 家督の 權を ヤコブに 鬻ぬ おにが て ヤコブ、 パンと 扁 
盛の ぁ歎 パを て サウに 典へ けれ ぱ食 且飮て 起て 去り 抓て サウ 家 賢の 權を 藐視 じたり’ 5 ( 甘 五 0 
サ 凹— 化 四) 

イサクは リベカを 深く 愛し ましを が、 結婚 後一 一十 年に 至る も ホ だに 一子を も與 へられません 
でしを ので、 イサクは 神に 祈願し ました。 而 してを の 願 ひが 髓 かれ リベカは 絶娠 致しました 
が、 をの ザが 脱がで 齡ジ やぅに 默 ぇました ので、 彼女は 不審に 思 ひ、 をの 理由を 神に 尋ね まし 
を。 エホバは、  - 

『一一 つの賊 紙が 脇より 邮て船 れん 一の 巧は 一の 民よりも 强 かるべし 大は ルに 事 へん』 (サ五 0 
第二 十二 草 一二 五 


第二 十二 韋 


妄 


せ 云 

4 日 はれまし ちゃが て 齡れ|3 でし はがが がで ぁりまし ち 51 に！？ 楚が qJ, は 驚〜？ 
縦く、 毛 あの やぅな 倘 でありまして、 をのが を H サゥ cS ぃぶが け ましち がに* 載が おれ ま 
したが、 をのずに 兄の 鍾を捏 つて 居りました ので、 ヤコブ (街 勝 も) とい ふを をつ けました。 

こ ミ y • せいぶ 中ク  したお  そ せいしつ  V ム -4^ ことな  を あに  か 9 わ*, じん 

此の 二人は 巧を する に隨 ひ、 がの 性質が をが 異 つて 居りました 。兄の， エ サゥは 獵の 名人で、 
每 U 天幕を 山て は 野に 巧き ました。 做は がの |ー ホの 獸の 通る 場 旅 や、 がの 诚 や驟れ .がな どを ょ 
く 知って 居りました 。をして 座々 父 イサクのを めに 胞を齡 しました 〇 がの 敲り にがむ カナン^ 
載は ミ 驚なる H サウを 齋し ました。 ぉ繁 ヤコブは 辭 F たで、 が V5 に S にがりました 
ので、 リベカは ヤコブを 愛して をり ましを 0 

-、 t み" 新齡の IS 飘 


ぶる 日 弟の ヤコブが 樂を あて お 〇 ました 處 へ、 H サウが 疲れ 巧て、 野から 歸 つて ホました 0 
i して ャコ プに 『讓れ たれば ふ黑 議繫 にぁる S ピ がれに のませょ J と I 一口 ひま ぉ。 ャ 


n プ はこ i に、 『今 H かの 家督の 權を 巧に 鬻れ』 とい ム耍 ホを 峭 した 0 であり ましたが、 エサ ウ 

は、 蠢は齊 とし T がる 擊 f をな さを』 さ r、 P を SKQg を歡ん 

じました。 日本 にがては が 督の權 は 非常， に 重んぜられて 辟り ます。 家柄、 i が、 禮拜の 薇が、 
墓地. 財產 のが 前 等は 皆 そのが に 含まれて 居ります。 ユダャ 人には それら 化 K にな ほ、 雕の换 
別の 祝： 耐が私 子の-上に 與 へられる 取と なって 辟た のでを ります。 アブラハムの 毅 には 齡の が 

なる 穀辦 、舉 みがる 離 域と なり、 一 を縣 へられ、 }| して 繫 qS お 裳 Q 辭 ょり It っ 
る』 とい ふ 約 巧が 與 へられて 居り ましを。 而 して 當紙 ユ サウは がの 偉大なる 戴 觀の職 綴 孰で を 
りました、 アブラハムの 神、 ィサクの 神と 稱 へられる と 同様に、 エ サウの 神と も稱 へられる 答 
でぁりましたのに、 彼はこの勢きぉ换の權を輕献して、 た；.ぁ羹1術のためにをれ，^龄が|ぉって 
しまつを のであります 0 

二、 f みと 督 擅を！！ k りし iu が 

エ サウは ち 子で をりながら、 何故かく のかく 自己に》 利益な 資 貫を する やぅに なつた のでを 
巧 二十 二韋  一ニ セ 


第二 十二 韋 一二 八 
り ませう か。 前龄 はこの 晴の H サゥの やうに、 をれ® 轉 がくが 狐なる 職！： を蹤 & し 觀るも 
のでは をり ません が、 然しを る 撰 合には、 をの 精神の 根が に變 化を ホし たがために 斯 かるみ 败 
に陷るのであります。 エサゥはが-ホ乂に巧かれる質で、 身體の化健な、 獵がきな、 をして?^深 
い 所謂 巧ら しい 人で ありました。 さう いふ 質の 人の 往 M にして 陷る 誘® i は 匙ろ しい もので、 彼 
等は： 化 意し ないならば 動物 的な 性格と がしみ いのでを ります。 H サゥは? 貫 際 この 時齡 物が され 
てゐ たのであります。 を 腹が 化を して 動物たら しめ、 巧え る 獅子、 飢是 たる 狼の 如くなら しめ 

ましち 狐 ゎる 臟 臀齢 ザた 幾。、 編は 露を I たさんが 辭 めには、 麗 でも、 獻 でも、 ザ 
巧で も、 職 でら、 希望で も、 何の 選ぶ ところな く 費り 拂 ひます。 緋立比 書に 『彼等の 終は 诚 t 
なりおの が 腹を 神と なし 己が 恥を 光榮 となした ご 地の 事の みを 念 ふ』 (排 so 十九) と ありま 
す〇 かくの 如き 人々 は、 目の"： 刖の徽 のために 化を 見る 矿が 化 來ま せん。 傑は どうで もょ い、 唯 
がの 時、 其の 瞬閒 さへ がけれ ぱ ょいと 考 へます。 『手に ある 尉は がしの がの 齡に 倭る』 といん 豁玄 
は、 か、る人々の心持をずひまはしたもりでありまサう。 ユサゥもホかくの舶^^精神於態に陷 
つた、 めに、 爵 ぶべき ぷ督秘 を鸠ん じて これを 資り はなす 蹤 な亂聪 となつ たので あ 〇 ます 0 


ミ、 エ サウの 4 ぅが 

ご サウ) 置 警 がて 去り』 と ぁる 狐く、 H サウは がの 賊獻 辭が繼 くな ミ 辟り まし ミで、 
円 ミ志享 けた 損 萬を 忿 には 覺 りません ミちが、 紙し 鞭に 職ジ」 のをる 撤を 槪るゃ 
ぅにな つを 時には、 ちを 自棄に 陷 るの が當然 'であります 〇エ サウは 趙 つてが り ましを 。をれ よ 
り 後は、 船 はん &嘉 しみょり ミ テ だ Q が 隙を 毀み ま. J た。 へ テ だ を がらず、 此の 
化阪 りの 生活を する 人々 であります。 て サウは 自 がが ィサクと リベカの が 巧で をる 載、* 私 アブ 
ラ ハムと サラの 巧で をる 事な どは 最も 就 巧に なぐ、 アブラハムの 載し い亂 齡はユ サウに 備 がの 
献化 をら 及ぼして 居りませんでした。 歡 には！ 一;^ 佩 もな くが 製 もありません。 祝して へ テ；^ の 殺 
繁寸と 賢が！ 4;。 ゃ豁 。をな し、‘ おがは ヘテ^ S い麟 。などし ミゎ^ とがを 数る ぅ 
ち、 化は みや 四十 歲に なりました。 やがて 化は 款職 せんとし、 ヘテ^に 辦 めら れ たので あ 0 ま 
せ ミ 級に ヘテ^ 豐デ テち パス マテの？ 一が を繫じ 数り ましち 微の辦 き 叢が がは 為 
の 妻を 嬰した のであります 0 

巧 二十 二韋  ー ニ 九 


『燃 解は イサクと リベカの がが あ 煩と なれり』 (甘 六 ow 凹〕 

かくて イサクと リベカの が 5^ の圓 滿はエ サウの 爲 めに 破られました 0 

馨養 執の 教 S 撒は、 雕が キリスト のが ひ、 がの 齡ち歡 li の 喜て 神の 热 i、 . ホ 遠の 聖 

郎 でぁります。 i して また 滅 が£ は、！ 髮が戳 i 叙、 養の 靈 、解熬 載 ザ * 世狱の 
讓 でぁります。" S 黨しミ サゥ Q 舶く 、ミ？ Sr 磬とし ミ si を I ん ずる や 

ぅな 事が あつて はな 〇 ません。 

『燃ら が！ ^ ミ 版 ミとは 齡 いなれ かっボ S 阳に遭 ミ 巧ら の訓が 〔ために 錄 されたり 
(哥前 十 C 十】) 


だい  しやぅ 

第二 十 II 量 


3 ム ♦ク  さう ホい まだい  し -ク 

參牌り 倉 化 記 第二 *1 •と 章 


わが ふな  A でい 

おを おき 家庭 


「イサク 老て 目く もりて 見る あたは ざるに 巧び てな 授モエ サウを 召て 之に 戰户 ょと いひけ れぱ 
玲 へて 龄齡 にを りと いム イサクい ひける は龄ょ 我は が教て 4： が 船る やを 佩ず 縱ば新 4 龄 
み黯 城が 寒を Si 如亿 k で ゎがを め忆 殿を 聲 ゎが 炉。 む！； がをおり 磬 もちきた りて お 
はしめ ょ 巧 死る まへ に ふに 汝を祝 せん イサクが 獻尸卫 サウに 懿る 辟に リベカ 齡ゐ たり H サ 
ウは聲 を 獵て携 きたらん とて 野に 往り縣 にかて リベカ も モヤ コブに 說 りてい ひける は踞聞 

一く 吾の ために 疊を とりきたり 美味を 製り て 我 


な ムぢち t なんち あに  かた  いひ 

ゐ たるに 汝の 父が の兄ェ サウに 請り て 言 けら. 


こ ‘ - •し W •次  ミへ  なんちし ゆく  きらわが こ わがことは  なんち 

にくは せょ 死る まへ に 巧 H ホバの 前にて 汝を祝 せんと が ばち 于ょ 苦言に したが ひわが かに 


ま 二十 一二き  ニー ーニ 
输 ずる ごとくせ ょ龄辦 i の鹏が ゆきて 僻齡よ りが 軒の 二 個の 4。 きお f を 巧に と 0 きたれ 我 之 
を もて 紙が がのを めに 脂が のむ Ik がを 數 らん 觀 な！！ がに もち ゆきて がしめ が 死る 前に 汝を視 
せしめよ ヤコブ 其 母 リベカに 言け るは 义エ サウは 毛深き 人に して 我は 滑澤 なる 人な りが 
くは が！！ に搬る こと ぁぇ i らば がれは 辦 t 制と がに かぇんされ ぱ ir ずして 於て gig を ま 
ねかん 叢船忆 ぃひけ るは i がょ 紙が S はる、 繫 忆 I せん S ゎが證 したが ひ 盤て 恥 
ホれ と 是 において^ 往て 取り 巧の 所に もちきた りければ 母すな はち 父の 巧む ところの 美味 
を 製れ り』 (甘 お 0 1 — 十 凹〕 

ィサクが 繫-べ 为を嫩 へる 1の1いぃ擊 を ik むなら ば、 iQS 齡は が にも 8 なる 酿 
滿な 家庭を つくる であらぅ と、!! しも 期が せざるを得ないで をり ませぅ 。がるに 化の 歎 二十 セ 

齡が ょれち 繫をミ t ぷ屬 3 冀 をが ぃた靈 をが ミで ぁ。 ます。 證の 解に 
はが だを Q 難 & 蓋！： なる も ミ」 て 辭 がれて ゅ くを、 S」 一ぃ S 篡ぃ に拟を 

ます。 常が 圆滿 である 常と おはれ セ が、 护 がな Uli! 臟 て ゆく のを 度々 なる 事が ありま 

スィ サクの 養 も ー ミ i にもれ ずして、 で 整、 靈、 ， 家 igsl 寧が kg が ザち 踐 


ホん  A さク おう  けつこんし うとめよ め ぶで ラ わ はん  で ホ あ 6 を 1 らクヤ わ つた  ネ よぎ  さう V ぐし 卜 わク くわつ あじ 

巧の 不巧 慮なる 結婚、 姑と 嫁の 不調 か、 母の 溺愛、 父の 老衰、 妻の ホ僞 、が績 をの 狡猎 、化の 
嫉瓶、 貧がの父の死のが期、 妻のあ塞等がすべてこのマ^|なる家庭を襲ひました0『が等のこと 
は 我らの 訓巧 のために 錄 され』 てを るので あります から、 おみは この 家庭 不 かの 理 もを 骄究し 

じしんた る わで い ホい くわつ くわ ムサい し いた 

て、 自身 巧の 家庭生活 完 巧の 資 とを しませう。 

_、 ィサクの が 戴 

モリャの 邮の然 歡に徽 似と して 船 げられ 私微 齡がィ サクが、 がしが の 職に 臘 鱗 として 敷隙擬 
された としたならば、 よりな t に 彼の 名^は 高まつ たか も 知れ ま 世ん。 若し 然 らば 彼は 世 巧の 
悲劇 中コの 悲劇の ま 人 公と して 人々、 に 知られた でを り ませう。 がし 彼は 實 をの 觀に 早世は せず 
して 長年 巧を 生き 永ら へました ので、 をれ だけな ほ 多くの 犧 牲シ拂 ふべき 身と なつた のでを り 
ます。 

賢い リベヵと 結婚して 'W ホ、 彼は 餘 りに 柔弱に ながれた のでは ありますまい か 。『ィサクは 暨 
を唔 によりて エ サウを おしたり しが リベヵは ヤコ プを 愛したり』 と レ ふ 言葉は 恰も 奶の 隙間の 


第一 一十ー ニ韋  ご 二 四 

と！''*  わた</しと1 そ ホ ごいな 4 Ct5 た i t ム V ム み でを  い <■  5 ち 

やうな もので、 これ A 通して お 共は 其の 家庭 巧の 狀 態を 判然と 見る ことが 出み ます。 家の 巧に 
は 離の おの H サゥ、 鹿を 賞味す るん ィサク、 化が 撮 負す る 化の リベカ、 齡猎な 愛子 ヤコブが の 
"国 泣 i? を 見ます。 も 弱な 父 ィサクは を まり 嚴說 もせず、 がの 贈して 吳れた 鹿を 嗜ん では 魁 TS 觀 
を 巧み、 自 が不規 お になり、 元氣 乏しく、 早く 老衰す る やうに なつた のでを り ませう。 齡の舶 
き 人の 樂 しみは 美味を 食 ふ 事に あります。 鹿を をべ させて 賞へ ば祝禱 もしょうと いふ 0 でを り 
ます or& ょ 巧は 今ち て 何時 死る やを 知ず が ば 新 ふが の， 器% の 明が を斯て If に！！ で わがを め 
に 置を 獵 て、 わが 巧む 美味を 作り 戴に もちきた りて をはし めよ 巧 死る 前にむ 賊！ 一^ 齡 がんと』 
イサクは 言 ひました 。護 言に も 『酒に ふける ものと 巧を たしな む ものとは をし くなる」 とい ふ 
言葉が をり ます 0 

二、 赔 11^1^ の 於！！ 


リベカは ヤコ プ をを して 居りました ので、 夫 イサクが エ サウに 話して 居た 言 柴を既 き、 もが 

よ ！ なん 5 る- •なんち あ C わた  お わが  しわ  び 

ヤコフを 呼びょ せまして、 『かの 父 かの 兄 H サウに 語りて 貧け らく ちた めに 置を とりきたり 美 


味を 製り て 巧に くは せよ 死る まへ に 巧 エホバの 前にて 汝を献 せんと 然ば 吾が よ彰 il がした が 
ひわが 汝に 命ずる ごとくせ よ ホ 群畜の 所に ゆきて 彼齡 より 山 斬の 一一 邮の歡 一 まを がに とりき 
たれ 巧 之を もて ホり 父の ために 其 巧む 美味を 數 らん ホ 之を 父に もち ゆきて が！ 3 め 殿 船る 齡に 
ホを 祝せ しめよ』 と 言 ひました 〇 をし リベカが 夫を 眞 にが 敬し、 信 巧して 居たなら ぱ 、か、 る 
卑屈な 策略い は 出なかつた 普で をり ませぅ。 併し 彼女は 歉年 かの!！ にお 心に 對 する じ 棘る i ふな 紙 
情を 《ひ、 いつか かくの かき 偏狹な 精神に とら へられて 居た ので ありました 〇 この 事 15 に 紙し 
て リベカは 充分 責 巧を 負 ふべき であり ますが、 がし ィサクに もお點 がない とはいへ ません 〇を 
の 双生 のん 弟の 誕生に 際し、 神が 『大は ルに 事 へん』 と吿げ 給ぅた 事を ィサクは：! つて， & り ま 
した、 また H サゥが ヤコブに をの 家督 權を賣 つたこと をも歲 知して 居りました のに、 なほ 船は 
無理に エ サゥを柿樹|!?としよぅとしたのであります0 而してリべ 力はこれに對巧し、 ヤ コ ブ に 
エ サゥのを 物を 幕せ て 巧を 欺きました 〇 若し リベカが か、 る 場合に もな ほ 確く 信仰に 立つて ゆ 
く 婦人で あつたなら ぱ 、化の 事の ため ひたすら 神の 御 助けを 仰ぎ、 神に よつて おひを 得た にが 
違ない のでを ります が、 この 時 彼女は 『神は 自ら 巧く る ものを 助く』 との 主義を とり、 善い 目 
巧 二十 一二を  ニニ お 


巧 二十 一一 一草 


ご 一六 


俯の ためなら ぱ惡 しき 手段に が づるも 止む を 得ぬ と考 へて、 この スを譽 なる 詐欺が も 臨を 恥て 
用 ひたので あわました 0 
『sfK たるを よその 夫に 服へ』 (两 1110 十八) 

III 、ヤコブの S 撼 


ヤコブは をの 域捷 なる 性格に 於て 母の 弟子で をり ました。 彼は エ サゥの 美服を 身に 纏 ひ、 山 
羊の ドの が 皮で をの 手と 頭の% かな 部々 を 被 ひ、 母の^った 料理と パンと を携 へて 父の がに ゆ 
き、 エ サゥの 夢を 眞 似て 巧 にんを 欺きました。 ル J テルは この 裝 合の 光景を 想像して、 『余で を 
れば 震へ てが の 皿を 落した でを らぅ』 とな ひました。 がし 狡 婿なる ヤコ プは 身を も 聲をも 震は 
せず、 がへ る 父に かひ、 

『巧は かの おが エサ ゥ なり』 (かお 0 十义) 

と 平が としてが。 へました。 父が 
『吾子よ 近くより て 巧に お吻 せよ』 (サセ 0 甘 六) 


と ザ ひます と、 ヤコ プは みょり 鐵 面皮に も 父に 接 4^ しました。 而 して 父は エ サゥの みのをを 
Ik ぎ、 がの 抓を S 口 葉を U て 彼に 祝 齡を縣 へました。 

『ねがは も" 驚 とが qS が ミ P ご 瓢と齡 を 城が たまへ！ Tq 城 紙 ちに ミへ！ T の 船 
かに 躬を 鞫ん』 (廿 甘 八、 甘 化) 


< や 


四、 ェ サウの 悔み 


ヤコブが がから ip ぅけて 辭を敍 ち H サゥが 祖 から M り、！： がを 数 ミ t ん〇 解へ！： つ 
てがきました si" 驚に もがは ぃたく 黯 して、 s にが V おれる 齡を i いた 傲で ぁろ 船が 
まことに 祝福を 得る であらう と吿げ ました。 エ サウは 父の さ；： 葉を 閒き 、大いに 歎き、 

『父よ^ を 祝せ よ 巧を も 祝せ よ』 (甘と 〇册 八) 

と 泣きく づれ ました 〇弟 ヤコブは 貸に をのぶ の 通り 推 除 おであり ましたが、 しかし ェ サウ (ホ 
い) にもち るべき ところがあります。 齡は き 美味 一杯で をの ffl 績 權を賣 つたではありません 
ろ 一が？ 5 てし まへ ぱが がに I5S す S の k がぬ繫 ぶ ありまて エサ ミ S 敝もミ T 


巧 二十 一二を 


己 セ 


巧 一一 十四 章 ご 一八 
つで ありました 0 

力めて 凡ての 人と おが 自ら 辭か らんこと を おめ ょもし 鱗から ずぱ おを がる こと 職は ずなん ぢ 
ら 断が 號 らくは mqiif 戰ら ぬ® ぁ ミ®- らくは？ I はぇぃて 觀 いを i まし 錦く のが 
これにが りて 兢 さた 破らく は馨 ミの 繫一舰 のをめ に霉の 觀 を T しェ サゥの 抓 
き妄 なる もの 起らん ならの 知る ごとく 齡は をの、 ち 祝； 耐 をを けんとが したれ ども 賢て ら^ 齡 
を 流して 之を 巧め をれ ど 囘複の 機を 得 ざり き』 (來 十二 0 十四— 十 セ) 

驚 こ 十四彰 

S ん サク  さ ラ 公い ホ だい  しやぅ 

參 照り 倉 世 記を 一十 八 章 

ヤ n ブの夢 

父の イサクが ホ 男の ヤコブを が緯 人と して 祝； si した 保め に、 エ サウは ヤコブを^ みました 0 


麻して 船は 雜 からず、 父の 死期を 待つて をの 喪の 日の 過ぎみ 軟 、ャ 。プを 殺さぅ と、 むにみ して 
がりました 。がの リベカは をれ となく これを 知り、 ヤコブの 身に 危機の 迫つ て 居る ことを 深く 
覆 ひ、 輪を 呼びよ せまして ハランに 居る ぬ 父 ラバンの 許に 一時 泌れて 居る やぅに と 勤め まし 
た 。疏 して 絶ん はまた 夫 ィサクに が ひ、 

蟲 はへ テの 装 r のために がを 臟 ふに ぃたる ャコブ si の齡袋 r のが-きへ テの がな のがょり 穀 
を娶 らば 巧 身 我る も 何の 利 盆 あらん や』 (サセ 0 四十 六〕 

と1^|ぺましたので、 ィサクはヤ コブを呼び、 母の里なる ハランにゆき妻を娶るやぅにと命じま 
した 0 

齡 くば 勒 おの 神が を臟み ホを して 子が を かく 得せし め且 ホの 子孫を 增て かを してを をの 巧と 
ならしめ 义 アブラハムに 臟ん と热敕 せし 祝を が およびみ と共に かの子 孫に 賜 ひかを して 神 
が アブラハム にを たへ 給 ひし 啦 かが 寄寓る 地を 持たし めた ま はんこと を』 〔廿八 〇己、 W') 
が-はがが ャ n ブを もる 啦 の， ill のを 口樂 でを ります。 

|^^てヤ コブ は义 エ サゥのおりを避け、 且つは妻ををらん がためにハランの方へ赴きまし 
巧 一一 十四 草 一ー ニ 九 


巧 一一 十四 軍 


四 0 


た。 1111 百の 齡 の |巧 がるた 豁 におを 枕に 趴 して i るぅ ち、 微 はおの 載な！； をが ました。 
がると 酱 ち擊 がが にが ミ & り、 その" 露 巧にまで 畿 してが ります。 蠢の S がそ 

はしご  のぶ  お を しわ  わみ  こ 一一, をた 

の 梯子を 昇り 降りして 居ります 〇而 して エホバなる 神が をの 頂に 立たれ、 

『が れは敝 が & が ァブラハム Q 赋ィ サタ qI ユ支 なり 繫繫 ところ。！. は 2 を繁 g がが 
觀に賊 へん 祭 S は ％ の 影の ごとくな りて 酣嫣呜 齡に毁 がご 襄> .の" |くの ゃ 燃た 龄 
と 紙が £ にょりて i 船を ぇんまた 縣城 r もに ぁりて がて 城が おところ にて繫 まらり 


なんち このち  > さわへ 


巧を 此 地に 率 返るべし 我は わが かたりし 事 をげ ふまで 汝を はなれざる なり』 (甘 八 0 十 S — 

十五) 

との 御惠の 言葉を ヤコブ に^へ 給うた ので ありました 0 

か、 る さすら ひの 旅路に をる ヤコ プに とつて、 これほど 權 雌な 默 示はなかつた であり ま 
せぅ。 船は 撼基忆 しみぐ ii を獻 じて r したが 驚 Qi が i 忆觀し 総 ふこと を 


ムぢ 


がり ましち 舶 誠勢の ミ i も 瓶ド觀 って f ました 奶かち f 敝に g りた まひ、 g 
助 おらを き 享ら义 ミった 許へ、 巧。 驚 ミ龄 されました。 繫裝 を！！ 獻 ミる 


こと  こ t ろ さび  おも 


と參 ひに 沈める 時、 神は 先祖の アブラハム や ィサクに 與 へた まひし 偉大なる が 東を 繰な して、 
ヤコブ にら 請り 吿げ 給ぅた のであります 〇卽ち をれ は ホの w 項に わたる 神の 御妍 巧で ありま 
す 0 

} くに  るた  たた  こと 

闯を與 へ 給 ふ 事 

け^-巧を乂なる即巧等と巧し給ム事  . 

げ萬域 巧の 齡 ひと 辭祖 とが ィスラ H ル驴 巧ょり 巧づ べ^ 事 

刚ィ スラ H ル 熙賊は 狐齡へ ゆく ともが の 抓が のが 歌す るまでは 神 偕に いまし 遂に ユダ ヤの國 

/IV 

へ 彼等を 導き 返し 給 ふべき 事 

ヤコブの のが" 源は、 棋モが 地に 立ち、 共の 頂が 天に 達して 居る 事、 及び 神の 使たち が をれ 
をが り 降りして なる 事であります。 これには 深い 愚義 がを ります。 天と地との 閒に梯 でが 架か 
つてお辦が矿が、 鹏の巧たち、 神の|^たち、 神の^|'供たちがこれを昇つたり降りたりしてゐる 
のであります C 粥る のは、 梯子の 心に 在す エホバなる 神の 御 許へ 地ん の 人々 の 願 ひを たづ さへ 
て ゆく ためで あり、 降る のは、 神の 患み と 賜物と を 人々 の 評へ もたらす ためであります 。をの 
巧 二十 四を  一四 一 


第二 十四 草 一四 こ 
擊 は® 4r ぃ 微 ザでは ぁ 。ま ミ か。" ん とが ミ i がが 繁 I くは ぁりま ミ。 そ Q 聪繫撒 

ぃのであります が、 がし 若しを の 梯子が か、 つて ゐ なければ 載に ぃます 船の!； 解へ 解る 豁 がが 
來 ません。 をの 掠モ こそ 天地 齡の 游跟に 於くべからざる もので あ 0 ます。 

• ，•ミ  ）节 、めみ-,  •.、ねんの ち •あた  しゅ  はしご  み と 

ヤコブ ヵ この 學を おて より 一千 八 百年の 後に 當 り、 主 イエスは この 秘モの 息 味を 解かれ まし 
た 0 

『ピ ，ポ 、ナタ ナェ ルに 歡 ひて I 日 ふ蟲ら は？ セが！！ がに 紙し、 と ミが 試 載た を 紙し..， 

所のを に 遇へ り ョセフの 子 ナザレの イ H ス なり」 ナタナ H ル 皆 口ん 「ナザレより 離の 警き韶 か 
いづべき」 ピリ ポ いふ 「がりて 見よ」 イエス、 ナタ ナエ ルの がが' にきた るを が これを がし 
て 言 ひた まふ 「視 よこれ 眞に イスラ H ル 人な りを のがに 臨獻 なし」 ナタナ H ル I ー ロム 「狐!： し 
て 巧を 知り 給 ふか」 イエス 答へ て 言 ひた まふ 「ピリ ポの がぶ まへ にがなん ぢ が!^' 巧 もの 
樹の 下に 居る を 見たり， I ナタ ナエ ル答ム 「ラビなん ぢは 神の モ なり ホは イスラエルの おな 
りイ H ス歡 へて 言 ひ給ム r われ かが 無 巧 巧ので にを るを がたりと I 日 ひしに がりて 觀 でる 叫龄 
これよりも 巧に 大 なる 事を 化ん 一 また 言 ひ 給 ふ 「まことに 誠が 紙い にがぐ 巧 ひらけて がの 


のぅへ に^の 觀 たちの 昇り 降りす るをから 見るべし JJ  (約】 0 闽十お I を 十一) 

S イエスの 驚い がれち 巧に ぃ るミ蹤 ドは 狐が 點 イエぅ キリスト 狐が がで ぁりまて 
『巧 ひらけて』 とは おへの 概ド のか、 る こと、 巧への 燕の^ かれる 事で をり まして、 をの 梯子な 
るがの^^Qおyi^Q傲がを^^。户する 5をがるミらぅともはがげられまぉ。 

るが 霸嫩 ち擊 はがが I? が この 船の 晦齡 ミる S をが ミ がらを すか。 3 イエ 
ス 、キリストなる がの 撒 ドを 辭 り！： りして で地献 のが 務を 司る ことは、 信者 達の つとめで あり 
ます。 

お ！|なる 搬り qMq 髮を誕 めて & る 巧は 辦<ぁ 。ますが、 おだ へ i る 難を がり ま 
せん。 イ H ス 、キリスト 無しに も 神に 到る 事が 出 ホる と考 へる 人 もあります が、 をれ は 梯子 無 

で， 心の ぶ ♦ • - > 

しに 天へ 昇らん とする ものであります 

『イエ kB に II。 ひ 総 ふ 「が" は證 なり馨 なりが がな り縣 にがらでは i にても が GK にぃ たる 
5<?なし』 (約十^:〇六) 

ヤコブは 目 醒めて、 

巧 二十 四韋  一四 一二 
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_、 ヤ n ブの □1 マンス 

撇 しき 驴酿の 輸をつ r けて ゐたャ コブが、】 が 巧と 恥と を 敬ず る撇 ドの 魏を がて、. 一が 
彼と 偕に いまし ふ 事を 知つた 時の 韋悅は どんなで ありまし をで せぅ。 彼は その 翌日 元氣 ょく 
が 立して 旅を つ i. けました。 やがて 化 父の 化む 東の 那 へ 到着して みます と、 共處の 野に 祖先の 
巧つた がが が あり、 をの ほとりには 一一 一つの 羊の 群が 臥して 居りました。 义 をの 井戶の 口には 大 
きな 石が 超 もれて をつて、 羊の 群が 皆 あつまつた 時に をの 石を まろばして 水を 飲ませて やる の 
であります 0 

ヤコブは お 漱羊啸 たちに が 父 ラバンの ii を 尋ねて みます と、 糾 切な 彼等は T 寧に 話して くれ 
ました 〇 『が私 は 伯父が フ バンの がむ 出 地です。 巧 父 様は 至つて 御 達を です 〇向 ふを 御覺 なさ 
い、 ラバンの ニ ホ お ラケルが 化 父上の 羊を 連れて 來て 居ります』 と 言 はれて、 ヤコブは 彼 巧の 
5^す方を見ますと、 巧程澤山の羊を連れて井戶に近づいて巧るラケルのをが見ぇました。 ヤコ 
ブ は初對 面の 紙 かとを の おとが 近づいた 時、 ま づ井戶 に 進み 寄り、 大きな 石を 轉 ばして 羊の 群 
巧 二十. 立韋  ■一四 五 
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】 四み 


みづ お， 

を 飲 ひましを 0 

威ぃヴ 踰 の 傑、 冀た繫 に 靈ミ麗 ぶ ャコブ ミろ こ ミ 難に 縣ぃも ミを り 

ましたで せぅた i は縱 & ラヶルに 驚し、 SQI り駭が がらに がが を g 化 敬し ましち 
ラヶルは 繁 たた 忆 ‘聲、 srs.r£ たされた 載で ぁ。 ま T。 雙は S へ！？ り 齡って 
がに を qS を がげ ましち がは I ぃて、 が 時に 解たぃ ラ ごとは ぃへ、 磬に 傲ん し 為が が 
ヤコブが 遙 々辦 ねて がた ことを 知る や、 がりが て 船に ぁ ひ、 をた、 かく 齡を激 へ；： <れ ました。 
かくて ャコブは 輪い して ーヶが 機の 雌稚 擊れる i とに なり、 ミ 離が は齡 リベヵの J};、 が ィサ 
クの 消な などを 語ら ひつ、 樂 しい 日を 教 りました。 

二、 ラ パンの 霖漱 お齡 


は、  をつ とち 玄む 巧と か ミ わつ ひと  を-*  ミ こと  をし  か clft 

ヤコブの 母 リベカは をの 夫を 欺く 程 絞据な 人で、 ヤコブに 父を 欺す 事を 敎 へたの も 彼女で を 
りました。 しかしを のぶの ラバンは、 また 彼 わょりも 更に 狡猎だ M でありました。 ji して こ、 
に、 伯父 ラバンと 巧 ヤコブとの 巧は り もず、 もに 齡 しが ひの f ん || となつ てし まつた ので ありま 


す 0 『ダィヤモンドは ダィヤモンドを 切る J、 『ギリシャの 武 壬は 偶々 ギリシャの 巧 ± とがち 合 
ふ』、 r 賣 ホは 資られ た J、 r 欺し 手は 欺され た』 などい ム證 があります が、 パウロは この 理を說 
いて 『神は 侮る •へきを にあらず 人の おく 所は をの 刈る 所と をらん』 (加 ス〇た レと 敎 へて 居り ま 
す 0 

狡 婿なる ヤコブを をのけ 癖ょり おはん がを めに、 神は 一 齡按齡 なる 化が ラバンの 齡に教 り g 
ふたのであります。 神は5像に捉はれたるィ スラ エ ル國巧を：^はんとして、 一 齡齡像にみちた 
る パビ。 ン帝酿 へ捕齡 として 毅り給 ひし 取 もを ります。 ャ n ブの舶 き紋齡 なんがが が ラバンに 
は 十 度 も 欺かれました。 龄 aifi へがたい と 思 ふ ほどに k かれを 範 T のが 起と もが-揉な 莉驗 にか 
けられた のは 彼の 結婚 當 日の 事で を ました 0 

をと して 待遇 さおた ーケ 巧が 過ぎて 後、 がる 日 ラバンは ヤコブに^ つて、 

『かは わが 兄弟 なれば とてを く 巧に 役 事べ けんや 何の 報酬を 望む や^に 吿 ょ』 (甘 化 〇 十五) 

と 言 ひました。 ラバンには 二人の 娘が あつて、 姉は レア、 なは ラケルと いひます。 レアは がが 
菊く ありまし たが、 ラケルは 顏 立の 美しい おでを りました 〇 ヤコブは ラケルを I ごてが り まし 
を 二十 五を  .一四た 


を 二十で 草 S 八 
たので、 伯父に 答へ て 云 ふには、 

『我な の季 ホラ ケルの ために お 年な に 事ん』 (甘 九 0 十八) 

と 。ラバンは これを 聞いて ょろこび 、他人に 娘を やる ょりも、 甥なる 彼に 典へ る 方が どれほど 
善い かしれ ない と 言つ て承譜 しました ので、 愈々 ヤコブは 七 年間 ラケルの ために 勤める 事と な 

あい  占 ねんつ と 》が  おも  ひわ 卡 

りました 。ラケルを 愛して 居る ヤコブには、 お 年の 勤め も 長いとは 思 はれません、 た r 日數を 
かぞ へて 結婚の 日を 待ち望んで 居りました。 

巧 日が 經 つて 勤めの 年限が 終へ セ 時、 彼は 愛する ラケルとの 結婚を 要 ホし ますと、 伯父は 承 
知して 種々、 結婚 まの 準備を なし、 多くの 人々’ を 巧いて 宴を 催しました。 をの 式日の 夕刻に、 化 
嫁は スリヤ 人の 習慣に 從ひ顏 覆 ひを かけて ヤコブの 許に 連れられ ましたが、 も 婿な 伯父は ラケ 
ルの 代りに 姉の レアを 彼に 巧へ をので をり ました。 

をの 驳 日の 夢であります、 ヤコブは?！ のなかに 驚が ました、 巧 嫁は 自 々の 愛する ラケルでは 
なく 目の おい レアで をつ たからであります 。彼は 心中 怒りに 燃ぇつ、 化 父に 向 ひ、 

『巧なん ぞ此 事を 我に なした る や 巧 ラケルの ために ホに 役 事し にあらず や ホなん ぞ 巧を 欺く 


や』 (廿化 〇廿 置) 

と 略^ました。 織しながら 游 もまた、 自 瓜が 年 おいた る 父 ィサクを 欺いて、 兄の 祝福を 盗み取 
つた iS を狱ひ 殺した 時、 『あ、 これは 罰で をる』 とふ 化き、 自 々の 卑しき 心根を 反省して おんだ 
ことで ありま サぅ〇 共の 時 ラバンは 言譯 して、 

r 嘛 より 化に 脱^ 嫁ピ むる 幕は 我國 にて 爲 ざると ころな り 其 セ 日を 過せ 巧を い疋を も かに 巧へ 
ん縱 ぱ汝是 がた めに II た 年 巧に 事へ て勒 むべ し』 (廿 化〇サ 六、 廿と 
と f おひました ので、 ヤコブは これを 承 諸して、 一週間の 後には ラケルを も 妻と して 貸 ふ 事と な 
つたので をり ます 日 

111、 をを をむ 黯。 載 

^ くして ひ 一と 心の がっ が？ での 黃が邮 がました。 これは；！ ち || ム i。 い 載では をり ません。 ヤコブの 齡 
がと いふよりも 寧ろ 狡 婿なる ヤコブが 身の 化 獲で ありました。 又 伯父の ラバンは 二心の おに】 
人づ つの 侍婢を も 巧へ ました。 ヤコ プは レアよ りら ラケルを 愛しました が、 神は 慰めな き 者を 
巧 二十 五を  ‘ S 九 


第二 十五 寧 一 五 0 
かへ りみ 觀ひ レアの、 齡 はる、 をが てを の 開き 給 ひましを、 ラケル には子 巧を 與 へられ ま 
せんでした ので、 こ、 にゴ 人が 子を 產む & サを はじめを 事を 聖書に 齡 しく 記されて あります。 

-/ ではを か-^ がけず 齡 ひで、 がが 達に f なき 場が にはを の、 侍婢を 夫に 與 へて なりと これを 

た 巧 ど はげ  き やぅ さ ラいた  けつを ょ ■•にんれ す-!; ちな、  ， > • 1 ぶ 

得ん とする 巧 激しい 競爭を 致しました。 な 局 ヤコブには 十二 人の 息子が 興 へられ、 をの 十一 一人 
は ィスラ H ル國 巧の々 派の 祖先であります から、 こ^に 齡等 のぶを 巧げ てみ ませぅ 0 
レ ァの獻 尸 ご ハが)  ， 

ル ベ ン 
シメオン 
レ ビ 

ユ ダ 

ィツ サカ ル 
ゼ ブ ルン 

レアの 侍婢 ジル パの 息子 (二人) 


ガ ド 

ア七ル 

ラヶルの 騎卜 (こ 人) 

3 セフ 

ベ ニヤ ミン 

ラヶルの 慌 It ヒル ハの 縣ザ 心で) 

ダ ン 

ナフタリ 

四、 ヤ n ブの お猎 なるお 禮 

t での 豁 のために 十四 妈蛾瓣 めた ャ コブは、 がが に 離れて 離へ 驗 らぅと 賊 3 しました が、 微 
婿なる 化 父は なほ も 彼を 化め やぅと 企てました .T 彼は ヤコブに 向つ て、 r 若し お 1 心の 意に かな ふ 

• と くだ  わた  ミ わを A ぐ くだ  こと  し 

ならは 留まつ てゐて 下さい 。なは エホバが お前の ゆ是 におを 惠んで 下さつた 事を 知りました。 
第二 十五 革 ■一 五一 


巧 二十 五 草 一 五 二 

♦ 

俯で もがし いものが をるなら ぱ だげ るから 言つて 下さい』 とちつて 引止めた のであります。 ヤ 
コブは 『をれ はたし か心齡 がが てから 繫 ザの 献 產は鴻 ぇました、 神様は あなたを 祝 まれました。 

ぉ U 齡歡 ‘5 もがが S Q ミ忆 ばを 臟 いてら & られ ままん。 費忆 ぱを齊 ミミ 

では 仰がに なつ をら がの が 私が 巧來 ませう。 おは 早く 一家を たてなければ ならない と 思 ひます 
から』 と獻 黨 をが しました。 ラバンが 然 らば 何を 望む かと 重ねて 尋ねました ので、 ヤコブは 考 
へて， 『備も 伽に 製み といつ ては をり ません けれど、 斯うして 頂くなら ばな ほおは 六卜年 勤め ま 
す。 ミは 養 IT が 載が の齡 の 恥を 骗 ミミ、 獻ゃ齡 ii ミの だけ 茲い がらせて 職， きま 
せう、 をして これょり _s れる If がで が? if の 子を 二人で々 け ませう 。をの 他は 凡て 影 方の 所有 
とな さつて は挪 仲です か』 とが II しまし を。 ラバンは をれ を 承諾し ましたので、 彼は】 一つに々 
けたを の撫を 墓れ てづ 一が がを 臨て た熙 脈に ゅき、 其 影で をれ を畔ふ 事と 敬し ましたが、 化は こ 
、に また？ な 8 を S ひま ぉ。 攀 SS 齡ぃも Q が？ 瞧 忆 は齡ゃ irr して 敵 ま 
せ、 献 いらの、 がには がが の ものと なるやう 能ら ひました ので、 自が 伯父の 所有は み 歎に 巧 

ひじ やう  ミ をち  おは  を 吃 しもべ  およ • ら< だ 

0 て ゅきました。 かくて ヤコブは ホ 常に 聲か になり、 化 父ょりも 多くの 家畜、 俟婢 、あ ひ路 化、 


蹈 馬を 所有す る やぅに なりました。  ' ‘ 

齡縱 ド-が 齡が觀 がに 嚇 がられる ものでありません。 齡は聯 み^はん とする ものを 富ましめ た 
まふので あります から、 をの 様な がしき 企圖 にがで ず ともょかった のであります が、 ヤコブ 
はま だ-- 默 がには なれません でしを。 彼は 尙 ほ】 がちし き賊驗 を經て 後に、 がく 棘の 王 モス 
スラ エル〕 となる 事が 出 ホた のでを ります。 


だい 


L やク 


第二 十六 章 


さん サク  ぞうせ レを だい  しや 夕 

參 照り 創世記 第 S 十一 黃 


ヤコブの 歸國 


みちび 


、エホバの 導き 


こ b ご .A  4 い 5 みぶん  お ほ .A をく  6 ゴ くらく だ およ  ろげ  しよ いう 儿や 

神の 恩惠 により ヤコブは 富疏な 身分と なり、 多くの 家畜、 婢俟 、略 化、 及ぴ魄 馬の 巧 有を と 


第二 十六 草 


一直 一二 


巧 二十 ホ韋 


五 四 


なりました が、 或る日の 事 ふと 彼は、 伯父 ラバンの 够于斯 がが おを I 一口って 曆 るのを おにし まし 
を 0 


!> コブゎががの醫.^;^く潑ひ8(驚にょりて§磬を|^たり』 ぉ一 〇こ 

れら  る、 ラった  を ミ たい  た •ぐ ラ きふ  わは 

と 彼等は 父に 訴 へて ゐ たのであります 。をのた めに 化 父の ヤコブに 對 する 株 遇が 斗 心に 變 つて、 


微を 職く變 やぅ 忆な りました 。彼 革 も ミ 賤」 ましたが、 はかは る 載な 
く ャコブを 富ませ 給 ひました ので、 狐は 據截を 受けは しませんで した、- がる 船 ュホバ は 鐵の帖 
に ャコブに 現れて 

『觀 ラバン もて 城い & すと ころを If みるに 縣 はべ テル sf なり g 驚に て磬 P おぎ 皆 
にて 巧に 誓を 立たり 今 起て 斯 地を 化て 汝の 親族の 熙 に i へれ』 (化 1 0 十二、 十 I 二〕 

も 吿げを ましち をれ は齊 だの おに- 繫縱 ひし 鹏ち齡 がが てた km 1 十 澄 誤 難が 

意味して をり ます。 を こで がは 妻の ラヶルと レアを がに がび がして 離へ 鹏る躬 にっきが 獻 しま 
した IT 彼等は 魅ち に同款 して、 

『都て 神の 汝に 言た まひし 事を 爲サ』 (册 1 0 十六】 


と 答へ ました。 


むだん  し 防った い 

二、 無斷の 出立 


S うだん 


たつた ごた， 


しよ いうぶ つ 6 と-*^ 


游に ヤコブは 紙 邸せ を」 て、 做 父の ラバンに 相 誤な-^ に 堅 致し ましち 所有物が 人々 を 
が 酷す る 穀^に かう しち 載 Q 鹏 H をが る こ ミが り 瞬ち な も Q であり 享 。ラ ご ぱ慾ミ 


をめ に、 ヤコブが をの 壊 I を がって 厳踩 する 輩を がして 託しません 。ヤコブは をれ を 知って ゐ 
ながら繁の|^た1<の脈髮¥く5:ミ^ ぅと替た-めち ががに靈4じで3んで町 
を ミミ 。 ます。 ヤコブ のがた範 が fi ぞ &、 雙 のがに が-まして、 讓齡 は孩ぉ 勝 
しました。 I して S がを擊 れミ觀 をが」 ひを て、 5 が SS 職& ギレアデ (駅熬 
の 皆賢縱 にが」 ひ！？ きまし を。 ラ ごは 級。 に i らた S がいが 忌り とごブ Q 驚と が ハ 

の數ぞ 等を 齡渺 して かへ る つらり でを りました が、 この 時 神が 巧の 夢に ラバンに 臨み、 


‘.『 紙ち 勝み て 善も毯 も ごブに 撒な か £ (が 10 甘 巧 
と吿げ || うたので ありました。 

巧 二十 六を 


五 五 


巧 二十 ホ韋 


.五六 


ギレアデ のが々 は 五 モが龄 の 高‘ さが あり、 が ハの あたり 一 體は綠 色 濃く 樹木が 繁茂して 居り ま 
して、 狀徽 とはが ハり 非常に 趣 深い 景色で をり ました。 その 高い 山の^に ヤコブは あつの 天幕 
を嚴 つて 辟た のであります 〇 ラバン もホ をの 瓜 お 達と 巧に 近くの 山に 天幕を 張り、 直ちに ヤコ 
ブに一 k 判を 持ち かけ、 彼が ひを かに 逃れ 巧た 事を 責め ましを。 

『離に。 f 攝に繼 さり 輪を はなれて 濟で 縣にっ げざり しゃ 縣輕 一| と繁 苦繁 g を も S 

を!^ りしな らんを 何ぞ 我を して わが 巧と 女に 接吻す るを 得 ざら しめし やか 愚妄 なる 事を な 
せり か躬に 害を くは ふるの 能 わが 手に ありが どか 等 のん の 神 i お 巧に をて なつ i しみて 善 
ら惡も ヤコブに 語べ からず といへ り』 (化】 〇廿 七— 甘 化〕 

か、 る 言葉を 伯父の 口から 聞い を 時、 ヤコブ も 大分 激した 氣 々でを の 談判に 鹿 答し、 自 が 
十四 年間 二人の おのた め、 六 年間を^ のためにち 勞 して 勤め セ 事を 述べ、 

『巧 何の 想 あり 何の 罪を りて わか 乂 急く 我を お ふや かは 十み も わが 價を 易たり 若 わが 父の 
神 アブラハムの 神 ィサクの 畏む者 巧と ともに いますに あら ざれば か 今 必ず 巧を 空手に て 去 
しめしな らん 神 わが 苦難と わが 手の 勞 をを かへ りみ て がな かを 責 たまへ るな り』 (化 一 0 化 


ム ハ、 凹 十一、 凹 十二〕 

と力說 しました 〇 親戚 郎 志の 不和は む もい いらので あります 〇 併し 照 ホに 希齡 がを るなら ば、 
默 して 居る よりも 却て をり のま、 にが 辟け て、 各自の 立場を 巧 かにして おく 方が よい 震が あり 
ます。 『雨!： つて 地 固まる』 とい ム譬 もを るではありません か。 默 してん 中 恨んだり 巧んだり す 
るよりも、 所謂. 江戶 つが 肌の 散り 方の もがよ ろしい と趴 はれます。 

111、 恥 如の 條觀 

戳 なくが がの がい 贿らぃ でが をゃぅ でを ります。 

r が I? はわが 女于 等は わが^ 群は わが 群 巧が 見る 者は を わがが 屬 なり 巧 今日 此 わが ホ 等と をの 
がた るが をに 何を なすを えん やが ば ホれ 巧と な 二人 契 & をむ すび 之を 巧と かの 間の 證 憑と 
なすべし』 (化 一 0 四十 S、 巧 十四) 

このが 日 葉を 聞いて ヤコブは 喜んで 齡 賢し ました。 而 して 其 原に 大きな おの 巧を 建て、 石を 積ん 
で 較を谁 り、 下' 瞬^ 「日 アラ ビヤ^が 爲る やうに、 此の スリヤ 人 ラバンと イスラエル 人 ヤコブと 


巧 二十 ホ韋 


一 五 セ 


巧 二十 ホ韋  一 五八 
が、 一郎と がに、 その 研 敬の おでく 鲜 料いた のでぁります。 彼等は がの 石齊を 『證 憑の 搔』 とぶ 
がけました 。斯くて 彼 巧は 條妍を 結び、 

『縣% が 盛 ひに わかる、 に% ベる 時ね がはく ぱュ ホバ聪 と汝の 間ピ璧 みたまへ 巧 この 垣を 越て 
敝^害せじホこの垣この柱を越て我を害せざれ アブラ ハ の神ナホ ルの神彼等の父の神わ 
れら の^を 鞫き たまへ」 (W 1 0 四十 化、 五十二、 冗 十 S 一 
と 盛 ひに 驚 ひました。 かくてが 巧は 樂 しく 食事を なし、 をの 山で 一 かを 明哪 し、 平和の 音信を つ 
た ふる 朝日と ともに、 ラバンは をの 巧と 娘と に 接吻し、 これを 祝して 後 別れて 歸途 につき まし 
た。 これは 卽‘が スリャ 人と ィスラエル 人との々 おの 臨を でを ります。 

贈が の爲 めに がふょ りら、 斯く 境が を 明かに たて、 互に 獨立 する 方が、 遙 かに 後つて 居り ま 
す。 それは 國ぶ にがてら 家庭に がても 同様の 理 でぁります 0 

、 驚 二十 セ彰 


ヤ n ブの改 也 

一、 嫩 のこ 齡 

m 

『なに ヤコブを の途た 進みし が 神の 囊 これにを ふ ヤコ プ こを おて 是は 神の 睐營 なりと い 
ひて をの 處の 名を マハナ ィム (一一 營) とな づけたり』 (州 二〇 1 、 二) 

神は ヤコブを ホらん が ためにを の 使 おを 送られた のであります から、 彼は 全く おんじて をの 

齡 にす、 む戟 でを りました が、 搬し なほこの 喊の 彼に とって、 がが 無抵抗主義を とり、 龄 神に 
のみ 賴る 事は むづ かしい ことで ありました 0 、 

4^化ぺ テ 0が劍をがいてが叙卽の勒の耳を切り落した時、『まィ ；は化を制して、『なんぢの 
劍を もとに^ めょ すべて 劍を とる をは 劍 にて t ぶるな り 巧 わが 父に 請 ひて 十二 軍に 銭る 御 使を 
今を た へらる、 ことおは ずと おふか J (太 甘 六 0 五十二、 五十一 二〕 と 言 はれた ではありません か 0 
巧 二十 セを  一 五 九 
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然 彼は 懼れ、 A つちし みました。 遂に 彼ぶ 考 へた 搞 、ぷ まと 人々 を 二 紐に々 けました。 

•『エサ ウ らし 一の 隊に ホり てんを うた ぱ 遣れる ところの 一隊 逃るべし』 (州 110 八〕 

四、 脈り 

『困つた 時の 神!？ み』 とい ふ證 がを ります が、 しかしを く 祈らない よりら ヤコブの やうに 祈る 
事が お來れ ば、 をの ホが どれ 程 幸で あるか わかりません。 今 ヤコブ の^りを 聽 きま 告う〇 
『わが t 心 アブラハムの 船 わが 父 ィサクの 神 エホバよ ホ 嘗て 巧に つげて ホの 國 にかへ りかの 親 
齡 に哪れ 巧れ なん ぢを善 せんとい ひた まへ り 巧は をん ぢが 僕に ほどこした まひし 恩惠 と眞實 
を 一 もを るに たらざる なり 巧 わが 杖の みを 持て この ョルダンを 裤 りしが 今は 一 一隊 とも 巧に い 
たれり 斬く はわが 兄の 手エ サウの 手より 巧を すく ひいだ しを まへ 我 彼を おを る 恐く は 彼き 
たりて がを うち 母と がに 财 ばんめは 嘗て 巧 かならず ホを 患み かの子 孫を 窝の 砂の 多して 數ふ 
ベから ざるが かくな さんと いひた まへ り』 (化 二〇乂  — i ■二】 

ヒつ  いの  と 

實 にう つくしい 祈 〇 であります 〇 而も 

を 二十 セ 草 こ ハ ー. 


を 二十 セ韋  一六 二 

耐が 柳が がが 齡龄 
が 己の 恐怖の 纖悔 
神の 恩 惠に對 する 感謝 

の iS 繫 はがの 心を 卽 かさずに は 措きません。 おはこ わ矿 りの 文章を つ わに 寶 謡いた します。 
『II わが 杖の みを がて』 と 祈りの 中に あります。 ヤコブの 最も 大切なる 所有は、 羊を 飼 ふため 
のこ  <5 1 本の ぜ でありました。 をの 杖 一将を 携 へて 故國を 巧た 機は、 今 神の 惠み にょり 一森の 
齡を 得て 齡 らぅと して 居ります。 お i をの 杖ょ。 二十 年 ?刖 ベ テルに がて 梯于の 夢を みた 時に 
も、 彼の 化邊に 横た へられであつた をの 杖。 ラケルの ために 七 年、 レアの ため 七 年、 家畜の た 
めに 六? f を ラバンに 仕へ て 暮す閒 も、 おを らく 彼の おめ となつ たのは この 杖で をり ましたで せ 

じこ r し みる 6 つた  亦— ゥど  あに  ちら  し と 

ぅ 〇 ( 事實は 知りません が 或は この 杖は 狩人なる 兄エ サゥょり 實つ たものから 知れません。〕 巧 
にも 此の 杖は 化に とつて 神の 導き、 神の 恵みの しるしで をり ました、 彼は それを 巧るな に、 ホ 
し ホの 神の 護り と 恩恵と をな ひ おすので ありました 0 

L よけいし がた  どうやう  つた  さうた う み Ac み さぶん  しな 10 

諸兄 姉ち にらまた 同 稼に、 何 か ヤコ プの 杖に 巧當 する やぅを、 巧惠を 記が す •へき 品 おが ある 


ことで ありませ ぅ， 母の {si 眞 、友人よりの あ 類、 父よりの 時計な ど、 それらは すべて 人々 にと 

わム とそわん ひん 

つての 尊い 記が なであります 0 

た お <9 もの 

四、 育めの 贈物 

が縱 とい ふ抓齡 よりが ひ W される 事は 容易な ことではぁりません。 ァ コブは がく 祈りながら 
も、 も W 巧みな 策を めぐらして 居りました。 兄の 怒りを なゼ める ために、 五 百 五十 頭の 家畜を 
が！： として 齡 りました。 をの 齡 りが も おおでを ります。 十六 鉱 からこ 十齡 にを の 齡しぃ 記事が 
あります り 

齡幣 よりも 斬め の 齡邮が 齢 かに 解って 居ります。 がし 神は ャコブを して、 自 hj の 策略に よっ 
ては 热 がの 離に 人ら しめ 齡 ひませんでした。 M の 國を繼 ぐた めには 謀らむ ものは 相應 しく あり 
ません ので、 ¥ はこ、 におが 鹏 おに 齡 つて 一つの 仕事を 爲し盼 ふたので あります。 

ホ、 おがを とり 載 ふ 船 

タニ 十 セを  一六 己 


第二 十 セ 革 ー ムハ四 

『厳邮 がれに S がて げく 齡は 繫繫の •おに 觀 りしが 踞かぉ きぃて】 たの 賢 一での 仕 女 
をょ び 十一が の卜を 攀戸ヤ ポクの 微^ 一 ゎたり 卽ち裳 ミ みちびきて 川を 渉ら ぉ 又を 
のおる|を臟せり ||してャコブヴ|^りぉだりてが0鹏るまで寶ががピ (巧一〇 
廿 ーー 廿 W〕 

が那 しその ゴ心 はがが をと りました 。ヤコブは 一 も' 懸命で をり ます 0 『巧を 巧げ る 者、 一體こ 
な齡 であら ミ齡 であらう とら 觀 がの 齡 ちる 狐 魔を する をで をち ミミ 倒して しま 
へば^る ことが がが るに 揽 患ない』 と説 h へました が、 なか'-^ も强く 倒れさう にも ありま 
せん。- 縱に脯 lih が ヤコブの 齡の繫 。に 賊れ ますち をの 枢 骨が はづれ 、をの 膝閒ヤ コブは 覺 9 
ましち 『がが と、 ム r 化 一べ する がは お ミミ か、" 警を ミを ちし 旅して 船は 證甚ひ 

まし わ。 鹏が觀 が おを 聪^ に縱 がせられ るた めには、 様々 の 道を とられます。 この 時 ヤコブに 
は、 がかる 事 is のうちに 顯れ給 ふたので あります。 

メシャ なる ィエスが が賊 きの 作の‘ 齡に がろ 赢が鹏 のがを 擊 るか』 と尋 ミれ た 時、 をの 
がは がらず して T おょを は 齡 なる か 嚇献ぜ まほし』 と 略び ました 0 『か 恥を をたり ホと 語る もの 


は をれ なり』 と イエスい ひ% へぱ 、『まょ 巧は 信ず』 と 云つ て 彼は イエスを 巧し ました。 これは 
S イエスの がが 縱が であり ましたが、 ヤコブは 彼の 樞督 がは づれた 瞬間を の 力 I がべ する 人が 主 
でを る ことを 覺 り、 化の 心は 見事に 人れ 代 へられた のであります 〇彼 はこ、 に 巧 力す る 事を 止 
めて 信賴 する 事を 始めました 。彼は 自身の 狡 婿を おて、 神に すがつ たのであります。 

セ、 依賴る ものは 强し 

がが をが めた ャ n ブは齡 麻^ 數が しました 。船は 燃め て 做を 齡い総 ひ、 こ、 にヤ コブ J 齡齡 
者： > は イスラエル (神の 王子〕 とな 名せられ たので あ 〇 ます。 

『是を なって ヤコブを の處の あを ベニ エル (神の 面〕 とな づけて 曰 ふ 巧 面と 面を をはせ て 神と を 
ひ 見て わが 生命な ほが るな りと」 (册 .二‘ 0W レ 

『ヤコブ』 は 神の 闕に 入る 事を 許されませんで したが T イスラエル』 としての 彼は 巧 束の 轉 にが 
る が 出 ホました 。巧々、 もまた 押 除け、 巧々 けて 円々 の 力に 賴ろ ことを せず、 『玉子』 としてで 
に 在す 父ょり 一切を I" 承いて 神の、 聖阐に 入り ませぅ 0 

を 二十 セを  ごハを 


巧 一一 十八 ホ ー六 ホ 

載 二て t 彰 

5 ムかク  さげ 廿 いき だい  しやぅ だい  レやク 

參照 = 創 化 記 第一 二十 一二 諷 I 鍛 一二 十五 萬 

"、私 如の 哪齡 

エ サゥは 四百 人を 率ゐて ヤコブを むかへ ました 〇 二 十 年の 歲 もが 流れても、 彼の 巧みは 流れ 
まりません でしを。 何としても 戰 もの 外は ない と 心の中に 決し、 軍備は すでに 整 へられて をり 
ました。 併し 戰 ひは  一^では かみません。 何程 戰 ひを 撇ん でも、 敵が これに 麟 じないなら ぱ戰 
ずには なりません。 

ヤコブは 兄エ サゥと 戰ふ をはし まいと 決して 居りました 〇 たと ひどれ 程の 犧 牲を佛 つても；^ 


プ がわを も 身を か r めつ、 化の がに や 化する を 見て、 エ サゥは 走む 寄り 堅く をの 苗を いだき 

< る つけ  ホた  こ-*  ねんらい  とん こん  と へいわは る ふた®-  ♦やろ だい ゥへ 

き 接吻を 曲 ハへ ました。 なに 二十 年 ホの が 巧は がかれ、 あた、 かき ぞ がの 春が 二人の も 弟の 上に 
隅 ホを 放つ たのであります。 解け 合つた 二人の 版には 谋の 玉が やどつて ゐ たこと であり ませ 
ぅ。 あ、 平が、 殿は しの 機の i ぃ かよ。 

化エ サゥは 觀 於に 滿ち • I がかに 情が あふれた 言葉を なて 巧め て 尋ねました 0 
諸、 の おは 1： のた めなる や』 (化 110 八〕 

ヤコブは 莫び 勇んで 答へ て 言 ひます には、 

r 縣 もし 紙が がの 前に 獻を ぇたらん には 請 ふわが ホよ 〇 この 禮 物を 受よ巧 なの 面を みるに 神の 
% を みるが ごとくな 〇汝 また 巧を よろこぶ 神 巧を めぐみた まひて 巧が 有と ころのを 足りされ 
ば 請 ふわが ホに たてまつる 禮 物を 受 よ』 (化 己 〇 十、 十一〕 

ち踰 しさ I って 彼は SI& 被 ゃが梦 の is がを k ち i たる 齡の馨 は nsr の觀 i も K 
びません、 をの 爲 がは 神の み 知り 給 ふところ であり ませう。 

ェ サウは 一 あは お 退し ましたが、 弟の がなる 情を 思 ふて は 断りが ね、 喜んで 凡てを 受け まし 


巧 二十 八を 


ホ 七 


人々 の 知る かく、 載 爭は幾 億 萬の 費用と、 幾千 萬の 耸き靑 年の 生命と を 要 ホす る もので ありま 
す。 

此の‘ 二人り 兄齡 がその 後路り がふた るが がに がみ、 歡¥ もの 傲が ィ サクが 船 おを がった 解に 
も、 共に 睦 じくみ を 合 甘て をの 遺 鞍を 葬りました 0 

こ-一ん けつ  もんだい 

二、 純潔の 問題 

獻 W ャ コブが 辦 おの 啦 にがって 傲、 城と をの 教範 I? は S い シヶムと ぃふ啦 に 巧 薪を 齡っ て觀 
在して 居りました。 をの 地方には ハムの モ 巧が 化んで 居りました。 ヤコ プ のた ピー 人の 坡 デナ 
は、 そこでを のが ホの 女と 游隐 を亂 r かました。 敍 にが はれば がくなる とい ひます。 彼 かは 果し 
てが ががん であった のでせ ぅか。 が 巧 不巧氧 な 娘で をり ましたので サ ぅか。 

こ、 にがの がの 君 まの 息子が デナを 辱 かしめ たとい ふ 大事 件が 突 寒した のでる ります。 君 も 
は デナを 息子の なと して 迎 へ、 事を 落を させたい とおつ たのであります が、 ヤコブの 息子 等は 


これを 恥！^ しません でした。 ヤコ プ ー家の 名 銭" にかけ てこれ を 許す ことは 出来ぬ とい ひ、 遂に 
瓣 をが つてを の 2^ をみ 激弊 ろし、 町中の 巧 子を 一心の こら ホ おして 了 ひました。 ヤコブは 歎き 
ました。 が_卜|?の|3り |^が10厳紙なので、 移總めて僻解&がましたが、 船がち 
『哉 ゎれらの t かを 颗妓の ごとくして ょからん や』 r 化 四 0 化 一〕 

こた 

.と 答 ふるのみ でありました。 

船し、 織. 驚辦 の！！ 祇 はが もが これは || むべき T がとは I 日 はれません 。散 隙 sti 勢 

もんだい  A いげつ  ひじ や， え ミかん  ひを いわう ぶう  •-  巧 どじ なげつ* ぶい  龙这、 ) 

る 問趙は 解決に 非常に 困難を 感じます 。品性が 向山 すれば する 程 純 薇は 生命ょりも 大切な もの 

でを り、 ことに 繫 の一 繫縮 S の S で t まて 銳 らば 靈 S を 3 ぉ だ 難に 繫 "すべ 

きで ありませ うか。 これを 觀辦に ると しても、 歡窜 をた る 婦人を 法廷に 立たせ、 柳 事、 辯 
皆が、 賊狱 おの 齡齡 にが .を の 船 載を 載_8 を 甘る 範 は、 解りに を 狀でぁ ります。 紳± として か、 
る處 かに 同意す る ことは 巧來 ません 0 

がる 驚では、 ミ 繫辦が ii を さ？" 加髮を yil し、 繫を繼 が サミ、 繫教 

し 斬られるなら ぱ をの 域で 加害 おを がす こと もあります 〇 これ はもが 時代の 上流 氣 庭の 遺風で 


巧 二十 八 草 


六 か 


巧 二十 八 章 


セ 0 


あり、 日本で いへ ば お ± 堅氣な 家庭の あ 習に 似て おります が、 これ も ホ 無法な iso 方で ありま 
す。 &判 沙汰 にら 巧がず、 义 家族 所がり お決ら &難 であると すれば、 これは が 程 難 かしい 齡|3 
であります 〇义 一例と して 或る 地 ホの 如きは •一般にを 命 IX ムに 純潔を 重んずる ために、 若し 
をの 禪の 罪人が あれ ぱ 人々、 は 一巧に 起って、 巧 犬で もがる かの かくを の 罪人を 探し出し、 卽座 . 
に 裁判が 巧 はれ、 その 人の 首を 巧って 罪を 巧 ひ 去る とい ふ 習慣が あります 。これは リンチ 法と 
いひ、 司法 權の 届かね 米國 新開地に て 罪人に 刑を 載す るみまで あり、 一ぶ 百姓 裁 制と もい ひ 
ます 〇巧論 この 方 巧 も!？ むべき ものでは ありません’ 

兎に 巧 かくの かき 罪人を、 が ホに 社 會に放 巧して おく 事は 巧 ホません 〇 その 罪を 重ん な もの 
として 巧 巧 ふべき は當 がの 事であります 0 

111、 狀 の辦ぉ 


ヤコブは 巧に 約 まの 國に 入りました が、 神の 命に 從ひ 巧び ベ テルに 巧き ました。 二十 年、 を 
】 巧のを にょり、 神が 淋しき あを おのを にがめ 給 ひし もこの ベ テルで ありました 〇 一一 十 年の が 


s ク < わ こ わ；  とを  われ  じつ  くわい ホう じ やうた  ••こ*  を 如 T 

霜を 過 まとして 省みる 時、 彼は 實に 樓舊の 倩に 堪へ なわつた であり ませう。 此の 時-みび 神は 彼 
に 觀れ給 ひました。 

蟲は驚 qM なり S ょ備ょ i 踩ぉょ び繁襲 臀〇ぃ でが ゎ裳 ぶん ぢ S 断ょ とでん ゎ 

が アブラハム および ィサクに が 1 へし 地は が これを ホに あた へん 巧なん ぢの 後の モ 巧に その 地 
を あた ふべ し』 (册五 〇 十一、 十二〕 

かくて ヤコブは がが の 魄を齡 ぎが 即 おの 先祖と なり、 萬 図 民の おまィ H ス、 キリストを 生み 
がすべき、 お榮 あるが 束の 繼 あがと なつた のであります。 


しや ク 


第二 十九 章 


さん ♦み  さゥ やい ホ だい  し*- ク 

參照 U 創世記 第一 二十 七 窜 


でん  ♦ 

ヨ 七 フの傳 記 


巧 二十 かそ 


】 セ】 


ヨ七フ は 父の ち 年子で 格別に 寵愛され て 居りました 〇 彼は ラケルの モ でありまして、 母の愛 
縮 ある 氣齡 とその 美を とを 享け繼 いでを りました 〇 をして 彼は 年み にして 母を 失 ひました の 
で、 なほ 一^ 父と 親しむ やぅに なつた のでを ります。 

髓が 十七 齡 のがが る ひ 日、 がの 兄胳 祭と 共に 野に ゆき 羊を 牧つて 居りました が、 家へ 歸つて 
觀 、ビル ハと ジル パの 龄户 がの 惡 しきげ 爲を 父に 吿げ ました。 ヤコブが 父と して 彼等に も款を 
へる!? の 事 實が實 際 多くを つたので をり ますから 、ヨセフが をれ を 父の 巧に 入れた のは あな 
がち 戲 い S? ではな かつた のでを ります が、 がれが 爲 めに 兄が 達は 彼を おみ ましを。 ヨセフは 滞 
の恥のが卸の牆でをりました。 彼は神を信ド、 父にも數をつくし、 化を達の善良がなる^^を望 

かしこ こ ち，、 ほか  わナこ  ふ お かれ  あい 

んでゐ たのであります。 まことに 賢い 子で ありまし たから 父は 他の 息子よりも 深く 化を 愛し 
て、 齡 i る あ 服を 彼に 卷 せました。 がは 貫に 神より 選ばれた る 卓越せ る靑 年で をり まして、 を 
る お 神よりの 靈感 により 夢を見ました 〇翌% 父と 兄が 等に そのを の 事を ホげ て、 


『請 ふわが 夢を る此 夢を 聽け 巧 倩 田の 中に ホが をむ すび 居た るに わがが おを きが 巧り 恥し 
ホ 巧の 禾束 環り たちて わが 禾 束を 拜 せり』 (化 七 〇 六、 セ〕 

と 言 ひました 。兄を 達は をれ を閒 いてを 叛 し、 

『が眞 に われらの ちとなる やなに 巧 等を をさむる にいた る や』 (州 セ 〇 八〕 

と ザ ひ、 『何の 馬鹿げた 夢ょ』 と 嘲って、 愈々 彼を 惟む ばかりで ありました。 

がの. 齡ョ七 7 は繫船 qIiI 獻を がけて、 なほ T ミ i をが ました。 をれ はがと が 幸 一の 點 
とが ョ 七 7 を 織し を 驚が 1 が ej 許 露を？ ぁりまし ちそれ をが と 震 i い繫 識り剛 

とを  ち. 4 こ 4 ウを  扣ム  し SA  ‘ わち  へク 6 レ われ 

かせた 時、 父は ふの 中に 感ずる ところ あり、 種々 思 ひめぐ らしつ^ も、 表： 面では 彼を いましめ 


て 言 ひましを 0 

なんち ゆ A み か々  4 ム われ  な ムぢは 


『ホが をし CS 夢は 何ぞ ゃを 紙 Q 邸と ミ ぢ〇髮 茜に ゆ？^ 我 紙 ド？ をいた 

らん や』 (化 セ 0 十〕 . 


を C むつ  と 

二、 巧の 巧 巧 


巧 二十 九を 


•一た 一二 


て 


巧 二十 九 草 r セ 因 
が齡鑛 がます-— ヨセフを がみました。 船 に 敵 しないと て 彼を 做み、 船 等の 惡を 吿 
げられ るた め 船を 齡 ひ、 が Q 群で ぁるが 敞忆 縱を撇 うが 脈が i. いぃ？ S か 暇を 做ち 
rS が狀 ければ 装 & まで 勝い.』 とい ふ觀 にがの 夢 までら 巧くな り、 ヨセフには S が挨段 さへ らし 
ないやう にな n ました。 勝が が 新れば 殺が 歌と なります。 パ 9 サィが の敝 がが をの 蛾齡 が！！ し 
て I の！！ T H K を徽 しました。 筆が 穀繫 qS がは S して どうなる 載で ぁりませ うた 

ヨセフの も 知 載が をの 総 轉を牧 ふために シケムへ 巧き ました。 シケムは ヘプ P ン より ミ 十 里 
|^の道程であります。 をの巧でヤ コブは愛子ヨ セ フを呼び寄せ、 

なんちを？ だい  6 ミ わ ひ 童た なムぢ かれ^  / ,-1】 、 詳た yi、 やバ掉 

『かの 化 弟… シケムに て 羊を おを るに あらず や ホれ 汝を 彼等に つかは さん 請 ふ往て かの 义弟 
と^の!^ なきや お户 巧て かへ りて 巧に つげよ」 (化と 0 十 S、 十四) 

A い くわいだ く た r し ゆ f' たついた  つ 薄—  S ■ 

と 命じました ので、 ヨセフは 快諾して 面ち に 旧 立を しました 。シケムに 着いて をの 邊 りの 戰を 
さまようて がります と、 がる 人が も齡 達は ドタンへ 巧つ たと S ひました ので、 造ち に共處 へが 
いて 輪が に‘ 齡は うといた しました。 がるに 兄齡 la は、 を か 化 方に ヨセフの をを 見た 時に、 瓜を 
巧 さう とい ム 相談を はじめました 0 


『規ょ 作を おきた る が 巧 化を ころして 阱に投 いれ 或 點き默 これを が ひたりと 請ん 祝して 徽の 
萝 のか 何になる かを 段る ぺ し』 (ホセ 〇十义 、廿〕 

彼等が かく 始 てた 時、 ル ベンは 斬 巧で 責任を 感じた ところから であり ませぅ、 3 セ フの歡 がを 
救 はんとして、 

『巧 巧 これを 殺すべからず 血をながすなかれ之を曠巧の此がに4^いれて?^をこれにつくるな 
かれ』 (化 お〇サ ー、 せ 一〕 

と 言 ひました 。とわく する 內に ヨセフが な 處へ來 ましたので、 化 巧は 也 ハの 彩れる ホ 脱を^ ぎ、 
彼を 捕へ て 巧に 投 込みました 〇 をの 巧は 歷の やぅな 形で、 く 口ち は 狭く 下が 廣 く、 がには がの ある 
のとな いらのと があります。 ヨセフは 水の 無い 深い 巧に 入れられて 、入口は なで 載を され ま 

しち 爾蹤 の 雙繁 めら れ て、 m 七 7 は聽鍛 基い Ti ミした が、 を Qg を 恥き がれ 

ずして、 彼等は ヨセフの 持って 來た パンを^ 氣で をべ てを りました。 嫉妬 ほど おを ろしい、 が 
を 不人情なら しめる ものはありません。 


も 


巧 二十 九を 


】 セ 五 


第一. 一十 か 草 


•ー セみ 


111、 賣られ ゆく ヨセフ 


で齡 ミ S、 H ジ てへ ゅく ィシマェル だ械 於、 籍を is ち 驚に I ミ そこを 踰り 

ょく  ぶ わ とさ  ころ  をん  たを  われ  こ 4 

か i りました 〇激の 歡いユ ダは この 時、 『ョセフを 殺しても 何の 益に もなら ないから 彼を 止の ィ 

夕と  う お 3 ミ 5 い みな  玄 せい 

シマ エル 人に 賣 つて 一つを 偷け をし やうでは ないか』 とち ひます と、 皆 をれ に 賛成し ました。 


新 i は i&iQ 齡繫を i ミゐ なぃか もしれ ま X が、® し 難と K にんを ぁく 害斯版 

われら  るな  ひを あ さん  たい  われ  う 

ならしめ ます。 こ、 に 彼等は ヨセフを 穴より 引上げて、 銀 二十 化で 彼を 賣り ますと、 ィシ マエ 

びと  つ あと  あなを  ひを あ- • ち-* 

ル 人は をれ を エジプトへ 連れて ゆきました。 をの 後で ル ベンが 穴へ ホて’ ヨセフを 弓'^ け 父に 


取れて がかぅ としました IF 鞭の 群がが ぇません ので 驚き、 且つ 歎ぃて 言 ひました。 

『童子は をらず 嗚呼 我 何處に ゆくべき や』 (化 セ 〇 化〕 

.3 がの 驚を 蝶 I に齡ミ 5"、 ゎ SS が S が ィェスを 穀ょ為 皆、 叢 心の S ひのを めに 斬 

こと  おこ  のる  ザ V ム k 一 そいたい  うしな  み でしち ち 

はし 輪 ひし 事、 及び、 をの 乾 イエスの 裳 節に 立つて、 聖體の 失 はれた るを おて なげく 弟子 達の 
舉 をぶ ひ 起す で 伯ありません か。  ’ 


かとろ 


なげさ 


化の 私齡 等は をれ ょり、 ョセフの 着物を 巧 山羊の 血で 染めて 父に 送り、 

『我等 これを 巧たり なん ぢの 子の みなる や 否を 知れ』 (册 セ〇册 二) 

とい ひます と、 父は をれ を 巧て ホ 常に 歎き、 慰められ むすべ もな く、 

『巧は まきつ、 陰府に くだりて 我 子の もとに ゆかん』 (化 七 〇 化 五〕 

ど ラ こぐ 

といつて 慟哭す るの みで ありました。 

ョセフは エジプト 王 パロの 巧、 侍衛ち のポテ パルに 買 はれて 奴隸 となり まし セが、 エホバは 
常に 彼と 偕に 在し 給 ひました。 人生の 棘 取は 神の 御手 k をり ます。 信ずる 者は 確かに がくはれ ま 
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第 III 十 章 


さんせ ウ さう ホい を 方い  しや ク 

參照 U 创世 記带 一二 十九 韋 


巧隸 なる ヨセフ 


た 0 

『幸福なる かな 悲しむ をを の 人は 慰められん』 (乂五 0 四) 

ま 人ポテ パルは、 神が ヨセフと 偕に いまし、 彼のな すと ころを すべて 毅 えしめ 給 ふを 見て、 
信用して 彼を 近侍と し、 凡ての 鹏 斬を をの 手に 委ね ましを。^ の 時より して 神は ヨセフの ため 
に、 エジプト 人の 象 や 畑、 凡ての ものを 視 福せられ ました。 

社會が ヨセフの かき 質實 なる 人を あめて 居ります。 も、 る 人物は が* ら ず成斯 いを します 。神 
が 偕に ホす 時、 脈へ 繫 きお 難ら 恩惠 のをと なり、 恥 恥の 臘縣 となる のであります。 


二、 誘惑の 中の 勇氣 

ョセフは 風が のよ い、 觀縱の お 解な がで をり ました。 さう いふが T には 瓣 li が 錫 いもので を 
ります 〇ョ 七フも 一度なら ず、 な 日の やうに 烈しい^ 惑を 主人の 妻より うけました が、 彼のな 
& は强 札に して 離 かされませんでした。 

『視 よわが ま人談 の 中の 物を かへ りみ ずを の 有る ものを こと^ くわが 手に 委ぬ この 家には 

第一 二十 韋 .一ち 


巧ょり 大 なる ものな し义 主人 何を も 我に 禁ぜず 只 かを 除く のみめ はを の 妻 なれは なり 峰は 縣 
いかで 化 お ほいなる！ ¢-5 をな して 神に 罪を を かすを ぇん や』 (州 化 0 八、 化 レ 
彼は 斷が  1 ことは りました 。これは 美談で をり ます。 彼は 貫に 巧ら しい 態度を とりました 〇勒が 

，こい  ち 子 r ホい わみ  たい  じゅんじ ゆうふ じん  たい  しんち  でい をつ  だ ふわせ いしん  つみたい  を 乎う ぶとう  みた 

におす る あ 誠、 神に 對 する 順從 、婦人に 對 する 信義、 貞節を 尊ぶ 滞 神、 罪に 對 する 恐怖 等は 皆 
龄の 巧爲に をら はれた る 歡き紙 i であります or 巧い かで 此を ほいなる 惡を なして 神に 罪を を か 
すを ぇん や， 1 とい ふか 日 葉を 軸物と して、 巧の 間、 カフ ユ、 キネ マ、 碳解 巧の g 解い して 齡げ， 
今日の 靑年巧 女に この 時の ヨセフの 精神を ひろく 知らせを いものであります。 

『幸 一 i をる かな、 むの 淸き 者を の 人は 神を 化ん』 (太 五 0 八〕 

ミ、 M ミの！^ のが 默 

ヨセフは がる ひ 日 職 y 带 どるた めに 踞に がりました が、 をの 瞒 お^の 窮は贼 のが 敝を撇 へて 做 
を 誘 ひました。 彼は がをお 人の 手に' 4 て 阻いた ま、 載 外へ 通れました。 かが お II は齡 がと 織る 
時、 がの 巧 普ょりも 恐ろしい ものであります。 婦人は ヨセフの おい」 t にして、 が 散を をげ て穀 


ひとぐ  i i び と ：* ss よを む へ ♦は. 一 じぶん  5 け ホ i 

の 人々 を 呼び寄せ、 ヘプ ル 人 ヨセフが 彼女に 戲 れんと して 室に 入つ をが、 自 かの 叫びを 聞き あ 
をす て、 通れた と吿 げたので あります 0 

化の 時、 あくして 純潔なる ヨセフの ふは どんなで ありまし たでせ ぅか。 かく 罵られて 二言を 
もい はぬ 機の 顔には、 言 ひ 知れぬ 無邪氣 さと 高潔 さとが 光り輝いて、 をの 魔女の i 言葉を げち 消 
して ゐ たのを、 見る 人は 見た でを り ませぅ 〇親 切で をつ たま 人が 妻の 言葉に より 彼に 怒りを 發 
しました が、 彼は： をに 戲然 たる 態度を かへ ませんで した。 言 ふべき 事が をり ますが 言 ひません。 
言へ ば 主 八の がち ぃ |呂 となり、 ま 人の 妻の 恥 も となります。 自己を 保護 ナ るを めに 辯 明 せんより 
も、 彼は この 時犧巧 あとなる 费悟 をした のであります。 

ヤコブの I 义モ ヨセフは かくて 默が として 収監せられ ました。 I 皿な の戶 はかた く阴 され まし 
を。 化は 主 ィエスに も^たる 龄範を 巧々、 に殘 しました。 彼は 罪を 化さず をの 口に 虚僞 なく こ 
罵られて 罵らず 苦しめられ てを かさず 正しくを きた まふを に 己を 委ねた のでを ります お 彼 前 二 
0 甘 二、 甘 S) 


第一 二十 軍 '.一八 二 

> し ラ じん  ラち  し ゆ じん 

ヨセフの 妮き載 K だるが が 嗽を る ものと 斯に縱 •へられ、 Si に 機 ぜられ る 幕が をる たら ば > 
をの 時 神 も 做に だ縱 せられます。 神は ヨセフと ともに をし、 彼を 校み、 化 t 獄 をして 彼を 惠 まし 
め齡 ひました。 妒齡は 船を 信贿 して 他の の 人を を お 彼の 手に 委ね。 ヨセフの なすと ころは 凡て 
傲ぇ を おされた のでを ります。 神は 情 術 ある 人々 I をが 巧せ しめ、 昇進せ しめ 給 ひます。 彼は 獄 

^ の お 人となりました。 ヨ七フ 、ダー-エル、 エレミヤ、 ベ テロ、 パウロ、 バン ヤン、 バクス タ、 

Is； 婚取 おは 龄 、狐 おにが ける の！；. I ホと 御惠 とを 親しく 體驗 した 人々‘ でを ります。 

『も f 耐な るかな ものた めに!！； めら れ たるを ス國 はを の 人の ものな り』 (太ぶ 0 十) 
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を 一一 一十】 韋 一八 四 
がり まし ミで、！： 統駭が ョ七フ をして 微 がの 臟に ら せまし ち ョ七フ は術驾 がの 巧ので 
臨に 機祗 して E 撥の I がを J き 知 しらず して、 霸お繁 驚び をして 4 り ましち がを4 て 傲、 
為の S は 一が のが" に劈魏 をが ましち i お繫 Qi 鼓げ な藝ピ かて ョ七フ はを の| がを 
尋ねます と、 彼等は 昨が 夢を みたが をれ を 解いて くれる をがない からでを ると 豁 へました。 
『解く 事は 神に ょるに あらず や 請 ふ 巧に 述べょ』 (凹 十 〇 八) 

と ヨセフは この 時 彼等に 吿 げたので をり ます 0 

ミ 詔 獻が辭 がが をが まて ョ七 7 は 十 た獻の 略が 穀 i ミれ、 壓 として® で十鮮 
の駭請 ド 無 S へた 縣が 、锻— に i いた S にまで 繫妾蔓 したが、 繫 1IA ど 
も 製み を黎 ずして、 &の職熬< 蘆？ を！ ■が、 か ミの-鶴を £ らは しま ぉ。 觀は P ム I 
代の 夢を 忘れは しませんでした 0 

さか  びと  かわ 

1、 酒 人の 夢 

『巧を の 中に 見し にゎが 齡 に】 の 新 雜搬ぁ り をの 卽に 一二の がを り沪 ぃで稱 ひらきて 新 鶴な り 


房を なして 熟た るが ごとくな りき 時に パ p の爵 わが 手に をり 巧 葡靖を 摘て これを パ p 心爵 
にがりを のさ 爵を パ。 の 手に 載を 〇』 (W 十 0 化— 十一〕 

右は 酒 人の 夢であります 。ヨセフは これを 解いて 『一一 一つの 枝は S 日で、 今ょり S 日のを にバ 


い 

と 言 


P 王は あなたを 元の 依 超に かへ し、 心 凤 ホは 巧び 盃をパ P の 手に 捧げる やうになる でせ う』 
ひました。 而 して ヨセフは 彼が 近く 巧び 於を る 生活に かへ つたならば、 がんの 身の おを も記齡 
して 惠 みを 與 へ、 パロに 陳述して 自 々もず 川默の 化來る やうに 取 計らつ 了 &： ひたいと 願 ひまし 
た。 自分は へ ブル 人の 地ょり 攫 はれて 巧た をで、 がの 地へ 來 てな も獄に 入れられる やうな 罪を 
犯しを 質ぇ はない のでを ると 訴へ たので をり ます。 

酒 人は ヨセフの 一一 一日 葉の 通りに 巧獄 しました が、 がの 日は パロの 誕辰に 當 つて 居りました わら、 
御馳 也の 準備 W を 忙しかった もの か、 がは 驗 しさに まかせが 家の 鹏 & に まぎれて ゐた爲 めか、 
廣い化 巧へ ほた 彼は、 はや 稼を しい 獄の 和の ヨセフの 事な どは 忘れて 居りました 。ヨセフは 每 
日 便りを 巧 兼ねて 居ました が、 何の 音 i ホ もを りませんでした 0 

併し これ もまた 神の 恵みで ありました。 ヨセフには 未だ 時期は 到 化しない ので あ 〇 ます 〇巧 


第一 二十 一草 


一八 五 


巧 一一 一十一を 


八 六 


をと ころで げくべき 齡が なし、 臟 t べき 學腑 もを りません。 これは 批獄 人が 屡々 味 ふ 苦 ぃ經驗 
でぁり まて' ョ 七. フは 叢！： 震が テ パルに 繫般 つて 齡ミ 製み じな く、 難へ 齡ミお 
齡齡 は赔 ^で瓣 へて はくれ ませんで せう。 お 牢獄を 出る たらは、 巧び な隸 のみ々 となる ょりか 
はなかつた のであります から、 码^が ョセフを & れてゐ た 事ら、 また 神の 御惠 にかなら たいの 
でを りました 。神の 御 ホの 導きに 誤りのを らう 等が ありません 0 
『耐 の义 のな の 巡む をが て』 

にんたい  れんたつ  しやう れシ！ J をは ラ しやう 

『忍耐は 绞 達を 生じ 絲逵 はが 望を 生ず』 

ョセフは が ほ一吞 雌 脱 跪い がちました か、 これ もが 賢が たがが の 縮を はを り ま 甘んで しち 

がの 離が 做 Q 整は si 一 ごれ ま ぉ。 y は SqS 置す るに も繫と 一丰营 だな り 

ました 0 


わし  *^で  か A 

二、 膳 まの 夢 


われ  A6  么 ろ I ろ おご  くび  クへ  おで  おしは で つ •く 

『斯も 夢を 得て 巧た るに 円き パン S 售 わが 首に ありて をの 上の 售 には 膳 ホが パロの ために 作 


りを るを 郁の 版を o しが 烏 わが 苗の の 中より 之を くらへ り』 (w 十 0 十六 •十た) 

震は SQ? ょ si 繫 I き、 叢 Q ため？ i か s? ぃ S がを るか も I れミ觀 がへ、 

をの を ョセフに 1： いて もら ひました 。ョセフの 昭 明に よれば、 S 懐の パンは でを つて、 
的より 一二 がの 総 パ P は 略が を 木に 懸け、 そしてな が 彼の 肉を を ひ おる でを らぅと いふ 事で ぁり 
ました 〇 ^ の鐵も S がのぅ ちに 现實 となり、 膳モは 死刑を 宜 がされ、 木に 吊されて 殺され まし 
た 0 

111、 パロの 夢 

これより二s^のl^。ハ ロ は 1 ががの||な|趴をおました。 彼自身がの邊に立つ て見て居ますと、 
そこに 七 疋-の 立派な 匠ぇ を 化 y が、 川から 上つて 葦を 食べて 居りました 。をの 後から また 七疋 
の 鹏くい 軟サた 化が が 川から 上つて、 ホの 肥ぇた _ 牛を 皆を ひ 載して 了 ひました。 パ P は 驚いて 目 
、 を醒 しました が、 又 和び 眼り につきます と、^ 度は 一本の 莖 におつ のよ く實 つた 穗が 出ました。 
をして がの 後に 又 萎びた 巧 おな 七つの 穗が 化て、 前の 實 つた 穗を 呑み 盡 してし まつた 光景を 萝 
巧 一二 十】 を ..一八 セ 


みたので をり ます。 王は をの 夢の 事が 氣に懸 り、 エジプト のをら ゆる 法 術 ± と 博 ± とを 召しを 
せて がの 解 釋を賴 みました が、 これを 解き 得る ものが ありませんでした 。たも 化の 時に 當 り、 
化の 離 人は 勝 かに ヨ七フ の 事を 田 I ひ 出し、 パロに 彼の 事を 詳しく 報じました ので、 パロは 早速 
人を 遣は して ヨセフを 呼びよ せまし を。 ヨセフは 急ぎ 厳よ b 化で、 鬚を 刺り、 衣服を 巧め て パ 
日の 御前へ 巧ました。 巧して をの 夢を 解く 取が お 化る かとち より 尋ねられた 時、 ヨセフは が。 へ 
て、 

.『巧に よるに あらず 神 パ 曰の 平を を吿 たま はん』 ( 1 C 十六) 

と 一 おひ、 早速を の 夢を 辟き 巧し ましを 0 

『をの 二つの 夢は 一つの 庶味 でございます 〇卽ち エジプト のが 地に 七 年間 麗 年が 綾き、 をの 後 
にお 年の 飢錯が 化る とい ふが 化で ございます。 S5 が' 阳 is 夢を見られ たのは、 速 かに かくを らし 
めんとの 神の 聖意 でを ります。 をれ ゆえ 豐 年の 閒に をの 興 作の 五々 の】 を おへ 机を、 飢雜の 年 
のために 備 へを 爲す 事が 必要で ございませぅ』 と 云 ひます と、 パロは これを 聞いて 獻邮 し、 

『巧 倚 神の 靈の やどれる 是の ごとき 人を をいだ すを えん や』 (四十 1 0 州 八) 


ミ わか  • 

とい ひ、 义ョ 七 フに 向つて、 

『神 是^ 盡く かにし めした まひ たれば かの ごとく 慧く寶 きをな かるべし なわが がを 宰が べし 
わが 巧みな かの 口にした がは ん唯& において のみ 巧は かょり 大 なるべし』 (四十 1 0 册 九、 
四十〕 

と 約束 致しました。 而 して パ。 は ョセフに 共の 指輪を はめ、 白 布の だを 著ぜ 、金の 雜い 音に か 
けて パ P のみ 席を 與 へられる こと、 なり、 車で 途 ゆく 時は 『下に 居れ』 と 先！! をして 呼 はらせ 
ました 〇 かくて ョたフ は 囚人ょり】 躍して エジプトが 國の宰 巧と なつを のであります 。此れ も 
ホ主ィ H スに閱 はる 巧言で をり ます。 


第一 一一 十二 韋 


】か0 


だい  じぞを 

獻 Ml 十こ彰 


さムか •う  さ-ザせ いを だいし ごフ だい  ■•ん f ク 

參昭 り 劍化記 欺 叫 十一 寧、 第 ra 十二 寧 


家 辜なる ヨ七フ 


むナめ 


『パロ、 ヨセフの あを ザ フナテ パ ネアと がけ また ォンの な 司ポテ パルの 女ア セナ テを 之に あた 


つま 

へて 架と なさし む』 (w 十一 0 四十-立 一 


つを 

- 、 ヨセフの 妻 

ヨセフの Mb はお イエスの 嫩 でぁります 。ヨセフの 上に 起つた 率が は、 をの ま、 主 イエスに 
齡 户る霸 W でぁります 。ョセフが が n 齡が賢 られ、 . H ジプト にがて 載 雌い なり'、 が つが閔 のがを 
姜 として 船 へらむ たるが く、 ま イエスキリストは、 イスラ H ル 人に 棄 てられ、 異邦人の おとな 


り、 紙お いなり、 叢 公が ょ。 g ずる 就を II んで驚 ザを が ハ Q 蹲と なし、 g が忆ょ ミ！！ てら 
たる 瓣齊 Ss 妮く g 装 i ふた？ ぁりまて 沪 S は &が。 ハゥ。 が F 繫 として 繁 
たる Sg 腸で を。 まし H、 は |g ぇず _:kQ が 1 ひ IS けぬ 繁 かるら Q、 K が k 繫 S 恥 ょり鑑 
ばれた る繁ル 脈 iT;QS たる 繁 を がって がが り、 を Q 盤なる ili」iQ 輿 影と 
搬 へまし ち繁 ミが だ g はされ ざ 各％ ミふ穀 でぁ 。ます。 装 y 廳 二最が 辦 めに 

輿 幾と いふ 文# が W 巧 記されて あります。 をの 二 一二を こ i に 示し ませぅ C 
『この 臭 化は 鐵巧 にて 巧に ボ されを り』 (弗 111011 1) 

『このが がは が I 潑 にょりて 歡 i がと 戳 &説 載と に i はさた がくに 驚には がの ザら に 尉 さ 
れざ りき』 (弗 己 〇 五〕 

此の 奥 おは 何でる るかと いひます と、  ’ 
r 亂 ち地韩 が" が 福音に より キリスト、 ィ H ス にを りて 巧に が厕 'となり 躬 に一體 となり 共に 約が 
にがる ぶと むる 事な 〇』 ( 弗 SC 六〕 

とあります。 お 船人より 感 ばれた るかが は卽 ちま イエスの 妻であります。 


巧 一二 十二を 


九 


ち 一二 十二 韋 一を 一 
『キリスト C 巧會ピ 巧^し 之が ために 己を 巧て 給 ひし ごとくみ らも 妻を 愛せよ J (弗 五 0 甘 五」 
おが。 の锻懲 Q が 瞒じ 恥が 挪が驴 '邦人を 酷 W 給 ひ、 がの 中より 御名を 信ずる 民を 選び 給 はんが 
ためで をり ます C 

ヨセフは ア セナ テを がし、 二人の •子 巧を 與 へられ、 幸福なる 家庭を つくり、 が 息 等を マナ 
セ も 戌が が； ラィム & く 生る： > とが づけて 彼は 自らの 困ち を もれ、 檔 みのが じ 子等を 妒 てを 
く 船が して 較游っ いたしました。 願く ば 人 M をィ H スの 敎會を 致し、 が ハれ により 多くの 子等を 浮 
てす ベての 常 賢を 辯れ、 孰卽 によって 眞 の* 滿 足を 得られん ことを。 

ム こ < す <>  记 し 

二、 萬 圍のお 主 

『H ジプト お既齡 し齡聪 さけびて パ。 に 鉛 伽を & ふ パ 日 H ジプト の 諸の 人に いひけ るは ヨセ 
フ にがけ 輪が かを にい ふところを なせと 銭 謹を 地の 面に あり ヨセフす たはち 諸の 食廣を ひら 
きて エジプト たに-新 わた 甘り 錢 崖ます < エジプトの 國 にはげ しくを る 錢淫 諸の 圉 にじげ 
しくな りし かば 記が の！！^ エジプト にきたり ヨセフに いたりて 穀物を 買 ふ』 (の 十一 0 五十 五 


! お 十七) 

ョセフは H ジブ ふち# として 繁 もに if に轉範 であり ましち 僻は ユ ジプト の 露を g 
り、 豐も b ザの 閒が 山な すを 側を 听 如に 化め、 瓣 には 離へ 數 されぬ ほどの 齡に繼 しました。 耐 

の S 齡 なる 擊 簾の I 髮 にょって、 擊 にがけ る徽 叢の蠻 いなり ましち 舉誠 i の 
人々 が？ ジ てに 聪 〇、 ひたすら m 七 7 に |g ふて 斜繫 fs だを する であり まて 
こな 恰も も ィ H K Q 恩齡の 賢なる ことを ょく 毅 はして 辟り まろが がが の！^ パ' が ィエス 
に 於り、 競 ドが けて なほ S りぁ る戳の 驚 であり まて パ。 Q;p は*% もがが の 靈霸の 

やぅに 聞ぇ ます。 をし ョセフと ィ H スの御 おとを がれが へるならば 『ィ ユス にがけ 般 がが 躬に 
いふと ころを なせ』 となります。 富裕なる ィ て ス はがが も斬是 たる^を 撤き觀 ひます。 

『凡て 勞 する お 重荷を を ふ 者は われに ホれ われ 紙い を g ません』 (太 十一 〇廿 へ〕 

ゆ •い  じ や ラ じ ゆ 

|二、 夢の 戍就 

『ィスラ H ルの モ巧 穀物を 貫ん とてが るが と、 もに おる 斯は カナンの！ 一に 解 J あり たれば なり 
第三 十二を  . 】 当 


第一 一一 十二 韋 一九 匹 

解に ョ七 7 は So 擊 にして io がが がに _戴 ことを ミり ョ 七 7 Q 鬚 S い ミの 齡にが 

にがて 热 す、 ヨセフを のが-載^し りたれ ども 從 等は ヨセフを しら ざり き』 (四十 二 〇 置、 六、 

ご - 

ヨセフは がり 解し の 教を傲 ひがした 載で をり ませう。 これは ち 恰も 劇 か 做ん の 様に 思 はれます 
が、 歡 製で をり、 おが 罰で をり ます。 ヤコブは ユジ プトに 穀物の ある 事を 聞き、 十 人の 息子 (ヨ 
セフを I ちった + がを 豁 はして ミ霸を f 貝は せまし ち & ものが j 獻 は、 3 セフに 到り、 
をの 化- 4 におが がしました。 これ も ホ も イ卫ス に 訊ての 璋音 でを 0 ます。 まイて スを賣 つた イス 
ラユ ルが らお イ H ス とがらず してを の齡 におが す 辟は がませ う。^ れは憐 の楷 みの 時代に 於 
て r をる が、 抱らん とする イスラて ルの 齡 みの^ 輪に がて ピ ありませ うか、 確かに 主 イエスを 
瓣 し卜齡 っる麟 がが ます。 イスラ H ル^の みならず もイ H ス をがん だ諸國 巧に 至る まで、 をイ。 
スの御 航にモ がす 時が 巧ろ のでを ります。 

この 傲に £は齡 を it くが？ 营懿 0% に まさるが を S ひゎりを 天に 在 るら 《地に 在る 

ものが の おに ある ものが  1 ピく イ卫ス のがに ょりて がを 屈め 且 もろ'' の 苦の 「イ て ス 、キリ 


ストは まなり」 と宫ひ をら はして 榮 光を 父なる 神に 絲 せん 琢 なり』 (緋二 0 化— 十一〕 
ョセミ 熱は 3 ィ H KqI! に聯 かに 腊 If せられ まて 辦の おは I 白％  H KQ 聪の g に齡ち 
陽 も、 巧 も、 すべての おも、 巧し くま イエスに 最柳禮 を 捧げる でを 〇 ませう。 

擊 I 十 H 繫 

さん ホう  さう サ いそだい  し尸ク 

參照 == 創 お 記 第 四十 二 葦 

リや ろしん  かく  せい 

長 ふの 覺麗 

ョセミ 忘。 疑 一を て 酸が に ミと I り ま .J をが、 鱗 芯 PT 畫 を-:' た。 ョ 

セ フは實 を こャ ミンに も會 ひたぃと 齡 ひました ので、 微を 解び ょせる ために 一の 叙^い 船 ひ 

ましち 做は II と辭 T しぃ SI ちが 齡繁： 恥 ひ、 

『か 等は i 鞭に して I 離 sg& がと てが" れろ なり』 (四十 二〇 化〕 

第一 二十 S を 一九 £ 
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第三 十三 軍 一才す 
と 能り まし ミで、 做が はがが 攀藍 早て まして、 がが 載に 傲^ ミぃ がを 靈じ ましたが 微 
はお-無 せず、 


ります 

議 された 驚潑 S これまで $ ふた ss ぃ III ぶが S を臟穀 しまし ち？® £ 
齢なる 緊に霸 せし 燃 叢 叢。 が、 賢に 驚と 基の 賢譽 たる 歌 耐え 國 S 皿橄に 
て讓户 驚なる S' に 一せ た、 S がび がが 0 がと な。 W 芝 やを も 載り 知を ぬ 憂き 城 ひ 
の 恥ち 一二が を 離さねば たり ま ミで しち して 深き 巧 觀の結 巧、 彼 巧は 或る 一つの 罪の 想 
軟 にょ h がが か萌 歎を ぅけ、 歡へ をぬ 心ち しさを 感じ ミミり ます。 

『縣|£  齡が 齡 に ょ り て '^一^が 嚴 を り 巧 貧 は 船 が 巧 ら に ん 管 に ね が ひ し わ に そ 心 'ん の 苦 を 見 な が 
ら むを 瞧ざ〇 きがに このち われらに のぞめる なり』 (四十 二 〇 か) 


と ll 日 ひ、 絶 等は 敢が 恥-船して 敝む のみで ぁりました。 今 化 共は この 悔恨の 言葉に ついて、 一 唐 
激く獄 へて 化たい と 思 ひます。 


リやウ  しん  こを 

長 ふの 聲 


化の 悔 Ih の 言 おを ょく 化は つて おるならば、 人の、 むと いふ ものは 實に 恐るべき もので をる 事 
を 瞬る であ 0 ませぅ 『槪% 山 解が 事に ょりて 爲に罪 あり』 と。 おとは ョセフの 事で、 二十 一幸 
端に がの 十が" も § と ョセフを が觀 として H ジプト 巧の 商 心に 賢つた 事實 は、 ホだ祗 共の 記憶に 新 
たであります。 爾か 一一 十二 年の 足 霜を 經 て、 こ、 にを の 十 人は 食物を 得ん がた めに エジプトに 
がきました 。脈して 媳 がれて 投 '狐せられ、 私が 的に 深いだ 输の機 會を與 へられた 時、 『巧 傍廣に 
罪 あり』 と。 良' 3 が 賢に、 俄が をの 輸 神は 覺醒 したので をり まてち 難に 遭黑 した 結 化 長年 巧 
の 間 眠つて 居た をが が沁焉 としてが 酵 め、 他人に 苦痛を‘ 與 へた ことを まざ-— と胁 前に 浮べ さ 
せられた のであります 0 

6 它 ぞい あく  おそ  た ムぜム たいばつ  ごと  み i た ふた ド 

潜める 张 惡は懼 るべき ものであります。】 旦 全が 埋 をされ たかの かく 見えた ものが、 义 再び 


巧 一二 十ー ニを 


九 セ 


第一 二十 一二 草 


九 八 


露 はれて 來 ます。 ョセフの おれる あを もの 血で 終め てが 卜膽 が、 巧みに 戲 做しを つもりの 瑕が、 

ふ 等‘  ホ^  .み 毒：  。やぅし ムラつた  わ ミ おとぅと こと  まことつ み さけ  た、 

巧び こ、 に 露 はれて 化を のを. むに 訴 へ、 『巧 侨は 弟の 事に ょりて 眞に罪 あ 〇』 叫ばし むる にを 


た にん 


あいしん 


- ました。 他人より 費め られ たので なくして、 お 7 むょ〇 がで たる 齡 聴が 職が* J へず。 餘れ がし 
と 思 ふらが は 鼠れ がた く、 邮 にがめ た护を 蹤ひ軟 しと 離 ふ も！！ める 敕 もありません。 がに 攒る 
べきは 罪の 曝露であります 0 

-1、 栽の 辭 


彼が 我らに 只管に ねが ひし 時に をのみ の 苦を おながら 之， を^ ざり き』 と總 等は || 日 ひました 0 
精神は苦觀に遇ふ時紙敏に働きます。 ヨセフはをの船が病し、 ^〇敞し、 黯齡いたのでぁりまし 
た。 二十 二 年の 後の 今尙ほ 彼等の 巧には、 弟 ヨセフの 悲しき* 祭が 響いて 來 たので をり ます。 そ 
の S 蘇 がれ ざり し 做 祭が おちが この 驗齡 たる 繫に黯 せられて、 がが ョ七 フに媳 へた 
るち 隙を 思 ひかへ さずに 居られな いのは 寧ろ 當が でを ります。 かの 巧 彼の 歎願を 聞 入れ、 ばよ 
かりし ものを、 彼を {八の 中に 投げ入れ わ ばよ かりし ものを、 泣く 弟を 賣らわ ばよ かりし もの 


こ I ろぐ  4 c わ こ さおく  9 や ラ しんで き と ホ ぐな ぅ ごも 

を。 た ごふは おいに 滿 つる ばかりで をり ます 〇過 ちの 記憶が お ふの 献 となる 時、 をの 苦 憎は 毒 


じ や そ へや  11 む どう ザム 

蛇の 潜む 室に 眠る も 同 嫌であります。 

ミ、 が 那の齡 


『故に このち われらに のぞめる なり』 と 彼等は 肖窗 して 居ります。 マ運イ もに 齢が 時、^ はお 
のづ からな 省いた します。 人間には 棘 做が 與 へられて をり ますから、 处 の齡齡 の- 舶く || 默 臟、 

繁账 でな く」 て、 IT 神ん を繁 & がち 家 慕 S 麗を縣 らぅと f ます。 二十 二 S の 

ぐ わしつ  しで ま ゆを  ぐるし み さけ  巳 じつ 

過み を お 摘して 『故に この 巧 われらに のぞめり』 と叫ぱ ざるを 得な かつた のであります 〇實に 
堪ぇ難い 思 ひに 胸 迫られた Sf でを り ませぅ 0 


l-k  ミ i < こ NT 

四、 忠告の 聲 


こ ^ に ル ベンが 化の 化 弟 等を をめ る聲 がかす かに 聞え ます 0 

われ  わらべ  つみ  しわ  なんちら  この ゆを 

『巧なん ぢら にい ひて 黃モに 罪を を かすな かれと いひし にあらず やが るに ホ 等き かざりき 是故 


巧 =1 十！ 二 韋 


九 か 


巧吉 十ー ニ韋  一一 OQ 
に齡ょ 恥微の 血を ながせし 罪を た r さる』 (w 十 こ 0 甘 こ〕 

撼一^が躬い腺齡い-がへた人は、 &の事のために罰をがけること、なつた時、 ぉおををめるのが 
|1扣 がであります 。巧して おの 言つた 適り ではを りません か。 粧の 言葉を 用 ひさへ すれば こんな 
事には ならな かつた でせ ぅに』 と 云 はれても、 これにが しを 巧は 何を 辯 明し 得る ところは ない 
のでを ります 0 

五、 ヨセフの ふ晴 

ヨ七フ は 傍に 立ち 船 等の 言葉を すべて 聞いて 居りました が、 わざと 通 辨を用 ひて 知らぬ 振り 
をして居りました〇 がしが論彼はをれらの‘か景を妊るにしのびず、 同情が堪へかねて、 ：^等を 
離れて 泣いた ので あり もす。 ホ だち かを 言 ひ をら はすべき 時期が 巧ませんで したが、 ヨセフは 
化等を憐み、 巧二の兄シメォンだけをのこして九人を許し、 その器に|^物を充たし、 ひそかに 
化 巧の 持を したを をら 祭に 入れて おしました。 而 して?^ くお國 して おきべ ニヤ ミンを 速れ てみ 
る やぅに と 命じた 上、 撇 I •ザを 故闽 へがけ 肿 なさせを した。 


ム へ、 頭 言 的 意義 

肥の 駿 がは すべてが 試で あ 0 ます。 ィスラ ユル即 民には ィ卫ス を 殺した 罪が をり ます。 二十 

敝 がを k ミが だ繫は S されず、 藝忆ょ れ ばィ？  H ル® 忆髮 Q 贊 がるで をり ませ 

とを  まやぅ だいたち ごけん  ごと 若ゥ しんわし やくく わい こ く •わと 一う に’  に诗 

ぅ〇 をの 時には ョセフの 兄弟 巧が 經驗 せし かき 良 ふの 苛實 、同 願に ょる 梅 悟、 みがに ょる 閲實 
を靈 する S でを り ませぇ S し鑛 > が をの 殿を 照 ミ獻 S に繫 がるなら ち ミ結齡 はも 
fi であります。 俯と なれば をの 瞒おィ H スは 梅び 御自身を 彼等に 現は し 給 ふりであります。 

聲の S は S でぁ to  2 ならず、 ゎ襲い ミて Q 露 でぁ。 ます。 b がが が k 何に 罪を ぉ 
ひ驗 すと も、 /U れを 驚から S さゎぃ 麟 。は 栽が Q 殿 へられる 載は をり まぜち ミ 罪を 言 ひ 
ぁらを 5。 K ふ繁 QS に！^。 & てこを、 はじめ T 藉慕 はが 户れる ミを り ま 
す 0 

『ユ ホバ いひた まは く 戦われら とらに 諭^ はんなん ぢの醉 は緋の ごとくなる も 雪の ごとく 円く 
な. 5^ 热が 一一と く聪く ともおのを ミ とくになら を (赛 一 04 •八) 

巧 一二 十ー ニ韋  .二 0 1. . 


巧 一二 十四 韋 


二 011 


K i 


しや さ 


第 S 十四 章 


さ ムサう  さう ホい きだい  しやう だい  しやる 

參 照り 創 化 記 第 w 十己黃 、第の 十四 章 

だい  さぐ  9 

一、 第-の 探 計 

人は がが に 責められる 時 載 新な ものと なりる ぃため、 雕は 傲に 縣 がを がれて おし 総 ふので あ 

ひと  いつ  わくこ  ホい しんじ や ラたい を みこみ  i れも〇 

ります 。さもな くば、 人は 何時までも 權 乎た る撤 神が 態を 得られる 見 也が をり ません。 艇 物が 
巧來た 時は 醫師に 切開を 頼みます。 齡れた 罪のを めには 鹏の觀 が必 擊 であります 。ョセフは 

むい L を わみ  さぐ V ホく  つと  かれらき や ラ だい  V や ラ しんし ゆ じめつし a- 

無 恵 謡に 神の 探 針の がを 勤め、 彼を 兄を の. み ふのを 術を となつた のであります。 

ョセフは 兄弟 连 ょりを 銭を 受ける 事を がしませんで したので、 穀物を 渡す 時 おに 歎が 一^に 驗 
し 入れて おきました。 化 巧は 何も 知らずに H ジプト を 出 て、 旅屋で 一人が. 醉巧に 食械を i' へや 
ぅとして 赛を 開いた 時、 をの 口にを が 入つて ゐ るのを お 恥し ました。 をの 醋を 一所に がげ ます 


と 皆^ 怖のを に 打たれ、 これは 何事で あらう かとぶ に 訝りました。 神は 何化自 々達に かく をら 
しめた まふので をら うかと 考 へざる を 得 ま 甘んで した。 かくて 歸國の 後 彼等は 父の ヤコブに、 
自ん 等が 職 解で あると いつて 唆し まれた Sr 私 i くせられ た 斬、 が囘戴 物を 貫 ひに 巧く には 必ず 
ベニヤ ミンを 伴 ふべき 事、' 囊を 明ける とを 自を 也が 入れて あつて 大に 纖 いた 取な どを 一部始終 
邮 語りました。 

ョ七フ はもと ょり 親愛の 情を U てを のを 子を 返した ので ありまし たが、^ 等に とつては をの 
巧 意 すら 却て 良' むを 責める がと なり、 すべての 事物が 敵と なつて 彼等に 攻め寄せ るかの やうに 
感じた のであります。 

二、 齡 この 黙が 

父 ヤコブは ホモべ ニヤ ミン だけは か 何しても H ジプト へ 送るまい との 決意を 示して 居り まし 
たが、 飢罐 は無淸 にも やがて 化 等の 經 をを!^ きさせました ので、 遂に ヤコブは をのな をを ま 
げ 、不本意ながら もべ ニヤ ミンが H ジプト へ节る 事を^した のでを りました。 

巧 一二 十四 草 一一 01 一一 


第一 一一 十四 軍 - 一 1Q 四 
m 七 フは繫 を is. にがた S にがん 黛し さ S つた Q でを り ませぅ。 毅 JT に I かひ、 

ミの がジ 歎に P 莉舊 つて齡 。へょ このが T がが に 職と ともに i ょ いなす ベければ なり』 品 十 

三 10 十六〕 

と输 じました。 藥は搬 li 載？ 賢齊れ 、磬 なる 梯嚳 を獻 じて繫 ベ {"を 歇てぉ が 

に 職た 数が# のをが' の 載から、 がが 達を 捕へ て 化！! とする のでは をるまい かと 考 へました。 

齡がる賊斬がは1'れが猫ぇません。 ヨ セ フはがだ自々をあ乘りはしませんでしたが、化弟達、 
ことにべ ニヤ ミンを 14 してが りました ので、 彼等を 懇 かに 迎 へました。 神は； を 一一 彼等のを. むに 
歡 i を 八れ、 耐本的 切剛を 柳を せんとし 給 ふたので あります。 

八よ.^ し t く k く とを ひじ わう  ふしぎ  おも  だいじん  たれ  と あに 

愈々 食卓に ついた 時 非常に 不思議に 思 はれた のは、 かの 大臣が 誰に も 間 ひもせ ずに、 化 ルべ 
ンを はじめ ホの シメォンより ホ 子べ ニヤ ミンに まるまで、 順 巧た がへ ず 席を をめ た 事で を 〇 ま 
した。 龄れ によつて をのが la が、 が々 達の 費つた 兄弟 か ヨセフで ある 事を 悟り さぅな もので を 
りました が、 未だを こまで バ氣 化かなかつた ものと 見ぇます 。ヨセフの 食 およりを 事は 順 ホに 
運ばれ ましたが、 ベニヤ ミンの 皿は 他の 义弟 のよりも お 倍大の もので ありました。 


|二、 1IM-I の 探 計 

致ぉ お囊 y 競を が ミ 脈ら. っ とした 騰 、ョ七 フは繁 撇 がの 華を 數が敏 し、 をの 心が 
射の 聽なる S 露 V ベニヤ ミンの 敏が がれ させ ましち 繁が跋 S っミ鶴 r で & に觀 

んだ 頃、 ヨセフは 敝を 遺は して 化 |¥ 呼び止め、 

『祗 がなん ぞ Ifr  了 Is  く ゅろ ゃ. がは ぉ 賢 もち ゐて F お 2 ゐて 齡忆巧 農に あら 
ず やから かくな すは 惡し J (四十 凹 0 笠) 

と I 日は せました 。ヨセフ^ 鸦^ 城んだ とい はれた 船 等は 総 S 措く 處を しらず、 

『おな に ゆるに 栽 S 一を いひ セ まふ や觀斯 をはめ てこの 斬を なさず、 視ょ 巧ら 〇囊の n にあり し 
齡は ヵナン QT り S が 脈 r ちかへ を i ばが％ ぃかで 城が お & ょ。 驚を ぬすまん 
や』 (i: 十一: 〇 と、 八〕 

と I け ひ、 做|¥ 槪 がした おで 斬し をれ を がって ゐる ものが をれ ぱ 、ヨセフの 奴隸 とならぅ とま 
で锐 がした のであります。 そ ミ 驚が が がれました が、 が ルべ ミ繁 も、 シメォンの にも、 
巧 一二 十四を  二窒 
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レビのに も、 ユ ダのに も兒當 りません。 順 ホに 進んで g にべ ニヤ ミンの 擊い 牌け てが ますと、 
驚く ではを りません か、 をの 中に ヨセフの 銀の 破が ちゃんと 心れ てを りました。 これ 一が 歌と 
一 同大に おどろき、 ベ-ー ヤ ミンが 若し 奴獻 となつて 献る齡 が^が なぃやう になれ ぱ 、が ャ n ブ 
は 死んで しまみ にが 違ない と 思 ひ、 全く 途方に くれて 了 ひました 。がに 靴して ベニヤ ミンの 似 
證人 となつた ユ ダは、 殊に 父に をはず 顏 がありません。% 縱を 載れ もへ らたい 蹤を範 が あれば 
自 々の 二人の 子供を さ、 げ るとまで 替つ た。 ル ベン も 锅芬に 離る i は^がず、 どうす る 載 もで 
きません。 綺ま g はべ ニヤ ミンの 襄の 中に お胁 された のであります から、 もはや 觀齡 する 齡が 
もない 場合で をり ます。 萬事窮 すとは この 私で あ 〇 ませう。 がの おは】 兩 I； きがして が齡 のが 

か 心 巧 かしわた 

隸 となる ょり 外に 化 方が ありません 0 

みごとる ぐ 9 ま これち  みな  う つ お てし はつ  わ-— 

見事が 針は 刺された のでを ります 。化 巧は 皆 ヨセフを 資 つた 罪の 天罰で をり ませう 〇 一巧は 
れ 識 となる t"' がで エジプトに 聚お 一つて ザを ホ こち m セフ がご I ャ ミン ひ 一が 一 煎い 觀に醉 き 
たいとの 願 ひのを めの 影 恥が、 も聪 1 ち郎を 難て しまつた のでを りました。 ヨセフは 微 がが 二十 

一輪 齡髮 をが ミ 略の が囊 いは つて ゐる ちミ議 めた でぁり ま サミ 


第 ill 十五 章 

さん i- ラ さう ホい を V- い しや 5 

參 照り 創 化 記 第 TO 十 お 章 

ョセフ 飯の 與聲 

前に もを 一! 述べた るかく、 ョセフ 傅は キリストに 閱 はる 星 一円で をり まして、 ゎが恥 が！! にこ， 1 
を 記憶す る必 ik が ぁ。 ます。 1^」 てミ幫 がて、 を Qm ミ 歡搬 忆雌寶 がぇ として 熙 

るので あります。 

ユ ダは べュャ ミンの 生な のために 大 私に 紙 願いて I 日 ひました。 

f 裝か繫 と P 《繁 とは |繫 てを ば！！ たん ぢ S 賢が が km りぃ ミん 1 に gr 

し われらと 共に ホず ばか 何ぞ や、 乂煮 子の 在ざる をが ぱ带 るに いたらん、 されば 新ふ妈 いし 
て 葦子に かは りを りて ホの 奴隸 とならし め嚴モ をして をのが 聪い ともに 诚り のぼらし めた ま 
第一 二十 五を  こ 0 セ 


第兰 十五 草 二 0 八 
へ』 (の 十 叫 〇 化、 化】、 二) 

ョ七フ はこれ を 聞いて、 もはやを の 感情を 制する 事が 化 火ません でしを。 

『が 散 ゎれを 齡 ぃ でょ』 而十ぁ 0 1 ) 

と赠 はり、 货 、を i ざけ て驚髮 が繫が 3; で— ことを 露ち 靈ミ てが 黙に が 
を まし だ。 をの 齡 は公护 "るが T には S、 パ。 qM にまで も雕 ぇた ミ ひまて が髮 ちは 一- 
り の 歎 紙に た r 麟い のみ、 

『賊は ョセフな り わが 父は なほが ながらへ をる や』 (四十 五 〇二ご 
との 言葉に 對し 答へ る 事 さへ 出來 ませんで した 0 


ミう 9 だいじん  しヤ ラたい 

、總理 大臣の 正體 


これは 觀耻が 臥の® 臨で あり、 ョセフの 一&^ であります。 縱斬 兄龄の 驚を は どんなで ありま 
したでせ ぅわ。 縱叢賦 はが 歎ョ七 7 でを りました。 が戰 はがの I 醉ョ七 フミ ミので を 
り まて 繼は B の 載を がた ョ七フ でありました。 が繫？ が游 にがげ がた繫 聲げ てエジ 


プト巧 Q 緊 Kl? ったミ m 七 7 でぁり ましち 備 の 議を If 茲で 彩め もを 擊ふ s 
がをのをめに内势となミことも、 がはミ餘おの齡と^^りましち ミ傲ョ七7  0赋ががし 
も 聞かれずに 齡緊 碱れて がった ので ぁりま ぉが、 が ェジ ての が践 がが 驳 にがき、 
『がは ョセフな り J と髮 がちに 軒げ た 解、 鱗 等が囊 V 齡 41 にも  14  口へ な ミた 豁ち實 に 
さもを るべき であります 0 

これは キリスト 巧 臨の 巧言で をり ます 。主 イエス、 キリストの 除幕 もとお づ いて^ります。 

がの がに。 人を 誓と り、 梦 spi ぅ献が Q1 暑 V 恥 fegQi 聲 g&?、 縱 に燃舰 

にあ はれた キリスト、 イ卫ス はやが て 巧び かり 紛 はんとして がります。 をの 瞬 姑は イスラエル 
國 巧の 前に 立って、 『带は イエスな り』 とい ひ觀ム であり ませぅ。 

『視ょ 彼は 雲 Q 中忆 ぁり 了 か。 たま ふ 諸 蒙が が忆微 を狮 したる 親 こ，^ をがん ミ 我の 辦較 
みな 彼の 巧に 歎かん がり アァ ー メン』 (獣  一 0 セ) 

ヤ*!:5  ら定  ことは 

二、 か牢の 言葉 

第一 二十 五鲁  110 か 


巧 一二 十五 韋 ご ~ C 

ョセフは F く をて、 

『骼 はなん ぢ ら^ 齡と ョセフなん ぢらが エジプト にぅ りたる 氣 なり され ど汝等 我を こ、 に賣し 
を もて' 薇 ふるな もれが を 恨るな かれ 神が 命を すくは しめんと て 巧を 紙 等の 前につ かは した ま 
へるな-難 ¥ の 傲を が につた へを め黨 がる 鉛 r て妨 がの 繫を數 はを めに がを 
襲の 齡 に If した ミり』 (革 丑 0 叫、 ちた〕 

と|日 ひ、 繁 Q 終 抓らげ、 器を 賊 へまし ちが h ョ 七 7 は 霧 にょ ミ Is 驚なる 船 f 

恥齡 し、 齡 じて 醉 りました りで、 快く 彼 巧を 赦 したので をり ます。 

これらは すべてが I がで をり ます。 キリストは ィスラエル 國 民に 棄 てられ、 礙刑 にあ はれまし 
たが、 鹏は をの 默 船なる 十 ザが を もつて 兢即 民の がらぎ となし、 知く の 民を おひ、 ホィて スに 

ミて ゎ gs い 粗 S 霧を さ* S ふ？ ぁります。 

赢襄は キリスト にがりて がを 夢碱が ぉを の 歌を なにが はせ ずゎつ 俯が しむる m を がら 
に教ね へり GJ 香 後 あ 〇 十 化、 廿) 


I 二、 イスラエル 人の おひ 

『が ば 戟を此 につかは したる をは か 等に あらず、 神な り、 神 われを もて パ n の 父と なし そのを 家 
のまと なし H ジプト が 卽の宰 となした まへ り め 等い をぎ 父の 許に のぽり ゆきて：^ にい、 な 
の モョ 七フ かく 言ム神 われを エジプトが 國の 主と なした まへ り わが 所に くだれ！ i 疑な かれ 
と』 (四十 お 〇 八、 化〕 

信仰は まことにぅる はし いらので あります。 總 理ザ臣 たる 名 譽を荷 ふ ほどの 身々 となつ て 
も、 自ら 誇らず 癖らず、 ii 口 仰は すべての 叙ぇ を M に歸 した 野る ものであります 。ョセフは がに 
澤 山の +: 巧を 贈り、 又 单と驢 お 二十 喘を 遣は し、 んと 兄弟 等の がみ もを H ジプ トに雕 へて 載が 
ましたので、 イスラ H ルは 皆 淺らず 救助せられ ました。 

パゥロ 達 ユダヤ人は これらの 璋言 にょつて 慰められました。 卽ち羅 馬 S にみ の 抛く 顧され て 
あります 0 

『兄が ょ 幾許の イスラ H ルの 鈍く なれる は 異 巧が" の 人り ホり て 齡縱つ るに% ぶ齡 までな り斯し 
巧 一二 十五 草 一二】 


て イスラ H ルぱ悉 とく 救は れん』 (羅 十一 0 甘 五、 サ 六) 

ぎ I 王ハ彰 

さん 古ぅ  さぅ ホ レを だい  Lf ラ だ， i しや 夕 

參照 == 創世記 第 四十 六 萬、 驚 四十 七 章 

カナン 人 エジプトに 入る 

わみ  みるび 

r おの 導き 

鑛 かに 取 獻を豁 して ゅく齡 鞭の 恥 魔に 狐れ をが げっ i ャ コブの 一巧は H ジプト への 聪 がに っ 
き、 がづが イサクの がった ベ ェルシ. ハに 戰り 、イサクの 赋に繫 を 船げ ま た。 この 晴赋 はが 
の 異象の 中に ヤコブに をら はれ、 

冕は^^な。；^0が。8なり H ジブ ト忆くだることを鹏ジミれゎれ擊忆 て^^ががる麗 
となさん 巧 ホと ともに エジプトに でるべし ホ かならず：! を 導の ぽる べし ヨ 

七フ 手を なん 


ぢ のがの おに おかん』 (の 十六 OS、 四) 

と S 口 げられ ました。 かくて ヤコブは 齡の嫩 祭の ま、 に、 をの 家畜と 凡ての が 貨を携 へ、 ヨセフ 

ょり 敏られ たる 薛 I り、 一£ 革が 疏が 離ユ ジプト を さして 賞ました。 繫 S 聪 してが 
中い かなる 期 巧を 懷 いて ゐた 事で をり ませぅ か。 

二、 ヨセフと その 父 

ヨセフは が ィスラ H ルの がづ いた 事を 聞きまして、 も 歌 車を と、 のへ ゴ センに のぽ り、 共處 
にて 備を迎 へ、 鬆邮 棘ぃて がしく がき ましち や、 をり て、 がは ヨ七 フに祕 ひ、 

『紙が ほ S てを ゥ藉 が疏 をが る ことを ぇたれば がは S る も 取し』 冠 + S 化) 

と 滿悅の is を 言 ひ 表は して 居ります。 

ヨセフは を 巧な 息モ でありました。 十 お歲に 至る まで、 父より 彩れる 衣服を 著せられ て 育つ 
をが 愛い、 S- でありました。 一が も 父に 觀ふ龄 のなかつた 二十 二 年の 問 も、 あらく 父を 忘れた 
範 はを かつた であり ませぅ。 おにん 齡載 いの 琴曲の！^ にら、 第一に 彼は 父の ま 巧を 尋ねた では 
巧 一二 十 ホ 草 ニニ ニ 


第一 二十 ホ韋  - 二 一 四 

いよ {い £ ミ A ム V ムた  し ミかん 卜れ  た— れ ち-  な 

ありま せんか。 愈々 今な つかしい 父の 面前に 立つ を瞬閒 、彼は 唯 嬉し さに、 父に すがつて 泣く 
より 心はありませんでした。 肥沃なる ゴ七ン の 地に 父 やを の 家族 等を 滞在 させ、 萬事豐 かに 居 
が 地よ く 住まは せたいと 思 ひまして、 ョ七フ は 特に パロに をの 事を 懇願 致しました。 愛撫 十 お 
鸦の默 に 報 ゆるた めに、 父の エジプトに 於け る餘生 十七 年間を、 ひたすらき 彰 につと めた ので 
ありまし を〇實 にき 心 深き 息子と しての 模範であります。 


< わい けん 


111、 パロ 互と ヤ n ブの會 見 

がの難ががががに臟て、 辭い豁默|:5^載を極めてゐをのはユジプトの皆^^でぁりましたで サ 
ぅ。 ヨセフは お 腺 おのが 齡コに 於れ て お 品な 人に なって 居りました が、 これまで 一定した 衆に 住 

まは ろ一髮 のが 馨辭 がみ 繫で is た S 畿 にと ミは、 ミ 蹤な舰 S とお ほり、 も、 る 
狀 敵な！ SKI をし T 繫 i れる ことは、 砖， 4 く S 栽り でぁ。 ましたで 世ぅ。 纖叢 私た 

る ヨセフは、 做 がれ ぬん や 化が 逢を 恥づ ると ころは 少しも あ 〇 ません 。堂々 と 父と 兄弟 五 人と 
を おに 僻が したので あ 0 ます。 齡僻觀 い ヤコブは、 この 時 パ。 を献 福を しました。 信仰を る お 


は s qS にが つ賊と MV  i の齡 pf ことを 縣れ畫 ち 
『城が 終が は 驚なる か』 (の 十と 〇 公 

と パロ おは ヤコブに 驴 ねました。 彼は 答へ て、 

『ゎが fiGi」 がは 星 +f£ たる t が 媛が は繫忆 して 髮ゎ りが だ ゎがが 囊の潜 

がと 嚇趴 のがに なおょ ぱ ざるな り』 (四十 お 0 化) 

ち耐 して 擊の議 Q. 縱繁 巧を i いて 驚を 擊ま ぉ。 ョ 七 フは ヵナン だ韓の 載い 
i。 き％ にが まは せ、 郎 i 革 於 船に 紙が、 お is へて 勢を 氣 がまし ち 

四、 ャ n ブの齡 がの 廠ひ 

がが' りひ 日 I ぃて、 ャコブの エジプト にがむ 載 淑を 鳥、 百 阿 壬 献の黨 に畿 した 僻は、 
がの おきを 齡 りまして、 獻 がの 臟 ひを 瓣み夢 ぁる 載が &の ヨセフに 鑑 したので をり ま 
す 0 

『觀 もし 觀 がまへ に 驟^ 卽 るなら ぱ新 ふなん ぢ のをを わが 碑り 一^にい 知 歎に 眞 賞を もて 巧を ぁ 
巧 一二 十六を  二-ご 五 


巧 一二 十セ韋  - 二 一六 
つかへ 雖を エジて に瓣が ミれ！？ はが 繫 とともに ん ことを ねが ふ 似 ゎを エジて 
ょり 熊いだ して 載が！？ の觀 熱には ぅむた 冠 十 セ 〇廿义 、巧 
がの 藝 接い お i いて ョセフは 載 ひましを ので、 がは 覆して sv4r にがし、 ir しく 瓣 みを 
をし ました 0 

n 終の おっ いを腊 、がは 劈が 殿いが ザを 娜ょ りの 觀りミ しまて 又を 〔な 息 ド 心 快く 参 
熟の 麟 りを つくして、 ょく 父を 威が させ 得 るら のでを ります。 


だい 


し 中 ラ 


第 S 十 セ 章 


さんかう  さう サ いさおい  ん ずう 

參 照. = 創世記 第 四十 化' 着 


モ >0  リム じ ラ よげん 

规をヤ n ブの 臨終と 巧言 


ち、 さ、 こ こと f だ *ミら ベ あつ ミ あい  にんむす こ < わい ポふ  いを  V 台ク  AiJ 

父の 氣 がの 言 柴を聽 かんとして 枕邊に 策った 愛する 十二 人り 息子との 會 合は、 今や 臨 おに 迫 


れる父 ヤコブに とつての 永別の 時で をり ました 0 

臨 k は P みで ぁり、 簾は 縱 ま」 ぃも？ ぁ。 ます。」 を ミ £發 、故 S れた繫 
る I 加の 盤が 賢 ぁ-ます。 is 瞬？  n. フ Q がが、 辭 と & いぃ &ミ もので をり ましたで サ 
ミミ 態 qsk じた & は J メタ qSq 露を 一ぃ ミ髮も ぃも Q でぁり、 かの ギリ 
シヤの 古い 詩人 ホ J マー が トロィの 滅 t に關 する 詩、 ィリア ドを 號つ たの も、^ の 解より みれ 
ぱなほ 1 千¥が05?でをりまて こミ||はまた謬に靈でぁります。 慈|0鹏はミ賊 
P 觀 げて聪 るべき 驚 烏され ましち ■一が が ミに 載なる 十一た の P が、 がが 露と な 
ミヵ ナミ £ を がける S"、 ^ ミが 露に 縣 へらるべき 搬穀 がくが っ雌 鱗を、 を 傲が された 

のであります 0 . 

『巧 後の 日に 汝らが 遇ん ところの 載を* §1? につ げん』 (の 十九 〇 一) 

- • .*? 讀 ろくを お‘  ぉ专今 辛った いたを かくじせ でつ ンンだ ル かも われ  ち。 でを ミミ ぉよわれら 

と 父 ヤコフ はげに 口を 開いて、 彼等 化 弟 巧を 自の If 赏 の表徵 、を 支 派の 地理 的が 在、 及び 彼等 
のだ實 著ら る •へき K が， 忆っを 冀一户 はじめ ましち g してを Q 霞は、 繫 ザが 衡 做の 殿 
巧の 志ょ く 恥 營られ てが ります。 於 齡こブ にわく 驚し 觀 ふた Q は、 賢に みぃ ま 

巧 一二 十セ韋  ニー セ 


巧 一一 一十 セ 草 こ 一八 

し I だまし 鞭き たり 銳ふ i なる 黨 IQi』 であります。 

一、 ル ベ A 

ミン 齡がゎ が P ゎ黨 がが がが 觀驚 が藝 たる 就 繫の職 k たる 就な。 城が がの 脸 

あがる がごと を 制 なれば 獲を I ざるべ」 S か S 一 S ぽ りて 微 したれば なり』 (單 S 

ご 一、 四〕 

駭齡 V ヘンは ^¥£8 を？ を、 賢を だなる 豎 あ。 ま」 わが、 鱗 0 が徵 "は 華を り ま 
して、 擊の 偽に S されて ある 鑛繊の 賢 船れ て、 戸が いてを るが を r す ミ 郎骼、 ぃ& はも 
く说 して 鸦 くが める 驴 でを ります。 燃は 盼れた 載と なる 事が 出义 ぬと 星 旨せられ ております。 
がが 槪脈か 聲はユ ミ もで、 私 も ピ して 常 紙ぅ く ミを 教技 職ら、 レビに 移されたり 
ミり まて 職 船せ も 一は、 齡の が％ のが い麟 がの おに 祕ど 1 户が齡 りません。 僻が はョ 
ル ダ ミ 僻が、 鶏の 悦繫 おがな 穀 S り ましち 


二、 シ 


ホ ン 


『シメオン、 レビは ん齡 がり その 劍は暴 の 器な り』 (四十 义〇 五) 

シメオンと レビは 斯 にが I 一^せられ、 彼等のを 徴は劍 ^ を C ます。 彼等は 曾て 妹の 恥を を、 が 
ん と、 彼 たを 辱し めを 人を 殺しました 〇 ユダヤの 歷 をに 據れぱ シメオンは サムソンの 様な 豪傑 
で、 父を 歎 かす 戳 その & 氣が 猛烈で ありまし たなめ、 この 時祖 はれて、 

『巧 彼らを ヤコブの 中に 分ち ィスラ H ルの 中に 散さん』 (四十 九 0 お〕 

よげん  つるぎ  もの  つる 重 ほろ  し ゆ サ いびん 

と 巧言せられ たので をり ます。 劍を とる 者は 劍 にて 亡ぶ るとの まィ H スの聖 言は、 シメオンに 
的中して 居ります 〇 この 宗族には H ジプト を 巧 づる時 笠 萬 九 千 人 程の 軍人が あ 〇 ましたが、 が 
漠を經 て 約 おの 離に 人った 時には 二 萬 一一 一千 程より 載って 居りませんでした。 が换 にめ て^:! の 
增 加した のはと つの 支 派で、 をとの 五つは 減じた 支 派であります が、 をの 中で も おも 減み せら 
れてゐ たのは この シメオン のま 派であります。 ダビデの 時の 人口 調 施に、 この 支が の數 がを ま 
り 少な かつた ので 役人は、 r シメオンは 夕< の于 がなかった、 化の 支が の 様に がえ なかつ を』 と 


巧 一二 十セ阜 


二】 化 


黄 111 十 セ 章 ニニ 0 
ぃふ款 がを 鈔 日いて 辟り ます。 齡 して この 親 解は をに おどが 獻 致しました。 


=1、 レ 


ビ 


レピの 表徵は 同じく 劍 であり ますが、 四百 年の 後 シナイ山の 纔で 『正義のを めに エホバの 味 
がたら む ものが に ホるべし』 とモ I セの 呼 はった 時、 この 支祗が S 部 彼の もとに 集って、 正義 
のために をの 表が たる 劍を用 ひました ので、 神は 解 等の 過 まの 罪を 赦 し、 宗麵 家と しての 横 利 
を 赌へ給 ひました。 後歡 |ザ はを イスラエルに 散らされて 祭司の 職を 司りました。 


四、 ユ 


ダ 


『ユ ダは 獅子の 于 のかし 彼は 化 獅子の ごとく 伏し 化 獅子の ごとく 資 まる」 (凹 十九 0 九〕 

シンが A し I し、  わう こく  シンポ ル こんじる  わい  元い こく  シンポ も 

ュ ダの 表徴は 獅子で をり ます。 獅子は 王國 の表徵 で、 今日 にがてら 英國 のを 徵 とすると ころ 


であります 0 

『杖ユ ダを 離れず シ n の來る 時にまで をよ ばん 化に 諸の 民した がふべ し』 (四十 化 0 十) 


沈 ミけ 
默ミ順 li 試’ - 
の をを 驗 2 
中を のよ の 


巧 

中 星 

のょ 

の 

に 

臘 

ミ 

る 

績！ 

十 

父子 

を 

が 

屯 

の 

避 さ 

m 

: 言を 

け 

表 ミ 

を 

i 葉‘！ 

る 

サ 

は カ ミら 
尙な古 晴れ 


靜^ 

> 

刹 5 

力 > 

或！ 

那な 

に 

は ひ 

の 

嚮ミ 

早を 女 巧 

い 

力 > 

< 

て 

ら 

> 

巧ぃ 

ん 

或 去 

つ 

こ 

る 

た 

と 

者 表 

こ 

を 

は 

と 

瑞暗ミ 

で 

ふ 

淚を 

を もを 
り を 忍 お 
まりび 
せ ' ' 

う 臨え 或 ぁ 
。 終 ミる 
を 就 
前 ミは 

に 微ヴ 

し 笑享 
て 禁 2 
緊ミじ 
おを が 
し 5 た 
切 S く 

つ 、* 

た 或 ミ 


がは ユ ダに^ る 預言であります 〇 かくて ユ ダは 王の 支 派と なり、 數 にも 富に も 梟 も 勝れた も 
のとな りました。 セ 百 物の-総には ユダヤは 王閔 となり、 この 支 派より ダビデ、 ソロモン ずの 諸 
載で、 議をか 醜し、 がた シロ、 瓣が 薪の憲 ィェスが おり 輸ふ まで、 ダビデの 幕は が‘々 
繳 承せられ てろ たのであります。 

齡 にこの 露ょりは ST 々、の av も、 我の おなる 繁 ザの お ィュぅ キリストが をら はれ 絲 ひ、 
が邮 ダビデの が^!! がんとして 駐られ たのであります 0 『彼に 諸の 民した がふべ し』 との 巧言は 
酿 かこれ を I 思 がして 居ります。 
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ム 八、 イツ サカ ル 

'『ィッ サヵ ルは sssi がが す 解き 驚 Q 贿し磬 て 寮を® とし ミ 賢 i いし 戲をさ 
げ てが ひ 鉛が をいだ して 僕ピ なるべし』 (巧 十九 0 十四、 十五) 

イッ サカ ルの-お 微は毁 いき 勝 風であります。 & は 此の世の 快樂 にを こがれ、 富に 惑は されて 

l,c を-*';. ぐ* つ bu.  t サん  C く つ > ひと  ど ti 一 わた  お ろは  ごと  しやぅ がい おく 

热がが巧^^忘れ、 璋音のかく終に人の'奴||として 『肩をさげて負ひ』 蹈馬のかき生涯を送りま 


しを。 3 み ダンの ザを のうる はしい がが はがの であり ましたが、 いつしか をの 地は をは 
れ て、 齡 鉛の 齡 をと ごむる 戰場ピ がして しまつたので あります。 

ち ダ ン 

rt は ィスラェルの％ のがが の 抓く 髮を觀 かん グミ 裳 鱗が 做の ごとく 繫 にを る： 觀 
の ごとし 饒 Qp.i て ミ i 觀 をして 驚 縱ぉ J (四十を ミ、 十 ぉ〕 

ダン ミ ふが は縱 SS いぃ ふ 露で、 船は 震の 看ぁります が i の髮為 に 十二の S 祖 
の ひ 方に 齡 ミた ミが の おす 舶くミ 蹲を 艦を ましち 做の 敎 S は麟 r つて、 が 傑に が 

>モ  とほ  う ミき イナ  < じぶん  ば じ や ひとぶ ホ 化 r 

を 潜め、 通り か、 る 巧の 礎に 哈 ひつき、 自分は どうな つても 馬上の 人を 後に みさす は 化まない 
ミろ が鑑 まる 嚇 が ぁりまし ち & ュダャ の戚 驚なる 臟 .？ ンテだ 1， にがう 脈を 
sf が」 ひ！ S1 る S は緊ま ミでした が、 變 SS 忆驚 する i がべき PS て 依 •せられ 

てゐ たのであります。 このが 派ょりは エルサレムの 宮 股を 建築し をぶ 高い 旌築 家の ヒ ラム や、 

被の 戴 臟を糕 ミ.？ ンテ だ冀 させた 霸 r ソンが 戰繫 'いまぉ。 

巧吉 十よ 韋 ニニ ーニ 


巧 一二 十セ韋 


ニニ 四 


八、 ガ 


『ガ ドは 軍势 これにせ まらん され ど 彼 反って をの 後に せられん j (四十 义〇 十九) 

ガ ドと いふ 名は 軍 I 《の 意味で 彼の 支 派には ョルダンの 東方を 國 として々 けられました 〇 其の 
巧に 敵の ァ モリ 人が 居り、 度々 が擊 をが けました が、 然し おには を 言の 如く 創 歌を ぁげる 稼に. 
なりました。 かの 古邮 エフ タト 神の 人 エリヤを がんだ の も 此の 齡で をり ました。 見渡す 限り 廣 
獻 たる、 浪 のぅね りに も 似た る をの ガ ドの 化 場は、 今な ほ 人'^ にを りしち を 物語る かの 
やぅに おはれます 0 


九、 ア セ ル 


『ア セルより いづるを 物は 美るべし 做 王の 食 ふ 美 巧を いださん』 (叫 十九 〇廿〕 

ア セルとは 幸福と いふ 恵で、 彼のを 徵は 食物であります 〇閑 郁なる 平原を 包 凶して 山は 巧 化 

そび  を こを  ゐ じん  お ほ いで  やを 玄と  みの  げん  巧 h ろ 

に 群ぇ ております。 化の 地より 偉人は 多く 出ませんで したが、 この 山里に 實 つた 一本の 穂は 壬 


くち  わ ふと  かい  夕れ  よろこ  - - 

の 口に 貴ぱれ 、こ i に 製せられ た 一片の パンは イスラエルを 巧ぱサ たで ありませ う。 


十、 ナ 


夕 U 


『ナフタリは 釋れ たる 摩の ごとし 彼 美 言を いだすな り』 (四十 九〇廿 一) 

ナフタリの お 徵は化 摩で をり ました。 彼は ヘル モンを めぐる 山々 に 鹿の かく 涉步 して、 山川 
ち Is" の 美を 讚め つ i 詩的 生涯を 送りました 0 

十 I 、 ョ セ フ 

『ョセフは lii を 結ぶ 描の 芽の ごとし 卽ち 泉の 傍に ある! u を 結ぶ 樹の 芽の ごとしを の 枝つ ひに 垣 
を踰 ゆ，！ (四十 乂〇廿 二) 

戰 魅を 知らず、 あらん 限りの 力を 化の ために 捧げん とする かの かくに 巧り 豁 ゆる 銜の 芽、 泉 
の 傍に をって 賞を 結び、 をには 垣を も 越え ゆくべき 樹の 芽は ヨセフの 表徵 でありました。 父が 
祝し おへた 天の 福、 渦の 福、 乳 斬の 福、 おの 福は 彼の 一身に あつめられました。 而 して 彼のが 
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第一 二十 セ 章 ‘ ここ 六 
マナ セと て フ ラィムに ょつて 二つの が渺が がれ、 齡 等は ヤコブの 息子の かく 待遇せられ ました。 
ll； に 齡 なる 爵 を軟れ たる ユシ コルの 觀额 も、 榮ぇ ゆく 彼を おを する にはな ほ 足らない でぁり 
ませぅ 0 


1'たご靈ぃミの£^にてら觀忆1|して1心と髮と|^をがてりとがげたまふ&を|^^がが 
る •へき 議 とお ィ H K ょりが けし i* すなは ち Ss 緊靈を lirs とを 賢ん 燃には 郎ょ 
り 生命を も^ん ぜ ざるな り』 (徒 廿〇廿 一二、 廿 四) 

これが ベニヤ ミンた 漱 でを ります、 パウロた でを ります。 祗共も 使命の ためには この 意氣に 溢れ 
たい ものであります 0 

範ミ のが 試、 この &、 この お微 がをまで ょく 雌 t 腺して がります ので、 ゎが慧 この 巧 
孰を k く铅 に、 蒜は 齡ぉ なり 繫な りが ける 熟な り』 と QisQSI. を S がざる を W 言せ 
ち あ、 歡 に 驚し 觀 はずち 獻千 獻の聲 鱗は 賊しミ ふくの 扼き ST を E し ミ 
り ませう ろ！？ むべき を繫 ザの おは 誠 ミり 戲 におし、 靡 もがが も！： がまで も 鑛り齡 ふ 

事はありません 〇 願は くぱ榮 ホと こしへ に 主に あらん ことを。 


巧 一一 一十 セを  ニニ セ 


第一 一一 十八 韋 
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こ 


U やか 


第ー ニ 十八 章 


さん ホウ  さう せい タザい  しすう 

參照 U 創世記 第五 十黃 


、ヤ n ブの 葬儀 


がが 撼 の 僻た 方まで せ 41 に矿义 てが るかの ゃぅな 叢に 勝，々 として 鞠 ゅる サ 世が の傲瓣 ピラ ミッ 
ドは、 エジプトの 表^でを るかの かく 泰^と をの 雄を を ザして 居ります。 この ホ 自然を 义 とし 

てが む H ジプト だ、 縮に がる S なる 馨を學 がを を i 賊で をり まて 磬ミ 械の縱 

に 離 示された ッ タン カメ ン 巧 の si、 ピラミッドの 地で ょりは、 お 伽の 世 巧の 隱れ た寶 庫で、 も 
あるかの やぅに、 数百 萬圓 にも 餘る寶 物が 壊 見せられました。 

總冀 S3 七 ミ 驚 にら、 S にかくの 妮き馨 なる 露が ユジプ ふ 1 に 溝れ てゐ たの 

でを りました。 静かに 祝福を おへて 息 絶え、 刻一刻とが えて ゆく 父 ヤコブの 面に、 ヨセフは 泣 


き 伏しました。 やがて 遺骸に 藥 塗る ための の 十日は 過ぎ、 エジプト 人の 歎きの セ 十日 も 終へ ま 
したので 、ヨセフは パロの 家に 吿げ て、 

『巧 もし 汝 等の 前に 恩惠を 得るなら ぱ請ふ パロの 家に まぅ して! 一口へ わが 父 我 死 ば カナンの 地 
にわが 堀 おきた る 墓に 巧を はぅ むれと いひて 巧を 贊 はしめ たりが ば 請 ふわれ を レて 上りて 父 
を 葬らし めた まへ また 歸 りきた らんと』 (五十 0 四、 五) 

と依賴 いを しました。 を こで 王ょりの 許可が 出て、 ヤコブの ために 國 葬は 命ぜられ、 エジプト 
が阅は齡描しはじめました。 を巧省が役人等、 巧議ががの他の^1||新‘は徽百^ 齡一、とアラビ 
ヤの 砂漠を 越ぇ、 十一 日程の が 程を 經て 、アブラハム、 サラ、 イサク、 リベカ、 及び ヤコブの 
妻 レアの 眠れる マク ペラの 洞み に i? き、 そこに ヤコブを 葬りました 〇 ヘプ a ンの 地、 幾 化の 祖 
ホの 隅る-如の 墓地は、 ー ニモ 化 百年 ホ 貴ばれて 巧た 地であります。 化 共の 宗敎は 墓を が ホに する 
宗带 ではありません 。愛する 者を 懇 におくり 、復活の 場所と して 共の 墓を 浮め、 これを 尊重す 
る ことは、 社 巧の 主義と すると ころであります 。終りの ラッパの 鳴らん 時、 主 イエス が^しき 
ヨセフの 墓に、 ょ 製り 給 ひし ごとく、 イスラ H ルのを 先祖 達 もこの 墓ょり、 榮 がのを をな て 新生 
巧 一二 十八 草 ニニ か 


黄 一二 十八を  二 己 〇 

よみだへ  i - 3 . 

に 越り 出づ るで をり ませぅ。 

二、 ヨセフの 赦し 

繫 はこ、 に i 巧し、 撃は 露 にっき ましち i が繫 に® り瓣 へら ぉっ、 麟を てめ 
て、 齡 プふ がは 蹲？、 懲が 僻が にか すんで がぇ た ピラ、、： ソド も、 ホが にがく をく 
鑛 至」 が ミで をり ました。 厳 り r て殺楚 おを 似 ミ、、 8 パ撼 のがが のが 1 ひ f 14。 
ふぅちに も、 ミに また 一つ Q 賊 破を 數す べき 識がョ 七 7 叢繁 is りました。 

がゃ がは。 f、 儀に ミミ ョセフと ミが 義 いは 淳齡齡 が 霞と なりました ので、 齡 
がに 鍛 ぁるが 勝歡ザ こ、 に またがが て倘齡 りの' 心 取を 感ずる 觀に ミミ ミ 0 まてを こ 
で齡 等は ョセフに 使者を 送り、 

『なん ぢ も g る ミ忆 "4 じて |ーー"。 けらく  S が"^ 七 7 にぃ ふべ し S がが。 Iff K 觀 r した 
れど 41 がく ばミ靈 を ゅるせと 縮ぱ k ふ 城が がの S の霸の 儀を ゅるせ』 ミ+ 军ス 
十 セ) 


と玻  1 關妃 しました。 彼等の ふの 奥底に 今尙 ほち々 の 愛が 疑 はれ、 自分に 對 する 不安の おが 靜ま 
り 切らぬ 事を：^ つた 時、 ヨセフは また 新たな 淚を誘 はれた のでを りました。 つ r いて 兄弟 達 
自ら も ヨセフの 許に 到り、 平身低頭 ひたすら 齡の 僕と ならん ことを 乞 ひました 0 
『懼 るな かれ 巧 あに 神に かは らん や か 等は 巧を 害せん とお も ひたれ ども 神は をれ を 善に かは 

こんにち  お 巧 < たみ  いのち  ナく  ゆた 

らせ 今日の ごとく 多の 民の 生命を 救 ふに いたら しめんと おも ひた まへ り 故になん ぢ らおを 
る^な かれ 我なん ぢと汝 らのモ 女を やしな はん』 (五十 0 十九 I 廿】) 

と、 ヨセフは 心と； 言葉を つくして 彼等を 慰め、 懇 に應對 致しました。 あ^この 罪の 赦し 、がみ 
を 忘れ、 ひたすら 慰めと ザを とを 與 へんと する をの 敦の 泉は、 永遠に きず 結ぇざる 美德の 
滤 であり ませぅ 0 

『父よ!! らを辦 し 給へ をの 爲す 所を 知ら ざれ ぱ なり』 (お廿 so 化 四) 

兄弟 姉げ よ、 萬 巧の おひの ため 自ら 十字架に か \ り 給 ひし 主イ H ス が、 梅な めて 信ずる をを 
無限に 無 僻 件に 敵し 給 ふが ごとく、 化 共 もまた 純なる 愛と 信 側の 义を 燃やし、 寬大 なる 歉 度を 
U て 人の 惡を おうべき ではを りますまい か。 


第一 二十 八を 


二 一二 


第一 二十 八韋  ニー ニニ 

111、 ヨセフの 枢 

鱗の 離が 数十 QisK ね T、 3 七 7 は 繁百十 忆 |し、 縫は 議な臟 はと E ち 
辭難ゃ龄搞までもそ為忆皆 て|^慕麵0お作となりまぉ。 微は世を去る ミ遠を^^を 

おも  まやぅ だいたち むか 

思 ひ、 兄弟 達に 向つて'、 

『觀 嫩ん鹏 かならず 鶴を！^ 胁 みな'^ ぢら を：^ 恥より いだして ミア ブラ ハぅ イサク、 こ 
ブに載 ひし 恥に いたらし めた ま はん 齡 かならず 城 等を かへ りみ たまは ん汝ら わが 骨を こ t 一 
より たづ さへの ぼるべし』 (五十 0 甘！：、 廿 お) 

と 遺言した ので ありました。 

『一 臥鹏 によりて ヨセフは 齡 がの 辦 らんと する 時 イスラエルの 子ら の 化で 立つ ことに 就きて 語り 
が おのが 則の ことを 齡 じたり』 菜 十一 〇廿 二) 

ミ 僻は iKi り忆 || ミ證 をて 驚が i めを ましち ミ 僻が イスラ ユル だ 

緊祕 がの％ に 繫れ齡 る ま ミジプ ふが に藝 せられて ぁりまし ち ミが イスラエルの 


婆 f i、 こを 基 祭 f *1」 た f 。 ま •1 、 遂に！！ 巧 

ザ;: ラ ビヤの 繫を f、 ヘプ こなる 穀の 載に 斬 做が 緊れる 時まで、 rsji 常に 
ィス，； を f して、 f.f して、 が g— として、 *5 て^。 ま 忍に:: 
く ぶ P 鹏 へた gr 豁 ありまし ち 做が 驚に ぐた ると、 主 ィ：; ：:が t なほ 巧き が 

ふとの f あり—、 f S 髮がお i— として。 を ft ぶ .た ミと 
S に、 5 も髮 fc とを 蒙 認 まんと ミイ X ラ； ミ 基へ つ、、 い 
を繫 S 濃を 驚」 驚し ミと であ。 ませえ 
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